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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　超ちようまえがき




　というわけで、本書の著者になります菊きく池ちたけし……略してきくたけです。

　おかげさまで、前作にあたる『アリアンロッド ２Ｅ・リプレイ・スキルマスターズ　七人の冒ぼう険けん者しや』がご好評を戴いただき、この度、新たなリプレイを出すことと相成りました。

　前作は『スキルガイド２』を使い倒たおすというコンセプトのリプレイでしたが、本作もまたその流れを汲くんだ内容となっています。

　今回、お題にするのは、今回二〇一五年一一月に発売された『アイテムガイド２』です。タイトルからわかるとおり、それは『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』のアイテム関連のルールやデータを拡張するためのサプリメントです。




　では、いかにしてこの本が生まれるに至ったか……その存在意義とはなにか───前作にならって今回のまえがきも、本書の打ち合わせ時の会話に変えてお送りしましょう。




　　　　＊　＊　＊




『スキルガイド２』に続き、『アイテムガイド２』の製作にＧＯが出たのは二〇一五年春～初夏の頃ころだった。

　これに合わせて、担当編集者であるドラゴンブック副編集長・稲いな垣がきさん（通つう称しよういなっち）としては『スキルガイド２』の企き画かくと同じように『アイテムガイド２』にも、対応するリプレイを発売する……そんな思おも惑わくだったらしい。

　打ち合わせの席で、そう語る彼かれの笑え顔がおはとても眩まぶしかった。

「というわけで、きくたけさん。『アイテムガイド２』に合わせてリプレイを出す方向で考えましょう。編集部の会議でも問題なくＯＫが出ると思います」

　私にはこの時、稲垣さんのこの素す敵てきな笑顔を打うち砕くだくことを言う理由があった。

「稲垣さん……三つ問題があります」

「聞こえません」

　手て強ごわい笑顔だった。

　その笑顔を打ち砕くべく、私は話を始めた───。




稲垣（以下、いなっち）：で、その問題とはなんでしょう。基本的に、『スキルガイド２』のリプレイと同じ組み立て、と考えればいいんですよね？

きくたけ：ええ。ただし、ベースになる『アイテムガイド２』の方に問題があります。

いなっち：問題？

きくたけ：ええ。『スキルガイド２』や『アイテムガイド』は、それまであちこちの本に散らばっていたデータを一冊にまとめ、最新の記述方式やバランスでまとめた本でしたよね。

いなっち：ですね。『アイテムガイド２』も同じですよね。

きくたけ：アイテムデータのストックは、『アイテムガイド』で使い尽つくしました。

いなっち：…………。

きくたけ：一冊のサプリメントを形成するほどのデータ数がありません。というか、まったく足りません。ほぼすべて一から作ることになります。




　ぶっちゃけて言うと、膨大な作業なのだ。

　使える作業期間を考えると、（特にネタ出しが）地獄である。




いなっち：で、では、新規データを作り下ろしてそれを使ったリプレイに……。

きくたけ：次の問題はそこです。アイテムを使うリプレイって……なんなんでしょう。

いなっち：すべてを根幹から覆くつがえすような発言はやめていただけると。

きくたけ：仮に、『アイテムガイド２』を新規のアイテムデータ満まん載さいの本にしたとして、それを駆く使しするリプレイっていったいなにをすればいいのかと……。

いなっち：そ、そりゃ、ＰＣたちが新アイテムを装備して冒ぼう険けんするリプレイに……。

きくたけ：それ、他のリプレイとなにがちがうんでしょう。新アイテムを装備してるだけで『アイテムガイド２』を使い倒すリプレイと言えるでしょうか……っ！

いなっち：たしかに……っ！　じゃあ、次々と武器を持もち替かえますか！

きくたけ：『アリアンロッド』はシステム的に、一度装備したアイテムをセッション中に装備し直すのは稀まれですねー。なにせレベル帯ごとに、自分に合う武器がだいたい決まってて、その種類も多いわけじゃない。

いなっち：では、どうしろとっ!?（逆ギレ）

きくたけ：だから困ってるんじゃないですかっ!?　……でもまあ、たしかに稲垣さんの言うとおり、いろいろ武器を持ち替えたりしたいですよね。シナリオに登場するエネミーの種族や属性に合わせた特化武器に持ち替えたり……ってこれは『ラグナロクオンライン』を思い出すなー。懐なつかしい。

いなっち：まだサービス、続いてますよ（笑）。

きくたけ：……でも、そういう武器データは現状でほぼないし、それこそ『アイテムガイド２』に対種族・対属性の武器とかを武器種別ごとに用意するのは難しいし…………あ。

いなっち：お？

きくたけ：そうか。前提がまちがっていたんだ。『アイテムガイド２』が、新規アイテムデータ満載の本になるという部分が思おもい込こみだった。

いなっち：アイテムデータが載のらない『アイテムガイド２』は斬ざん新しんですね。

きくたけ：載のります。大量に。ただそれとは別に、武器の改造ルールとか……アイテムにちなんだ、アイテムを遊び尽つくすルールやデータも入れればいい！　で、それらを使ったアイテム重視のリプレイにしましょう！

いなっち：おお、『ラグナロク～』話から『アイテムガイド２』＆リプレイの企画話に繫つながるとは（笑）。そういえば、『アリアンロッド』は発売当初（二〇〇四年）、『ラグナロク～』を参考にしてるってよく言われましたねー。今だったらなにを参考にしたって言われるんでしょうねー。『アイテムガイド２』と新リプレイもなにか言われると面おも白しろいんですが（笑）。

きくたけ：え、そりゃ今の時代だったら参考にするものは───。




　……と、言いかけて私ははたと思いつき、ほくそ笑んだ。

「稲垣さん、すばらしい発言をありがとうございます。───うひひ」




　　　　＊　＊　＊




　では、こんな会話を踏まえた上で魅惑の本編に参りましょう！
















◆Preplay01◆始めよう、新しい冒険を！




　打ち合わせの日から、幾いくばくかの時が過ぎ……季節は晩夏。いや、むしろ秋。

〝アイテムマスターズ〟と呼ばれることとなった本リプレイのセッション日はやって来た。

　会社の会議室にゲームマスター（以下、ＧＭ）である私……きくたけと、三人のプレイヤーが集結していた。




きくたけ：というわけでみなさま、ようこそおいでくださいました！　これより『アイテムガイド２』対応リプレイ『刀鍛冶ブラツクスミスの用よう心じん棒ぼう』のセッションを始めよう！

駒こま尾お：今日をすごく楽しみにしていました～（笑）。

Ｏはた：前のリプレイが「七人の～」で今回が「用心棒」。なんという黒くろ澤さわ明あきら押おし。

きくたけ：実はこれ、社長の案なんだよ。

Ｏはた：ああ、つまり社長も今回のシナリオのアイデア出しを？

きくたけ：いや、そうではなく。先日、編集部と打ち合わせがあった時、その打ち合わせの間に本のタイトルだけでも決めないといけない事実が判明してな。

駒尾：え？

きくたけ：そこで社長が「じゃあ、黒澤明繫つながりな感じで『刀鍛冶の用心棒』ってどうだ」「ああ、いいですね！」「では、その方向でいきましょうか（笑）。菊きく池ちさん、どうですか？」そんな流れになり……俺おれは思わず言いました。「……まじで？」

駒尾：ちょ……。

きくたけ：えー、そんなわけで、今回のリプレイのシナリオは、そのタイトルに合わせた内容を作って参りました。

駒尾：えぇ……っ、そんなことってありえるんですかっ!?（笑）

きくたけ：あるある。タイトルだけ決めて中身をあとからってのは、あるある。あっていいのかどうかはおいといて……っ！

鈴すず吹ふき：問題ないない。菊池さんならいける。今まで、何度もやってきた……っ！

きくたけ：そう、問題ないない！　もう後付けに関しては、この二〇数年のＴＲＰＧライフの中で嫌いやというほど扱あつかってきた……っ！

Ｏはた：恐ろしい。

きくたけ：いやまあ、本音を言えば……そこからどうシナリオを作るかという、思考の起点になるので───むしろ、楽……っ！

駒尾：そ、そういうものなんですか……（笑）。




　───では、そんな大おお見み得えを切ったところで、集まった面々を紹しよう介かいしよう。




▼駒尾真ま子こ

　フリーのライターにして作家である。『BLAZBLUE』ノベライズシリーズや、『アンジュ・ヴィエルジュ リンケージ』の原作などを手がけている。

　大のＴＲＰＧ好きで、今回のリプレイにお誘さそいしたところ……「素す敵てきなお話へお誘いいただきありがとうございます。武具とかアイテムとかすごく好きなので、楽しみにしております！」というハイテンションな返事が返ってきた。───ふふふ、これは期待大だ。きっとすべての締しめ切きりをなげうって参加してくれるにちがいない……そう確信した（するな）。

ツイッター：https://twitter.com/makokomao




▼Ｏはた

　本名は大畑顕おおはた・あきら。ファーイースト・アミューズメント・リサーチの社員で、主にＴＲＰＧのデータ制作を担当する男。データにくわしいのは当然だが……それ以上に、奴やつの脳内はネタであふれている───。社内でチョップを繰くり出だせば、「馬ば鹿かなぁああ、私はあなたの右みぎ腕うでだったはずぅうううっ！」と叫さけんだ末に「おげぺぁあっ、ぶしゅあっ」……と、断だん末まつ魔まの悲鳴に加えて血が噴ふき出でる効果音までついてくる。

　ＴＲＰＧのセッションでは基本的に誰だれにでもへりくだり、三下パワーマックスで舞まい踊おどるのだが、シーンがシリアスになるとかっこいいセリフを連打するから侮あなどれない。




▼鈴吹太た郎ろう

　本名は中島純一郎なかじま・じゆんいちろう。ファーイースト・アミューズメント・リサーチの代表取とり締しまり役やくである。

　おそらく、日本で……いや、世界でもっともＴＲＰＧを愛する男のひとりだろう。

　ルールやデータの把は握あく・運用能力が高いのはもちろんのこと、セッション中にシナリオの進行に関して、ちょっとした矛む盾じゆんやミスがあるとそれを指し摘てきしたり……さらには即そく座ざに解決策をキャラクターのセリフや行動で提示、ＧＭを助ける。化け物か。

　音楽か時代劇か海外ドラマの話になると止まらなくなるという習性を持つ。




▼きくたけ

　今回のゲームマスターを務める私、すなわち菊池たけしである。

　ＴＲＰＧを中心としたネタで生きながらえる局地戦型もの書き。ネタと笑いと泣きをこよなく愛する。ＴＲＰＧを始めてから今年で満三〇年になった。うへえ。

　なお、太平洋戦争時の海軍艦かん艇ていもこよなく愛する。中学生の頃、父親に太平洋戦争のシミュレーションゲームに付き合えと言われてはじめてアナログゲームの楽しさに触ふれ……「お前は日本海軍の方が好きだよな？　そっちを担当しろ」と誘ゆう導どうされてそのとおりにした結果、ボコボコにされて負ける悔くやしさを知り……ゲームで勝つためにはどうしたらいいか数字やデータに興味を持つようになったあげく───こんな大人になった。ちくしょう。




　　　　＊　＊　＊




きくたけ：……ではさっそく、今回のリプレイの概がい要ようを説明しようと思……。

Ｏはた：と、その前にですね、菊池さん。今回、プレイヤーは三人なんですか？

きくたけ：四人の予定だったよ？　かわたな（我が社の社員である）が参加する予定だったんだけどさ、昨日の夜よる遅おそくになって……。




「き、菊池さん……どうしても原げん稿こうが明日までに終わらない……明日のセッション、お休みさせていただけると……あ、どうしても困るなら無理矢理参加しますが───」




きくたけ：と、血の涙なみだを流しながら言うので───「あ、いいよ」と。

駒尾：そんなあっさり（笑）。

鈴吹：ＧＭが三人でも問題ないというなら問題ないのだろう。仕事がんばれ、かわたな！

ＧＭ：ええ！　今回はダンジョンがあって、登場するエネミーの数も減らす気はないですが。

鈴吹：ふざけんなかわたな─────────っ!?（一同爆ばく笑しよう）

駒尾：あはははは（笑）。

きくたけ：まあ、第二話では参加することでしょう。……さて、今回のリプレイのコンセプトを最初に話しておこうか。本リプレイは『アイテムガイド２』の楽しさを伝えることを目的としたリプレイとなる。

駒尾：楽しみです！

きくたけ：よって、ちょっとしたレギュレーションがあるので、キャラメイクの際はご注意いただきたい！　なお、キャラクターレベルは４で作るんだけど……ええと、今が午前一一時半───一六時にはキャラメイクを終わらせたい！

一同：一六時っ!?

鈴吹：なんでそんなにかかるんだ（笑）。

きくたけ：レベル４のキャラを作ることに加えて、「アイテムガイド２」で実装される、武器改造ルールや、いわくのある武具を作れる〝伝承武具〟ルールを導入するからですっ！　なにせみなさん、初めて使うルールのことだし、たぶんあーでもないこーでもないとデータをいじくり出すはず。それを見み越こしてのことです！（笑）

Ｏはた：もっと具体的なレギュレーションはありますよね？

きくたけ：うん、ハンドアウトの読み上げをしながら説明しよう。あ、ただいろんな武具を扱あつかうことになるゆえ、殴なぐれる……つまり武器を扱えるスキル構成が多いと面おも白しろいかなー。

一同：はーい。

きくたけ（以下、ＧＭ）：では、今回予告を読み上げよう！




●今回予告！

〝鍛冶の街〟ハンマーヴィルはこの日、にわかに活気づいた。

　パリス同盟の評議会が、鍛冶師たちに向けてある発表を行なったからだ。

「───すべての鍛冶師たちに告ぐ。

　来たる一二月一九日、諸氏らの手によって鍛きたえられた神しん剣けんを持ち寄られたし。

　評議会の審しん査さにより選ばれた剣けんには、最高の栄えい誉よと、富が与あたえられよう。

　すべては、七年ぶりに現われたかの魔ま物もの〝ハンマーヴィルの獣けもの〟を討とう伐ばつするためである。腕うでに自信のある鍛冶師は、剣と共にそれを振ふるう者と共に来たれ！」




『アリアンロッド ２Ｅ リプレイ・アイテムマスターズ　刀鍛冶ブラツクスミスの用よう心じん棒ぼう』

　第一話「鍛冶師マテル」




　冒険の舞ぶ台たいがキミを待つ！




鈴吹：〝ハンマーヴィルの獣〟！　なにそれかっこいい。いつもの菊池さんらしくない！　〝超〟とか〝（笑）〟とか〝世界の破は滅めつ〟とかついてないっ!?

ＧＭ：い、いや、いつもそればっかなわけでは……。

鈴吹：いや、〝～の獣〟とか、菊池センスじゃないじゃん？（笑）　菊池さんらしくいくなら〝ハンマーヴィルの獣〟じゃなくて、〝ハンマーヴィルの超★獣〟でないと。

一同：〝超★獣〟っ!?

ＧＭ：人をヤプール人みたいに言わないでください。

鈴吹：はっはっは。

ＧＭ：では、順番にハンドアウトの読み上げにいきましょか。えーと……。




●ハンドアウト

ＰＣ①用ハンドアウト（駒尾）


メインクラス：ウォーリア　サポートクラス：自由　種族：自由

コネクション：マテル　関係：幼なじみ



〝ハンマーヴィルの獣〟───キミはその名前を知っていた。

　それは七年前、キミの両親の生命を奪うばった〝獣〟の呼こ称しようだ。

　七年ぶりに現われたかの〝獣〟は、パリス同盟内にてこの一ヶ月で三〇人に近い人の生命を奪っているという。

　そんなおり、キミの親友にして幼なじみ……鍛冶師のマテルより一通の手紙が届いた。

駒尾：両親が〝ハンマーヴィルの獣〟に殺された……。

Ｏはた：意外にハードなハンドアウトだった。

ＧＭ：あ、ちなみにハンマーヴィルというのは「アイテムガイド２」で新たに掲けい載さいされる、鍛冶を生なり業わいとした街です。パリス同盟の端はしっこに位置してます。

駒尾：このマテルというのは、どんな子ですか？

ＧＭ：キミのＰＣの幼なじみという想定のＮＰＣで、鍛冶師の女の子ですな。見た目はこんな子です（と、「アイテムガイド２」の表紙イラストを見せる）。

駒尾：かわいー（笑）。でも、手紙ってなんでしょう？

ＧＭ：ああ。今回予告でも読み上げたけど、〝獣〟を倒すべく、多くの鍛か冶じ屋やと剣が集められることになったわけだが……パリス同盟はこれを〝神剣選定会〟と名付け───。

Ｏはた：神剣選定会！　つまり神剣を作って選ぼうイベントですか。

ＧＭ：そうそう。これは、鍛冶師と冒険者が組になって参加することになっている。マテルは、駒尾さんのＰＣが扱う剣を作る約束をしていたんだな。

駒尾：あ、じゃあ、剣ができ上がったって連れん絡らくですかね……？

ＧＭ：そうそう（笑）。今回のシナリオでは、マテルが作った武器を駒尾ＰＣが使うことになる。その武器は自動的にスロット付きの武器（Ｓ武具）になります！

駒尾：スロット付き武器？





Ｓ武具



「アイテムガイド２」の目玉のひとつである。

　武器や防具に穴（スロット）を空け、そこにさまざまな〝力〟を持つ結けつ晶しよう体たい〝アームズクリスタル〟をはめ込こんで武具を強化するルールだ。スロットを空けた武具をＳ武具と呼ぶ。

　攻こう撃げき力りよくや防ぼう御ぎよ力りよくの強化、魔ま法ほうダメージ化、特定の種族や属性に対する追加ダメージ、スキルコストの軽減などなどさまざまな効果のクリスタルが存在する。

　スロットは、ひとつの武具に対して最高で三つ、空けることができる。




駒尾：ああ、つまり武器に好みの能力を付けられるんですね！

ＧＭ：そうそう。ああ、なんとオリジナリティあふれるルールであることか……っ！

Ｏはた：ええ、実にオリジナリティあふれるルールですね。つまり、マテリ……。

ＧＭ：オリジナルです。

Ｏはた：おっしゃるとおりです。

ＧＭ：なお、これがクリスタルの一覧と、スロットを空けるルールです（と、プリントを渡わたす）。当然、お金はかかります。うひひ。

駒尾：けっこー種類ありますね……あ、これはけっこー強い……あ、これも……。

ＧＭ：（笑）。では、次にＰＣ②のハンドアウトにいこう！




ＰＣ②用ハンドアウト（Ｏはた）


メインクラス：アコライト　サポートクラス：自由　種族：自由

コネクション：鍛冶ギルド・フェニックス　関係：仲間



　キミは、ハンマーヴィルに拠きよ点てんを持つ、鍛冶師の大手ギルド・フェニックスのメンバーだ。

　神剣選定会───パリス同盟の発表にキミの胸は躍おどった。

　冒険者としての腕うで前まえは高い……それは、自他共に認めるところだ。

　かの〝獣〟を討うち滅ほろぼせば、キミの名は天下に轟とどろくだろう。

　実力で言えば、キミがギルド代表のメンバーになることは確実だろう。

　胸が、高鳴った。




Ｏはた：おお！　ＰＣ②！　ギルド代表はまちがいなし！　実力は自じ他た共ともに認める……っ!?

ＧＭ：まだ読み上げの最中だから！　割わり込こまないでくれっ!?

Ｏはた：いえ、あまりに恵めぐまれたハンドアウトなので興奮してしまいました。

鈴吹：いつもは、オチか出オチ担当が多いからな（笑）。

Ｏはた：で？　で？　ワタクシめにもスロット武具か、伝承武具がもらえると……っ！

ＧＭ：では、最後の一文を読み上げよう。




　なお、キミに足りないのは、すばらしい武器だけであった。




Ｏはた：ききき菊池さ───んっ!?　どういうことですかっ！（笑）

ＧＭ：あ、いや……遊び方の例示として、ＰＣごとにお願いがあってね？　ＰＣ①はシナリオのキーになるＳ武具を、ＰＣ③にはキャラ設定にからめて伝承武具を持ってもらい……そしてＰＣ②には───。

Ｏはた：なんにもない、と。

ＧＭ：いや、正確にはセッション中で新たな武具を取得する楽しさ、複数の武器を持つ楽しさを表現したいなーと。

駒尾：あ、セッション中に入手することもできるんですね。

Ｏはた：つまり、セッション中に出てきた武具は優先的にあっしのものに！

ＧＭ：そこは話し合え（笑）。なお、特にスロット武具とクリスタルは、お金さえ払はらえばいつでも入手可能だ。もちろん、キャラメイク時でもね。

一同：（全員の瞳ひとみがぎらりと光る）。

Ｏはた：くくく、しかし武器はなくとも立場は揺ゆるぎない。〝獣〟を倒たおし、出世をし、ゆくゆくはこの街の神官長になって街のカジノの利権を握にぎりこみ、ウハウハの生活に……っ!?

ＧＭ：……という妄もう想そうは置いといて！（笑）　ＰＣ③のハンドアウトに移ろう！




ＰＣ③用ハンドアウト（鈴吹）


メインクラス：メイジ　サポートクラス：自由　種族：自由

コネクション：所持している武具　関係：くされ縁



　キミの旅は、いつもその武具と共にあった。

　その名を聞けば、誰もが眉まゆをひそめる呪のろいの武具。

　手放したくとも、手放せない。

　いつか武具に籠こもった怨おん念ねん・邪じや念ねんを祓はらい……その束そく縛ばくから逃のがれることこそ、キミの生きる目的のひとつである。

　今こ宵よいも、手にした武具が血を求めている。




鈴吹：もらえるのは呪いの武器か……っ!?（笑）

ＧＭ：それなら面おも白しろいなー、とは思いますけど、ふつうの〝伝承武具〟という指定です。





伝承武具



『アイテムガイド２』に掲載される目玉のひとつ。

　伝承武具とは、世界にひとつしかない、ユニークな武器や防具を作り出すルールである。アーサー王のエクスカリバー。エルリックのストームブリンガーなど、古今東西のファンタジー作品には必ずといっていいほど、なんらかのいわくを持つ武具が登場する。これを『アリアンロッド』で再現するためのものだ。

　その武具をどうやって手に入れたのか、どのようないわくや特とく徴ちよう、呪い、物語などを……そしてどんな特とく殊しゆ能力があるのかを、表を振ふりながら決めていく。

〝基本的に〟購こう入にゆうすることはできず、売ばい却きやくもできない。




駒尾：物語を持った武器。それは面白い……（笑）。

ＧＭ：なお、表を振ふった結果しだいでは恐ろしく強い武具になる。でも、自分のクラスにそぐわないものや、強力だけど呪じゆ詛そがもれなく付いてくる武具も稀まれによくできる。

鈴吹：ほ、ほう……（笑）。取得のルールとか条件は？

ＧＭ：今回は、キャラメイク時に所持金の半分を支し払はらえば、表をランダムに振って作った伝承武具をもらうことができるとします。

鈴吹：ＲＯＣ（表を振ってもいいし、自由に選んでもいい）じゃないのか……（笑）。つまり、所持金半分失って、ゴミを手に入れる場合もあると……（笑）。

ＧＭ：しかしそんなあなたに朗報です！　今なら、所持金の八割でＲＯＣで決めてＯＫだ！

鈴吹：払はらえるかっ!?　……よし、ランダムに作ったら、意地でもそれに合わせたキャラを作ってやる……っ、ぐははー！（笑）

ＧＭ：うひひ。では、概要がわかったところでキャラクターを作ろう！　あ、レギュレーションのおさらいをしておこうか。




キャラクターレベル：４


所持金：四八〇〇Ｇ（『超上級ルールブック』の推すい奨しようであるキャラクターレベル×キャラクターレベル×三〇〇Ｇ）




種族やクラスの制限：既き存そんのルールブックで発表されているものはすべてあり。




その他：ＰＣ①は、所持金で取得した武器ひとつにスロットをひとつ空ける。

　　　　ＰＣ③は、伝承武具をひとつ得る。所持金五割の支し払はらいで、ランダムに作成。八割の支払いでＲＯＣで作成してよい。

　　　　所持金の範はん疇ちゆうであれば、スロット武具とアームズクリスタルも購入は可。

成長点：４レベルに成長する分に加え、15点（一いつ般ぱんスキル三つ分）使用してよい。






鈴吹：四八〇〇Ｇか……ふうむ。

ＧＭ：あ、ＰＣ③はどんな伝承武具を入手するかで、スキル構成に影えい響きようが出るかもしれないから……先に作ってもいいですよ。

鈴吹：お、ではそうさせてもらおう。作るぞー。







◆Preplay02◆伝承武具を作ろう




〝伝承武具〟───それは、物語と力を持った武器や鎧よろい。

　それを持てば、ＰＣたちの設定や能力、スキル構成に必ずや大きな影響を及およぼす。

「アイテムガイド２」を導入して遊ぶ人は、そこを覚えておくとよいだろう。

　今、ここで生み出された〝武具〟もまた、やはり社長ＰＣに影響を及ぼすわけで───。




ＧＭ：では、ＰＣ③の伝承武具を作ってみよう！　念のために聞きますが社長、ＲＯＣではなくランダムに表を振ふる、ってことでいいですね。

鈴吹：いいとも。さすがに４レベルで防具にまわす金がなくなるのはやばい（笑）。どんなクソ武器ができても、ＰＣの設定にからめて成立させてやる！

Ｏはた：さすがです、社長。げっへっへ。

ＧＭ：（笑）。それじゃ、手順どおり作っていこう。まずは〝武具テンプレート〟の選せん択たくですな。これはぶっちゃけ、どんな武器、あるいは武具にするかです。

鈴吹：ふうむ、俺はメイジだからな。メイジでも使える武器か防具……となると、〝短たん剣けん〟か〝服〟かなあ。（表を見ながら）……うん、短剣にしよう。

ＧＭ：あれ、〝打だ撃げき〟じゃないんだ。これ、魔ま術じゆつ師しの杖つえ系ですよ。魔術判定に修正もらえる。

鈴吹：ふふふ、いわく付きの武具と聞いたから腹案があるのだ。

ＧＭ：ほ、ほう。お任せしましょう。では、次は〝継けい承しよう表〟ですな。これは、ＰＣがいかにしてその武具を受うけ継ついだか……そんな物語が付ふ与よされます。加えて、ちょっとした付加効果がくっついてきます。Ｄ66してくださいませ。

鈴吹：よし……うりゃー（ダイスを振る）───64！

ＧＭ：（表を見ながら）64は……［秘密］か。付加される物語は内容は───。




「あなたはその武器（防具）を、人には言えない理由で手に入れた」




一同：人には言えないっ!?（笑）

鈴吹：なにをしたんだ俺はっ!?（笑）

ＧＭ：わはははは……って、うはっ!?　これ効果がもろにメイジ向けだっ!?




「魔法ダメージに有効。あなたが行なう攻撃のダメージに＋２する」




鈴吹：すばらしいっ！（笑）　やはり、支払いを所持金の半額に抑おさえて正解だったようだ。

ＧＭ：それは、次の表を振ってみないとなんとも！　さあ、〝伝承表〟にいってみよう！　これは、その武具そのものが、どんないわく……ドラマを持っているかです。作られた経けい緯いや、どんな歴史を持っているか……加えて、〝継承表〟以上のデータ効果が付くという。

鈴吹：でやっ！（ダイスを振る）……36！

ＧＭ：36は……よりによってこれか……ほうこうぶぐ……（笑）。

鈴吹：［彷ほう徨こう武具］？　彷徨さまよえる武具か。それはかっこいい。




「その武器（防具）からはステキな香かおりがする。どのような香りがするかは、自由に決めてよい。ただし、その香りはなにかを呼よび込こむ可能性がある」




鈴吹：［芳ほう香こう武具］かよっ!?（一同爆笑）　物語でもなんでもないじゃんっ！（笑）

ＧＭ：たまにそーゆーのが入ってるんです。えー、効果は……。




「装備者と同じエンゲージにいるキャラクターを対象とした攻撃に有効。パッシブ。装備者が行なう攻撃に対する回かい避ひ判定にマイナス１Ｄする。呪じゆ詛そ追加」




鈴吹：ぐわっ!?　ほんとに呪いがついたっ!?　しかもこれ、思いっきり戦士向け能力だ！

ＧＭ：すばらしい、うひひ。まあ、魔法ダメージ＋２武器と思っておけばいいかと（笑）。

Ｏはた：では、呪詛がついたので呪詛表いきましょう、呪詛表！

鈴吹：うむ。では……とりゃー（ダイスを振る）───63だ。

ＧＭ：……［くしゃみ］。




「ときどきくしゃみが出てしまう呪いがかかっている。

　装備者がメジャーアクションを行なったメインプロセスの終しゆう了りよう時に、装備者は１Ｄ点のＭＰロスを受ける」




鈴吹：これはひどいっ!?　くしゃみでＭＰロス……せっかく火力が上がったのにＭＰコストが増えちゃったじゃないか！（笑）

Ｏはた：まあ、増えた火力分だけコストが上がったと思えば！（笑）

ＧＭ：敵の回避をマイナスする効果分だけお得と思えば！（笑）

鈴吹：面白い。使いこなしてくれる！

ＧＭ：では、最後に〝宿命表〟といきましょか。これは、この武器が使い手をどこに連れて行くのか……未来、運命を表わします。

鈴吹：ライフパスの［運命］と綱つな引ひきになりそうだな（笑）（ダイスを振る）……45。

ＧＭ：……［解放］。




「その武器はなにかを解き放つ。それは希望か、絶望か」




鈴吹：なんなんだこの武器は。人には言えない方法で入手し、香りを発し、くしゃみを引き起こし、ハンドアウト的にはこの呪いが解かれる時、希望か絶望を解き放つ……。

ＧＭ：かっこいいじゃないですか。実はその呪のろいは、さらなる大きな災さい厄やくを封ふうじてる封ふう印いんで、呪いを解く時、あなたは絶望の真実を知る───とか考えるとドラマチック。

鈴吹：そういう解かい釈しやくもできるな。しかし、俺はこう読んだ。

ＧＭ：ほう。

鈴吹：この武器は所持すると呪われて花か粉ふん症しようになる。

一同：花粉症っ!?

鈴吹：呪いが解かれると花粉症が治る。

一同：しょぼいっ!?

Ｏはた：しかもまんまじゃないですかっ！（笑）

駒尾：あははははははは（笑）。

鈴吹：だって芳香でくしゃみだよっ!?　花粉症しか思いつかないってっ!!　そもそもこの［芳香武具］ってのが悪いっ！（笑）

ＧＭ：ピンポイントで変なとこを引いたせいです！（笑）　「戦場に立つだけで敵に恐きよう怖ふを与あたえたという伝説の英えい雄ゆうが使用した武器（防具）である」とか「精せい霊れいとの結びつきをより強くする武器（防具）。古代の魔術士が、みずからの力を高めるために作り出した品のひとつだという」……みたいに、ドラマを持ったやつが大半なんですがね……（笑）。

鈴吹：しかし俺のは匂においがするだけ……。まあ、この武器を活かせるスキル構成とライフパスを考えてみよう。
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ＧＭ：うむ、やはり時間がかかりそうだ（笑）。では、今度こそキャラデータの作成に入ろう！　あ、「アイテムガイド２」には種族やクラス専用のアイテムなんかも用意してるので確認してみてねー。

一同：（くわっと目が輝かがやく）




　こうして、全員はまず「アイテムガイド２」のデータをひっくり返しながら、使える新データがないかを探しつつ……キャラの構築に入ったのだった。




　そしてすべては予想どおりだった。

　データが完成した時、時計の針はまさに一六時を指そうとしていた。




▼ＰＣ①　駒尾真子……リアル・エリーゼの場合


出自：［王おう侯こう貴族］　境きよう遇ぐう：［大成功］　目的：［好こう奇き心しん］



ＧＭ：……よ、よし、データは完成したな。では、ＰＣ①から順番に自己紹介をお願い！

Ｏはた：うわー、ほんとにそろそろ一六時だー（笑）。

駒尾（以下、リアル）：（笑）。では、あたしからいきます。名前はリアルで、一五歳さいの女の子、種族はヒューリン、ただしドゥアン（天翼族）のハーフブラッドです。お母様がドゥアンだったという設定で……。

ＧＭ：亡くなった母親は翼つばさを持っていたと……。

Ｏはた：お母さんは、手羽先になってしまったのだ───（しみじみ）。

ＧＭ：やめろ（笑）。しかしなにゆえドゥアンに？　翼持てし美しき母と、人間の騎き士しの父の間にロマンス設定でも考───。

リアル：飛行状態になれるって強いからです。

ＧＭ・Ｏはた：ですよね───っ！（笑）

リアル：（笑）。で、クラスはウォーリア／シャーマン。

一同：シャーマンっ!?

ＧＭ：呪術を使う戦士……そらまた面おも白しろいことを……（笑）。

駒尾：オリジナリティを出したくて……（笑）。とはいえ、ウォーリアのスキルが中心で、シャーマンのスキルはおまけ程度な感じですが（笑）。

Ｏはた：純ウォーリアから、火力をちょっと削って、呪術でフォローする感じに？

駒尾：はい。スキル的には《バッシュ》５レベルと《スマッシュ》を軸じくに、《ボルテクスアタック》や《シールドストライク》、《シールドスラム》など……盾たて持ちを活かした構成です。絵的には、盾をそのまま描えがくより、左ひだり腕うでだけガントレットとか……アーマーで覆おおうようなのがいいです（笑）。

ＧＭ：では、なるだけそのように！（笑）

リアル：シャーマンからはふたつ。《ディストラント》で、ダメージを与えた時にバッドステータスの［恐怖］を入れるのと……《タングル》で敵の回避（正確にはリアクション）の妨ぼう害がいするというのを取りました。

ＧＭ：ああ、事実上の回避上昇と、命中率アップだ（笑）。（シートを見ながら）……げ、《プロボック》を取ってる！　これって……。

駒尾：《プロボック》で［逆上］を与えた相手に［恐怖］も与えると、敵はあたしを狙っても他の人を狙っても、命中判定にマイナス２Ｄになります……よね。

ＧＭ：なりますね……えげつねー（笑）。実にいいビルドだ。装備は？

リアル：Ｓ２のファインソードを作りました。

ＧＭ：いきなりスロットをふたつか……っ!?

リアル：もともとＳ１がもらえるということだったので、もう一個スロットを空けました。これに予定どおり〝戦士のクリスタル〟を入れて、コスト軽減しました。二個目のスロットは、現状で空いてます。セッション中に適したものをはめます（笑）。

ＧＭ：了りよう解かい。

リアル：設定的には……ライフパスの［出自］が［王侯貴族］だったので、王様とまではいかないけれど、ハイ・ソサエティな一家だった感じ。地方貴族くらい？　で、父母が亡なくなったあと、血筋を頼たよってハンマーヴィルに引ひっ越こして……剣と術の腕を磨みがきながら、マテルちゃんと一いつ緒しよにすくすくと育ちました。

Ｏはた：リアルとマテルの、たったふたりギルドだったと。いいな、それ。

リアル：あと、［境遇］が［大成功］なので……一〇歳くらいの時に、剣けん術じゆつ大会とかで優勝をして、自分は剣が向いていると思い、剣けん士しとなった。しかし、母親ゆずりの呪術を組み合わせた独自の剣技でもって、相手を［恐怖］に陥おとしいれます。

Ｏはた：バッドステータス的な意味で（笑）。

リアル：性格は前向きで、脳筋なタイプ。悲劇の過去を乗り切りたくて、そして強くあろうとして……ちょっと男の子っぽい口調を使うことがあります。そしていつかこの手で〝獣〟を倒して父母の敵を討うつことが目標。以上です！

ＧＭ：ＯＫ。次はＯはた、よろしく！
















▼ＰＣ②　Ｏはた……〝デッドマン〟ジャックの場合


出自：［救済］　境遇：［裏切り］　目的：［探たん索さく］



Ｏはた（以下、ジャック）：わたしの名前は〝デッドマン〟ジャック。クラスはアコライト／モンクで、種族はレムレス。ちなみにレムレスとは、異界より訪おとずれた精神生命体のことです。ライフパスの［出自］が［救済］だったので……わたしがある異界で活動していた時、エリンという世界で〝ハンマーヴィルの獣〟が出現すると予知されました。それを倒たおせる英雄が必要ということで、この世界に呼よび込こまれたのです───ふふふ。

ＧＭ：異世界から英雄までやって来るって……何者なんだよ、〝ハンマーヴィルの獣〟。

ジャック：奴はそれだけ危険な存在ということです！　異世界より遣つかわされた英えい霊れい……それがわたし！　なお、この世界にやってきたのは七年前です。

ＧＭ：七年前？　それってリアルの父母が死んだ年じゃん。ああ、前に〝獣〟の出現が確かく認にんされた時にやって来たのか。

ジャック：そう、わたしはかつて〝獣〟と戦ったことのある男です。

ＧＭ：戦ったのか。それで？

ジャック：負けました。

一同：負けたのかよっ!?（笑）

ジャック：ちがうんです。ライフパスの［境遇］が［裏切り］だったので……勝利を目前にした時、裏切りにあいましてね？　「……バカめ！　貴様は〝獣〟の生いけ贄にえにすぎぬのだ！」と、捕ほ縛ばくされて動けなくなったところを〝獣〟にがぶり。華か麗れいに食われまして。

リアル：し、死んでますよ。

ジャック：たかが肉体をやられただけです！　たしかに死んだと思われていた……のだが、なんとか魂たましいだけは消失を免れ、クリスタル状の精神体として生き残り……。

鈴吹：それをスロット武器の穴にはめ込んだと。

ジャック：そうそういやちがうっ！（笑）　あ、でもその設定はいいですね。わたしの鎧がこの水すい晶しよう体たいでできていることにしよう。そして、水晶体から漏れ出た瘴気がかりそめの肉体を造り出し───〝デッドマン〟ジャックを名乗って活動を始めたのです。

ＧＭ：ライフパスの［目的］は？（笑）

ジャック：［探索］です。つまりなにか大切なものを探しているということ。であれば、わたしの人生の目標は、裏切りに対する復ふく讐しゆうというのもありますが、それ以上にこの世界に来た意味とか生きる意味……それを探して取とり戻もどすこと！　いつか、かつての力を取とり戻もどして〝ハンマーヴィルの獣〟を殺ーすっ！

鈴吹：かつての力ってなんだ？

ジャック：わたしはかつてゆうに[image: ]レベルは超こえていましてね？　それが〝獣〟に殺されて４レベルになってしまいまして。

ＧＭ：お、おう……（笑）。んで、肝かん心じんのスキル構成は？

ジャック：簡単に言うと、攻撃寄りの支し援えんキャラです。アコ系スキルの基本は押さえてますけど……残りはすべて攻撃用のモンクスキルです。《メイスファイティング》を取得し、武器としてレイジハンマーを購入。ハンマーというよりは、モンクっぽく棍こん使い風味で。

ＧＭ：主しゆ軸じくは《ペネトレイトブロウ》あたり？

ジャック：正解です。やはり防御力無視のダメージは強い！　なにより燦さん然ぜんと輝くのは……キャラのオリジナリティを表現すべく取得した《クルーセフィクション》……っ！

ＧＭ：それってなんだっけ？

ジャック：魔獣や魔族、アンデッドへの攻撃時、【精神】分だけダメージが増えます。これは〝異界より到とう来らいした魔を狩る戦士〟としての表現でして───ただ、これを取得したせいで《プロテクション》が４レベルしか取れず。

ＧＭ＆鈴吹：なんでだよっ!?（笑）

鈴吹：５レベル取れるだろうっ!?（笑）

ジャック：迷った……ものすごく迷ったんですが……っ！　どうしてもキャラ立てのためのスキルがほしくっ！　《プロテクション》のレベルを抑おさえるビルドもいけることを見せます！　……なお、外見年ねん齢れいは二〇歳くらいの好青年風味。そして自信家。今は、鍛冶師ギルドフェニックスに潜もぐり込んで、エース格の冒険者として活動しているということで！　以上。
















▼ＰＣ③　鈴吹太郎……エルリッタの場合


出自：［秘密結社］　境遇：［放ほう浪ろう］　目的：［探索］



ＧＭ：では、最後は社長のキャラ……いってみましょうか！

鈴吹：───古来より、特殊な武具を持った人物の物語は、ファンタジー小説では定番と言えるものだった。さっきも言ったがアーサー王とかエルリックとか。私もそこをリスペクトしてキャラ名を考えた。

ＧＭ：と言うと？

鈴吹：───名前はエルリッタ。

ＧＭ：パチモンくせえっ!?

鈴吹（以下、エルリッタ）：パチモンではない。エルリックのことをひとまず頭から追い出し、語感だけを想像してみてよ。すごく少女っぽい名前に聞こえない？

一同：…………（[image: ]想像している）。

ＧＭ：……あ、ほんとだ。

鈴吹：では、自己紹介の続き……クラスはメイジ／サモナーで、職業は軽戦士。

一同：は？

ＧＭ：なにを言っているのかわかりません（笑）。

エルリッタ：ほら、装備を見て装備。武器はさっきもらった伝承武具の短剣で、鎧はクロスアーマーとサークレットのみ。はたから見ると、軽戦士にしか見えないだろう。

ＧＭ：た、たしかに。

エルリッタ：そう、つまり私は剣士なのだ。

ＧＭ：ちょ、スキルシートを見せてください。（と、シートを見ながら）……《サモン・リヴァイアサン》に《サモン・ファーヴニル》？　《ファミリア》に《マジシャンズマイト》……なにをどう見てもストレートなサモナーにしか見えません（笑）。

エルリッタ：だからね？　《サモン～》系は、実際に召しよう喚かん魔法って演出で撃うつんではなく、この伝承武具に力を宿し、魔ま力りよくの刃とするのだ。これぞ、〝秘ひ剣けんリヴァイアサン〟と〝秘剣ファーヴニル〟───この刃をかわす者なし。

ジャック：ただの演出じゃないですかっ、すばらしいっ！（笑）

エルリッタ：ただの演出じゃないぞ。私は、ちゃんと前に出て斬きり合あうから。

ＧＭ：え？　ああ、伝承武具の効果か！　同じエンゲージにいる攻撃対象の回避判定にマイナス１Ｄでしたっけ（笑）。

エルリッタ：そうそう。至近距きよ離りから放つ我が秘剣は、まずよけられまい。ゆえに私は前衛キャラとして生きる。積極的に前に出る……っ！

リアル：心強いような……。

ジャック：はた迷めい惑わくのような……。

エルリッタ：……なお、この短剣は私の魔力を喰くらいながら妖よう気きを放つ。〝スニージンガー（Sneezinger）〟と名付けた。

ＧＭ：あら、かっこいい。

エルリッタ：直訳すると〝はくしょん丸〟。

一同：かっこわるっ!?（笑）

ＧＭ：まあ、花粉症の呪いだからなあ……（笑）。

エルリッタ：せっかくなので、そこも利用した。そのための《サモン・リヴァイアサン》だよ。わかるかな。これ、［スリップ］を与えるじゃない。私が秘剣リヴァイアサンを繰くり出だし、呪いによって「へっくし！」とくしゃみすると敵が一いつ斉せいにすてーんと転ぶ。

ＧＭ：ドリフかよっ!?　ちゃんちゃかちゃんちゃん、ちゃんちゃかちゃんちゃん……テッテレッテテッテー♪

Ｏはた：それは有効利用って言うんですか社長っ!?（笑）

ＧＭ：若い読者の人はわかりませんよっ!?　というか自己紹介しましょうよっ!?（笑）

エルリッタ：：あ、はい（笑）。えー……種族はフェイのナイトメアで女性。白く長い髪かみ、白い肌はだで……ただし、目だけは赤い。どこか弱々しく、物静かに語り……呪いを持つがゆえに人をあまり近づけたがらない。連れているファミリアは漆しつ黒こくのカラスにしようかな。

ＧＭ：いきなりキャラのイメージが湧わいてきた（笑）。

エルリッタ：ライフパスは出自が［秘密結社］。私はかつて、この世界のどこかにあると言われる、フェイだけが住む妖よう精せい郷きようにいた。ここの妖精たちは伝説の時代よりその魔術を駆く使しして魔法の武具を生み出していた。それを、時代時代の英雄たちの前に姿を現わし……授さずけていたのだ。妖精の武具を手にした英雄は必ず味方に勝利をもたらし、世界を救済の道へと導いたという。

リアル：なんか壮そう大だいなファンタジーに（笑）。

エルリッタ：その日も武器を作っていたんだが、たまに呪われた武器ができてしまうことがある。「……あ、今日は呪いの武器ができちゃった」「そうなの？　ちょっと見せてもらえる？」とやりとりをしていたら……「───あ」。うっかり触れてしまい、呪われてしまった。「触ふれたら呪われるというのに、触さわってしまうとは情けない。エルリッタよ、その呪いを解くべく旅に出るのだ」　そして私は呪われし武器〝スニージンガー〟と共に妖精郷を追い出され、放浪の旅へ。

ＧＭ：ライフパスの境遇……［放浪］か（笑）。

エルリッタ：ちなみに目的は［探索］なので呪いを解く方法を探しているということで。

ジャック：でも、花粉症を治すのに故郷を追い出されるってのも悲しいものが……。

エルリッタ：そうでもない。くしゃみの呪いの真の力は、世界に破滅をもたらすものでな。

一同：なんでですかっ!?（笑）

ＧＭ：どうやったら滅ほろびるんです。

エルリッタ：私が六六六回、くしゃみをした時に呪いは解放され、災厄は訪おとずれるのだ。

ＧＭ：意外と簡単だっ!?（笑）

エルリッタ：だから一刻も早く呪いを解こうと焦あせっている。アイテムに関する話だったら、なんでも興味を示すから。

ＧＭ：だからハンマーヴィルにやってくる、と。すばらしい。設定がどこまで拾えるかわからんが……（笑）。まあ、これで自己紹介、終わりだね。では、最後に……。

リアル：あ、待ってください……（笑）。エルリッタ、戦せん闘とうで前に出るんですよね？

エルリッタ：出ます。

リアル：（エルリッタのシートを見て）防御力７……？（笑）

一同：…………。

ＧＭ：このギルド、ダメージコントロール力が皆かい無むだしな……《カバーリング》も《インタラプト》もないし……ジャックが《アフェクション》で一回だけダメージを０にできるけど……《プロテクション》は４レベルだし。

ジャック：４レベルにも人権を───っ！（笑）

リアル：あたし《カバーリング》を取ろうかな……（笑）。（少し考えて）うん、取ります！　《バッシュ》が４レベルになりますけど！（一同大だい爆ばく笑しよう）



















　こうして、土ど壇たん場ばで細かなスキルの修正をしてのち、三人はギルドとギルドサポートの決定に入った。ギルドのレベルは２。取得したサポートは《蘇そ生せい》に加えて、防御力を上昇させる《防衛部隊》というめずらしいものを取得した。

　そして、最後のひとつは……《目め利きき》。

　新たな武器を作るべく……そして武器を改造すべく、資金を１Ｇでも多く貯めることが、今回のセッションでは有効だ、という判断であった。

　ギルドマスターはリアル、ギルドネームは〝アイテムマスターズ〟と決まった。




ＧＭ：では、どうにかプリプレイが終わったので本編に入ろう！

ジャック：もう一六時半ですが大だい丈じよう夫ぶでしょうか！（笑）

ＧＭ：ああ、キャラメイクに手こずると見越してシナリオを組んでいるので平気なはず！　まあ、「アイテムガイド２」はこんな感じで運用するよー、という参考になればいいなと。だからお気楽にセッションに挑いどんでほしい。

リアル：よおし、ではがんばって……お金を稼ぐぞ───っ！（笑）

一同：おー！

ＧＭ：両親の仇討ちも忘れないであげてください…………（笑）。







　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




◆Opening01◆夢ゆめ




　若わか草くさ色いろの草原に、風が吹ふいている。

　さんさんと降ふり注そそぐ日ひ射ざしと、それを防ふせぐためにかぶった白い帽ぼう子し。その鍔つばが、少女の目元に濃こい影かげを落とす。

　───夏。

　白い雲が沸わき立たつ蒼あおい空の下、ふたりの子こ供どもの無む邪じや気きな笑い声が響ひびく。

　草原の先に広がるのは深い森の緑、視し界かいの端はしに映うつるのは鏡のような湖の碧あお。

　振ふり返かえれば、手を振ふる両親の笑え顔がおが揺ゆれている。

　それは、幼おさなかった日の遠い記き憶おく。




　そして永えい遠えんに取とり戻もどすことのできない、夢。




ＧＭ：では、これよりオープニングシーンを始めよう。さて、始めはリアルの場面だ。今、キミは夢を見ている。それは、今から七年前、まだキミが幼かった頃ころの記憶だ。

リアル：七年前……はい。

ＧＭ：その日、キミは幸せの中にあった。貴き族ぞくであったキミの父親がひさしぶりに休みが取れ、かねてからの約束を果たしてくれたからだ。「……よし、今日こそはリアルをピクニックに連れて行くぞ。いいな、ママ？」

リアル：ピクニック！　マテルちゃんも連れて行っていい？

ＧＭ：父は、優やさしげに幼おさないリアルの頭を撫なで、微笑ほほえみながら了りよう承しようする。「いいとも。なあ、母さん？」「はいはい」　ほんと、娘むすめには甘あまいんだから───母の困こまった笑顔は、言葉にせずともそう語っていた。

リアル：お母様……器用な……（笑）。

ＧＭ：「……甘くて悪かったな」「あら、私わたしはなにも言ってませんよ」「顔にそう書いてある」「朝、起きてから顔を洗あらい忘わすれたかしら？」

ジャック：なんというおしどり夫ふう婦ふ。

リアル：あたしは、朝食のパンをもぐもぐしてます。

ＧＭ：「おい、いつまで食ってるんだ。さあ、行くぞ」

リアル：このお父様、せっかちっ!?（笑）

ＧＭ：（笑）。急せかされるまま……キミたち一家は、家をあとにして───目的の場所に着いたのは、お昼と呼よぶにはずいぶんと早い時間だった。そこは、とても気持ちのいい場所。どこまでも続く草原に、放牧されたのであろう、牛や羊たちがのんびりと草を食はんでいるのが見えた。少し先には森や湖が見え、吹ふく風は草と土の香かおりを運んでくる。「よし、着いたぞ！　私とママは、お昼ご飯の準じゆん備びをするから、マテルとふたり遊んでいなさい。でも、あまり遠くにいくんじゃないぞ」

リアル：わかってるよ～！　日よけの帽子をかぶって……マテルと一いつ緒しよに駆かけ出だします。

ＧＭ：キミとマテルが、笑いながら草原を駆かけ出だす。吹く風を身体からだいっぱいに受けながら走っても走っても、草原が途と切ぎれることはない。しかし振り返れば、両親の姿すがたはすでに遠くにあった。母は馬車の近くにシートを広げてお弁当を並ならべ始め、父は騎き士し甲かつ冑ちゆうをまとった姿で剣けんの素す振ぶりをしている。

リアル：お父様、なんでピクニックに騎士甲冑……。

エルリッタ：休みの日も鍛たん錬れんは忘わすれない。すばらしい。

ジャック：でものんびり（笑）。

ＧＭ：どれくらい走っただろう？　家か畜ちくたちが群むれをなすその近くの小岩の陰かげに、キミはふとなにかを見つけた。よく見れば、それは足のようだ。汚よごれた布ぬののズボンと靴くつ……決して身なりのいいものじゃない。羊ひつじ飼かいの少年が昼ひる寝ねをしている……そんな感じか。

リアル：のどかだなあ（笑）。お昼に誘さそってみるってどうだろう。

ＧＭ：ああ、いいんじゃない？（笑）

リアル：じゃあ、その小岩によじ登って声をかけます。あのー、寝ねてますかー？　ひょい。

ＧＭ：足しかない。

一同：…………。

リアル：は？

ＧＭ：小岩の陰にあったのは、人間の足だけだ。身体があるはずの場所には食い散らかされたのであろう肉にく片へんが散らばり、周辺は鮮せん血けつの赤に染そまっている。

ジャック：ぎゃ──────っ！

エルリッタ：いきなりスプラッタなことにぃいいいぃっ！（笑）

リアル：マテルと一緒に、悲鳴をあげてひっくり返ります！

ＧＭ：と、その時だ。「リアル、マテルを連れて逃にげろ……っ！」　少し離はなれた場所から、悲ひ痛つうな父親の叫さけびがあがった。

リアル：え……っ。

ＧＭ：……と、両親がいる方向を振ふり向むき、リアルは目を見み張はる！　そこにあるのは、体長五～六メートルはあろうかという巨きよ大だいな獣けものが、父親に襲おそいかかっている風景だ。自らの体重を預あずけるように、父親にのしかかる。父は引ひき抜ぬいた剣で獣の牙きばを必死に受け止め、しかし押おし返かえすこともできず、片かた膝ひざをついている。

リアル：膝ひざが震ふるえて立ち上がることができず、泣きながら……お父様、お母様！　と、声をあげて……。

ジャック：お、お母さんは？

ＧＭ：父親の背はい後ごから、彼かれを援えん護ごしようとなにか魔ま法ほうをかけているとわかる。呪のろいの文様が中空に浮うかび上あがり、それが〝獣〟に向けて解とき放はなたれた。が……だめ！　放たれた呪じゆ詛そは、〝獣〟がまとう黒い瘴しよう気きのようなものに弾はじかれ、霧む散さんした。

ジャック：瘴気ってなに!?

リアル：勇気を振ふり絞しぼって立ち上がって……両親を助けに行こうとします！

ＧＭ：「……きちゃだめっ、リアル！」　母の声がキミの動きを制せい止しした。「そうだ、お前はマテルを連れて逃にげるんだ！　それがお前の、役目だ！」　ふたりの言葉が、リアルの心の中心を射い貫ぬいた。

リアル：……っ！　数秒だけ考えて……逃げるよ、マテル！　マテルの手を引いて、両親とは反対の方向に駆け出します。

ＧＭ：腕うでを引ひっ張ぱられながら、マテルが声をあげる。「たすけにいかないのっ!?」

リアル：よくない！　でも、これがあたしのしごとだって！　お父様が！

ＧＭ：「でも……っ！」　マテルの叫さけぶような声と共に、リアルは夢が覚めていく。そして、遠ざかるふたりの背せ中なかを視し線せんで追った。そして、リアルに届とどくはずのないこんな父の言葉がたしかに聞こえた。「リアルたちが逃げる時間を稼かせぐ。一秒でも長く、一メートルでも遠くへ」　その言葉に母は静かに頷うなずき……最後に、こう告げた。




「───愛しているわ、リアル」




　　　　＊　＊　＊




一同：のっけから重いよっ!?

リアル：これは、なにがなんでも〝ハンマーヴィルの獣〟を倒たおさないと、という気になってきた……（笑）。

ＧＭ：それがこの七年間、リアルが繰くり返かえし見てきた夢。いつも、優やさしい母の声と共に意い識しきは覚かく醒せいし……〝ポッポー。ポッポー〟壁かべの鳩はと時ど計けいが無機質な声で刻ときを告つげていた。

リアル：ええと、とりあえずベッドから飛び起きて、周囲を見回します。で、そこが自分の部屋なのを確かく認にんして……ほっとします。

ＧＭ：ええと、リアルはハンマーヴィルに住んでいるってことでいいんだよね？

リアル：はい、マテルと同じ街で生活しているのがいいかな、って。
















ＧＭ：ＯＫ。では、リアルは目覚めてすぐ、窓まどの外から聞こえてくる街の喧けん騒そうに気づいた。

リアル：カーテンを開けて外を見ると……？

ＧＭ：父が残してくれたキミの家は、ハンマーヴィルの高台の方に建っている。貴族の家か系けいだけあって、なかなかに豪ごう華かな屋や敷しきだ。窓から外を覗のぞけば、ハンマーヴィルの街が一望できるのだが……明らかにいつもよりも人でごった返しているとわかる。

エルリッタ：もしかして、神しん剣けん選定会があるから？

ＧＭ：おお、そのとおり。パリス同どう盟めいのみならず、エリンディル西方の全土から今、腕うで自じ慢まんの鍛か冶じ師し……加えて、その仲間の冒ぼう険けん者しやたちが集まって来てるからね。集まっているのは、それだけじゃない。ひと目、神剣が生まれる瞬しゆん間かんを見ようと多くの見物客・観光客もこの街に押おし寄よせているようだ。

リアル：悪あく夢むを見たあとで嫌いやな汗あせをかいているだろうから、額ひたいの汗をぬぐう。……支し度たくをしなきゃ、とつぶやいて顔を洗いに行こうかな。

ＧＭ：屋敷には、キミ以外に誰だれかいる？　爺じいやがいるとか執しつ事じがいるとかセバスチャンがいるとか。

ジャック＆エルリッタ：セバスチャンとかっ!?（笑）

リアル：じゃあ、遠とお縁えんの老人と一緒に暮くらしてるのがいいかな。

ＧＭ：ＯＫ。では、その老人と一緒に生活していることにしようか。リアルがベッドから起き上がったその時だ。ドアがノックされ、その老人───名前は、セバスチャンでいい？

リアル：はい（笑）。

ＧＭ：セバスチャンが、ドアの向こうから声をかける。「……リアル、そろそろマテルちゃんとの約束の時間だよ。手紙によれば、今日なんだろう？　剣ができあがるのは」

リアル：自分の顔をパンパンと叩たたいて……大変！　早く行かなくちゃ！　部屋を飛び出して、食しよく卓たくの上にあったリンゴを手にとって……かじりながら家を出ます！　行ってきます！

ＧＭ：屋敷を飛び出し、街へと駆け出していくリアル。その後うしろ姿すがたを見送りながら、セバスチャンがつぶやく。「……おやおや、まるで疾しつ風ぷうのような子だ。父親に似にたのかのう。ほほ」

ジャック：セバスチャン、なんかいい人。

ＧＭ：（笑）。疾風の如ごとく、街の中を駆かけ抜ぬけていくリアル。ややあっててキミは、マテルの家へとたどり着いた。そこは彼女の実家で、マテルは家の裏うら手てにある庭に小さな工こう房ぼうを構かまえている。家の前の通りから、そのまま工房へ行くこともできるのだが……今日はちょっと様子がおかしいことになっている。

リアル：様子？

ＧＭ：そう、工房へ続く通路は「KEEP OUT」と書かれた黄色いテープで封ふう鎖さされ、立たち入いり禁きん止しとなっている。一日中鳴り止やむことのないハンマーの音も今日は聞こえず……。

ジャック：なにか事じ件けんの匂においが……。

リアル：おや？　じゃあ、テープをくぐり抜ぬけて工房に向かって……マテルー？　と、声をかけますけど……。

ＧＭ：まず、そこにたどり着いて目に入ったのは……（おどろおどろしい声で）荒あらされ放題となった工房の風景。炉ろにはまだ火が入ったままで、ふだんは生前と並ならべられた工具や作った武ぶ具ぐ、資し料りよう類のすべてが無む造ぞう作さに床ゆかに散らばっている。

リアル：ひぃ。これは……なにがあったんだ。

ＧＭ：中に踏ふみ込こんでも、マテルの姿は見当たらない。代わりにいるのは、現げん場ばの下足痕あとや指し紋もんを調べる、神しん殿でんの科か捜そう研けんのメンツが……。

一同：科捜研っ!?（笑）

ＧＭ：あ、いや、科捜研はおかしいな。

エルリッタ：ドラマの見み過すぎ（笑）。

ＧＭ：うんうん。アルケミストを中心とした魔ま捜そう研けんで。

一同：魔捜研っ!?（笑）

ジャック：魔法で捜そう査さをするのか（笑）。

ＧＭ：なにが起こっているのかわからず、リアルが立ち尽くしていると───「……あ、リアルちゃん～！」　背後から、どこか微び妙みようにのんびりした女じよ性せいの声。振り返れば、そこに立っているのはマテルの母親だ。

リアル：おばさん！　なにがあったんですか？　マテルは？

ＧＭ：「それが……あの子、昨晩誘拐されたみたいで～」

リアル：誘拐っ!?　だから、こんな捜査が……。誘拐って確実なの？

ＧＭ：「それは情じよう報ほう収しゆう集しゆうの結果を見ないとわからないのだけれど……ただ～、あの子が作っている武具を納おさめずに工房を離はなれることがあったかしら～？　いや、ない」

ジャック：なぜ反語。

エルリッタ：マテルが鍛冶一ひと筋すじ……というか鍛冶馬ば鹿かってことはよくわかった（笑）。

リアル：……でも、たしかに。

ＧＭ：「……これ、あなたのための剣よね？」と、そこであらためて彼女が、鞘さやに収おさめられた一本のファインソードを両りよう腕うでで抱かかえているのに気づく。彼女はそれを、キミに引ひき渡わたしながら言う。「昨日の晩ばんまで、この剣の調整してて～……まだ完成してないけど、明日はこれをリアルちゃんに渡わたすんだ、と───」

リアル：では、受け取って鞘から抜ぬいてみると……。

ＧＭ：───ぞくり。剣を引ひき抜ぬくと同時に、キミの全身が総そう毛け立だつ。まるで武ぶ器きが手に吸すい付つくような不思議な感覚。絶ぜつ妙みような重量バランス。握にぎれば、この剣がキミのためだけに作り出だされた剣であると本ほん能のうで理り解かいできる。

リアル：おー……これはたしかに、マテルがあたしのために作ってくれた剣！

ＧＭ：ゲームデータ的には、ただのファインソードではあるが！（笑）　ただ、その剣の刃やいばの根元には補ほ強きよう板ばんが取り付けられ、ふたつのスロットが空けられている。そのひとつには、〝戦士のクリスタル〟が埋うめ込こまれているな。

リアル：すばらしいできだけど……これで完成じゃない？

ＧＭ：「ええ、そうらしいの～。剣そのものはほぼ完成してるけど、まだセットするクリスタルができていないとかで……」

ジャック：クリスタルも自じ家か製せいなのか。

ＧＭ：「あの子、言っていたの。『お母さん、やっと見つけたよ。これで、リアルはご両親の仇かたきを討うてるはず！』って……」

エルリッタ：ただの野や獣じゆうではないってことね。

リアル：おばさん、マテルを探さがすの……あたしたちにも手伝わせて！

ＧＭ：「……ありがとう、実はこちらからお願いしようって思ってたの。今、街は多くの人でごった返しているでしょう？　警けい備びの人も増ふえてはいるらしいのだけれど、いろいろ手が回らないみたいで～……」

リアル：まかせて。あたしが絶ぜつ対たいに捜さがし出だします。

ＧＭ：「ただね、今回は信しん頼らいできるお友達と一緒に行動してほしいの。選定会開かい催さいの裏では、自分の名を上げようと暗あん躍やくする人もいるって話も聞くから……」

リアル：暗躍……なるほど、わかった。

ＧＭ：「で、信頼できるお友達はいる？」

リアル：え？

ＧＭ：「…………」

リアル：あれ、まだ他のＰＣとギルドを組んでないし……信頼できる友達って……。

一同：…………。

リアル：いない？

ジャック：リアル、ぼっち説が浮ふ上じよう……っ！（笑）

ＧＭ：マテル母は、優しい微笑みと共にこくりと頷うなずいた。「大だい丈じよう夫ぶ。こういう時は、神殿へ行って信頼できる仲間を集めるの」（なぜか一同爆ばく笑しよう）

ジャック：いきなりチュートリアルっぽいことを言い出すママンが面白いんですが（笑）。

リアル：しかし、信頼できる仲間を集めると言っても……。

ＧＭ：「ここに一五〇〇＋［２Ｄ×一〇〇］Ｇあります」

一同：金か……っ!!（笑）

ジャック：しかもランダムだっ!?（笑）

ＧＭ：あ、いや、そういう意味ではなく（笑）。あくまで今回の事件の調査費用とでもいいましょうか……もしくは───。

ジャック：なるほど、新たな武器を買うなり改かい造ぞうするなりしろ、と……っ！　武器がない俺おれには願ってもない……っ！

エルリッタ：スロット空けての改造はいいとして、伝でん承しよう武具はお金で買えるの？

ＧＭ：ああ、基き本ほん的てきには買えない。でも、少しネタをバラすと……今回、ダンジョンが用意されており、そこである部屋に行くと課金ガチャがありまして。

一同：課金ガチャっ!?

ジャック：『アリアンロッド』にも時代の波が……っ！（笑）

ＧＭ：まあ、むしろ自動販はん売ばい機きに近い。が、金きん額がくはかなりお高い。さらに、なにが出てくるかはわからない。だからガチャ、なのだ。ささ、リアル。支度金の金額を振ってくれ。

エルリッタ：（爆笑しながら）12で……っ！（笑）

リアル：２Ｄ振ります……（ダイスを振る）７！　一五〇〇＋七〇〇で二二〇〇Ｇ！

ジャック：この金が続く限かぎり回そう……っ！（笑）

ＧＭ：と、ともかくシーンが長くなった。そろそろ場面を変えよう。えー……最後に、マテル母がリアルに向かって言う。「……お願いね、リアルちゃん」

リアル：じゃあ、その言葉に頷いて───




「なにがあっても必ず連れて戻もどってきます。安心して待っていて」







◆Opening02◆栄光の日




　ギルド・フェニックス───。

　それは、鍛冶の街ハンマーヴィルにおける大手の鍛冶ギルドである。

　数十名の鍛冶師を擁ようし、加えて優ゆう秀しゆうな冒険者を数多く抱かかえる組そ織しきだ。

　任にん務むを受けると、まず彼らは詳しよう細さいな調査を行なう。そののち、鍛冶師たちは任務に適てきした装そう備びを作り、お抱えの冒険者の中からもっとも適したメンバーにそれを渡すのである。

　これによりきわめて効こう率りつ的てきに、かつ安全に事じ態たいに対たい処しよできることが売りであるという。

　ジャックは、自分がこのギルドのエースメンバーであることに誇ほこりを持っていた。




ＧＭ：次はジャックのシーンに入ろうか。さて、キミが所しよ属ぞくするギルド・フェニックスは、今説明したようなギルドだ。ハンマーヴィルの中央に居きよを構えている。今回の選定会で、もっとも有力なギルドのひとつだね。パリス同盟全体から数え切れないほどの多くの鍛冶師たちが集まっているというのにね。

ジャック：ふふふ、さすが我わがギルド。鍛冶師中心に運うん営えいされるギルドならではだ。

ＧＭ：そうそう。冒険者が太陽とするなら、鍛冶師は月。鍛冶師は縁えんの下したの力持ち的なポジションと思われがちだけど、このギルドは鍛冶師がギルドマスターとなってその力を最さい大だい限げんに活かし、お抱えの冒険者を効率的に運用している、めずらしいスタイルだ。

エルリッタ：面おも白しろい（笑）。

ＧＭ：安あん全ぜん性せい、効こう率りつ性せいを重じゆう視ししたこのギルドは近年、多くの成果をあげており、その成せい功こう率りつの高さからか依い頼らいがあとを絶たたないようだ。もっとも、ギルドが任務のたびに装備を作ることもあって依い頼らい料りようも高いようで、そこに批ひ判はんの声もあり───。

ジャック：しかし、神剣選定会で我われらが名をあげれば、我われ々われの運営方式の正しさ・有ゆう用よう性せいが世に広まるというもの。依頼を万ばん全ぜんにこなすには金がかかるんだよ……ぐへへ。

ＧＭ：フェニックスが選定会に参加するのも、ジャックが言うとおりの目的があるだろう。そして今日、その選定会の件でジャックはギルドマスターに招しよう集しゆうを受けたわけで───。

ジャック：待ってた！　今日が栄光の第一歩！　なにせわたしは一度、〝ハンマーヴィルの獣〟と戦ったことがあるわけだし！　奴やつと戦った時のことは決して忘わすれない。あの時に、我が力の大半は失われ、その記憶もおぼろげだが……。

一同：忘れてるじゃんっ！（笑）

ジャック：だが、〝獣〟と会えばわかる！　思い出す！　次に会えば、わたしはあいつを倒たおせるはずなんだ！　今でこそ４レベルにまで落おち込こんでいるが、この記憶と経けい験けんがあれば……！　と、ふだんからジョンに語っている。

ＧＭ：ジョンって誰だ。

ジャック：あ、わたしの後こう輩はいでお付きの部下です。筋すじのいい子で、わたしに付いて冒険者のなんたるかを学んでいます。

ＧＭ：では、日ひ頃ごろからジャックの大たい言げん壮そう語ごに、ジョンはいつもさわやかな笑え顔がおで応こたえていることにしよう。「そうですね、ジャック先せん輩ぱいならいけると思います。その内に秘ひめた資し質しつを開花さえできれば……」

ジャック：そう！　《プロテクション》は４レベルで十分！

ＧＭ：「それはどうかと思います」

ジャック：これは仕方なかったんだ───っ！　どうしても他に取りたいスキルがあったんや───っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：（笑）。ともかく……そうか、お付きの部下で後輩ならジョンも一緒にギルドマスターの部屋まで来ているな。今日は、神剣選定会のメンバーの発表日だ。多くのメンバーがギルドハウスの一室に集まっている。

ジャック：おお。

ＧＭ：「ジャック、よく来てくれたな」　キミに声をかけたのは、ギルドマスターだ。年ねん齢れいにして五〇歳さいほど。どこか威い厳げんのある表ひよう情じように、しかし優しげな笑顔。短く整えられた髪かみに髭ひげ。鍛きたえられた身体付きは鍛冶師にして戦士である証あかしと言わんばかりだ。

ジャック：今日は大切な日だからな。わたしたちにとっても、パリス同盟にとっても。

ＧＭ：「さすがによくわかっているな、ジャック。呼よばれた理由はわかっているな？」

ジャック：ええ。神剣選定会……選出メンバーを発表する日。そうですね？

ＧＭ：「そうだ。すでに主要メンバーは確かく定ていしている。あとはリーダーを発表するだけだ」

ジャック：ほう、リーダー……（笑）。なるほど、想そう像ぞう以上の栄えい誉よだった。この栄光の日に、わたしがいなくては成り立たない、と。

ＧＭ：「そのとおりだ」　ギルドマスターは力強く微笑み、その場に集まったメンバーたちに向き直って声を発した。「……神剣選定会に参加する、冒険者チームのリーダーをここに発表する！」　ざわつく室内。

ジャック：いやあ、と照れながら握あく手しゆの手を差し出……。

ＧＭ：「───ジョン！　キミだ！」（一同大だい爆ばく笑しよう）

ジャック：やっぱりそういうオチか───っ!?（笑）　手を差し出したところで、ギルドマスターがジョンの手を摑つかむんだろう!?（一同爆笑）

ＧＭ：うむ。「ありがとうございます、マスター。若じやく輩はい者ものですが、謹つつしんで拝はい命めいいたします！」ジョンは、マスターと握手しながらさわやかにジャックを見て……。

ジャック：ジョン……っ、貴き様さま、どういうことだ───っ!?（笑）

ＧＭ：「……あ、いや、実は三日前に内定を受けていたんです。先輩に言おうかどうか迷まよってはいたのですが……」

ジャック：お前……っ、「先輩ならできる」とかあれだけ持ち上げておいて……っ!?

ＧＭ：「言い出しにくくて……傷きずつけたくもありませんでしたし───」

ジャック：その優やさしさが人を傷きずつけるとなぜわからんのか───っ!?　そもそもお前、さっき俺がでっちあげたＮＰＣだろ───っ!?

リアル：（[image: ]爆笑している）

ＧＭ：おい、一いち人にん称しようが変わったぞ。

ジャック：おかしいおかしい！　ならばなぜわたしをこの場に呼よんだのだっ!?

ＧＭ：「え？　いや、よくぞここまで立りつ派ぱにジョンを育ててくれたと、褒ほめようと……」

ジャック：なぜわたしではないんだ!?

ＧＭ：「理由はふたつある。ひとつは、キミがごくふつうの武器しか持ってないこと」

ジャック：そんなことはない！　これは、わたしの怒りを封ふうじ込こめた、怒りのレイジハンマー……っ！　わかりますかっ、このわたしの怒りが……っ！

ＧＭ：「キミの怒りとか、この際さいどうでもいいんだ」

ジャック：あ、はい。

リアル：（[image: ]噴ふき出だして爆笑している）

エルリッタ：待って……っ（笑）。このギルドでは鍛冶師が武器を作ってお抱えの冒険者に渡わたしているんじゃ……（笑）。

ジャック：はっ!?　そ、そうだ！　それがギルドのルールのはず！　まだ出会ってもいないエルリッタがいいことを言った……っ！

ＧＭ：「───ジョンをリーダーに推おしたのは、そのギルドのルールによるものだ。任務にあったメンバーを選出すること……それがルールだ。ジョンは、若わかいながらも努力を惜おしまず、キミの下で修しゆ行ぎようを積んできた。見えないところで努力をしてきたのだ。もちろんスロット武器や伝承武具についても学び、精せい通つうし……」

ジャック：我が怒りのレイジハンマーではだめということかっ!?

ＧＭ：「そうだ」

ジャック：あ、はい。

リアル：あっははははははは！（笑）

ＧＭ：「お前は、優すぐれたモンクだ。しかし、我がギルドにいながら武具に対するこだわり方が間違っている。怒りのレイジハンマー？　そのような精せい神しん論ろんはいらない。必要なのは任務に必要な能のう力りよくを持った武器だ。データなのだ。加えて、それを使いこなす技ぎ術じゆつだ」

ジャック：く……っ（笑）。

ＧＭ：「それに、理由はもうひとつある。これも極きわめて重要なことだ」

ジャック：というと？

ＧＭ：「キミの《プロテクション》が４レベルという事実だ」

ジャック：そこか───っ!?（一同大爆笑）　《プロテクション》よりも、奴を倒たおすために重要なものはあるんだ！　わからないかっ!?

ＧＭ：「わからない」

ジャック：じ、邪じや悪あくに対たい抗こうする力が必要なんだよ！　だから、《プロテクション》という、アコライトにとって基き本ほんとも言えるスキルを捨すててまでも、それを手に入れるために、復ふつ活かつしてこの五年くらいがんばってきたんだ……っ!?　ジョン！　お前もなにか言ってやれ！

ＧＭ：「僕ぼくの《プロテクション》は５レベルです」

リアル：あははははははは！（笑）

ジャック：ガクリ……お、お前、まで……。

ＧＭ：ジョンは、膝をついてうなだれるジャックの肩かたに優やさしく手を置いた。「───先輩。実のところ、先輩のこだわりはわかります。ですが、このギルドの方ほう針しんにはあわない……いや、凡ぼん人じんには理解できないのです」　その言葉は、あまりに耳に心地よくて───。

ジャック：おお……っ!?

ＧＭ：「先輩は、こんなちっぽけなギルドで埋うもれてしまう人材ではないということです。そう、英えい雄ゆうたるもの逆ぎやつ境きようから立ち上がり、新たな仲間を見つけて〝獣〟を討うち、名を上げるもの……そうではありませんか」

ジャック：逆境、か……。
















ＧＭ：「こんな凡人のギルドで名を上げる意味はありません。先輩だったら、きっと自分にあった武器や仲間を見つけられますよ」

リアル：ジョン、いいキャラだな……（笑）。

エルリッタ：でも、さりげなくジャックを追い出そうとしていないか（笑）。

ジャック：……わたしになら、できると思うか？　ジョン。

ＧＭ：「ええ、できます。ですから、ここは僕に任まかせてください」

ジャック：───わかった。ならば、キミに任まかせよう。キミにならリーダーが務つとまるはずさ。

ＧＭ：「神剣選定会の応おう募ぼ締しめ切きりは間近です。すぐにも行動を始めた方がいいです」

ジャック：そうか……！　それを探さがして〝ハンマーヴィルの獣〟をぶちのめせば……！

ＧＭ：「そうです！　結局は、ぶちのめしたものの勝ちですから！」

ジャック：それを見み越こして、お前は……。すまない、お前にギルドを任まかしてしまうのは忍しのびないが、俺は応おう援えんするよ。

ＧＭ：「ありがとうございます！」

ジャック：いつまでもわたしとお前は仲間……って、新しいギルドを探すなら、このギルドから脱だつ退たいしないといけないじゃないか。

ＧＭ：「書類ならここに」

リアル＆エルリッタ：ジョン──────っ!?（笑）

ジャック：ははは、手て際ぎわがいいな。サラサラと脱退届とどけにサインして……お前とわたしはずっと友達だよな？

ＧＭ：「もちろんです！　先輩のこと、応援してます」

ジャック：（やり遂とげた漢おとこの笑顔で）そうか、ありがとう───ジョンさん。

一同：さん付けっ!?

ジャック：……じゃあな。次に会う時は、わたしが英雄になった時だ。

ＧＭ：「───ご武ぶ運うんを」　ジョンは敬けい礼れいした。

ジャック：ジョン、そしてその仲間たちよ！　みんな、がんばれよ！　と、笑顔で去ろう。

ＧＭ：「がんばれよ！」「お前ならできるぜ！」と暖あたたかく仲間も送り出してくれて……。

ジャック：では、メンバーが作った花道を通ってジャックはギルドハウスを出て行き……。

ＧＭ：そして、閉とじられたドアの向こうから聞こえるこんな歓かん声せい。「……ジョン、今日からキミが我々のリーダーだ！」「期待しているぜ！」「ジョン隊長！　最後まであなたについていきます！」　と、心の底から暖あたたかい言葉が───。

リアル：心の底からー（笑）。

ジャック：おのれ、ジョン──────っ!?

ＧＭ：……と、そんなジャックの魂たましいの叫びが空に木こ霊だましたところでこのシーンを終えよう！

ジャック：ジョン──────っ！







◆Opening03◆魔術士の秘ひ剣けん




　少女は、呪いに囚とらわれていた。

　その呪いがゆえに故こ郷きようを捨て、孤こ独どくを友とし、知ち識しきを求め、そして戦いの中に身を置いた。

　すべては呪いから逃のがれるための旅。

　呪いは災わざわいを呼よび寄よせ、少女に安息というものを与あたえることは……しない。




ＧＭ：では、最後にエルリッタのシーンに入ろう。えー……コホン。（ナレーション風に）呪いの短たん剣けんに魅み入いられし少女・エルリッタが、故郷である妖よう精せいの森を出てからいったい、どれくらいの刻ときが刻きざまれたのであろう───？

エルリッタ：一〇〇万年くらい。

一同：長っ!?

エルリッタ：───そう。私は世界の滅ほろびを幾いく度ども見守ってきた。

ＧＭ：今……すなわち火の時代どころか、水や地や風の時代の前から、短剣と共に世界を見守ってきた、と。つまり、その永ながきに亘わたって花か粉ふん症しようを患わずらい続けてきたってことに……。

エルリッタ：あ、それは辛つらい。じゃ、三ヶ月で。

ジャック：短かっ!?（笑）

ＧＭ：とにかく、エルリッタはその短剣を手にしたあの日から、妖よう精せいの森にいられなくなり、旅を続けている。魔の武器に魅み了りようされ、引きよせられた妖よう魔まに襲しゆう撃げきされる日々が続く。

エルリッタ：───そう。

ＧＭ：いつも傷だらけで、くしゃみに耐たえながら……呪いが解とける者を、あるいはその知識を探している。そして、ようやくたどり着いたのだ。ハンマーヴィルという街に、あらゆる武具に精通している天才鍛冶師がいるという噂うわさに。そして、かの街へとやってきた……そんな場面から始めようと思───。

エルリッタ：と、その前に。少しだけ演えん出しゆつしていい？

ＧＭ：お？　いいですよ。

エルリッタ：では、ハンマーヴィルを目指す旅の道どう程てい……ある夜。私は、暗い街かい道どうを黒いフードに身を包んで歩んでいる。私は、息を潜ひそめる人の気配におもむろに気づいた。それは、エキストラな山さん賊ぞくだった。（抑揚のない口調で）……出てきなさい。

ＧＭ：「……ほう、よく気づきやがったな、姉ちゃん」　エルリッタの言葉どおり、山道の左右に立たち並ならぶ木の陰かげから、野や卑ひな男たちがぞろぞろと姿を現あらわす。「……知ってるか？　この道を通るには通行料がいるんだ」　にやにやしながら頭とう領りようらしい男が言う。

エルリッタ：その時、一羽のカラスが「……カア」と不ふ吉きつな声で鳴いて飛び立った。

ＧＭ：「持っている金を、すべて置いていってもらおうか？」

ジャック：（山賊になって）「ついでに、その短剣もいただこうか？」

エルリッタ：私はチラリと山賊を見る。……私に触さわらないで。私に関われば、呪のろわれる。

ＧＭ：「……呪い？　はははは！」「こんな女が相手なら、呪われてみてぇもんだなあっ！」「ちょっと顔を見せてみな！」　男の手がエルリッタの素す顔がおを隠かくすフードへと伸びて───。

エルリッタ：では、フードが絹きぬずれる音と共に取とり払はらわれ、私の白い髪が風にたなびく。

ＧＭ：その見かけはどこか妖よう艶えんな雰ふん囲い気きの少女。髪と肌はだの白が夜よ闇やみの中に映はえ、その無む表ひよう情じような顔立ちは希代の芸げい術じゆつ家かが創つくり出だした精せい巧こうな彫ちよう刻こくのよう。

エルリッタ：……そう。そのあまりの美しさに山賊は全員、ショック死する。

ＧＭ：しないっ！（笑）

エルリッタ：……では、仕方あるまい。そうつぶやいて黒い短剣を抜ぬく。

ＧＭ：「あん？　そんな短剣一本でどうしようというんだ」　小こ馬ば鹿かにするような山賊の声。

ジャック：「くっくっく、そんなショボい短剣で、俺の筋きん肉にくが貫つらぬけると思っているのか？」

エルリッタ：短剣？　そう、キミたちの目にはそう映るかもしれない。が、これはお前が腰こしにぶら下げているロングソードよりもなお長き剣つるぎ。

ＧＭ：山賊たちは一いつ瞬しゆんきょとんとしたあと、爆笑し始める。「いやあ、お嬢じようちゃんには大変お似に合あいのロングソードだなあ！」

エルリッタ：……なら、この剣の力もて呪われるがいい。そう静かに告げて、短剣を引き抜いて中空を薙なぐ。

ＧＭ：召しよう喚かんされた伝説の海かい龍りゆうが剣に宿り、長大な青く光る刃となって三〇人ほどの山賊たちを一いつ閃せん。虚きよを突ついた一いち撃げきはかわせない。直後、彼らは一いつ斉せいにその動きを止めて……。

エルリッタ：……秘剣・リヴァイアサン。

ＧＭ：そして、ふいに香かおる花の香り。それは呪いとなってエルリッタの鼻を襲おそい……。

エルリッタ：……へっぷし！

ＧＭ：どさどさどさ……！　くしゃみと共に、山賊たちは呆ほうけた表情で一斉に倒たおれ伏ふした。

ジャック：ほんとにただのドリフ……（笑）。

エルリッタ：（しれっと無む視しして）……どう？　わかった？　と、転んだまま放心している山賊たちに言葉をかけると、フードをかぶり直し……その場から立ち去ります。───ふう、満足しました。シーンを終しゆう了りようします。

ＧＭ：まだ街にたどり着いてねえよっ!?　シーンの予定が……！（笑）

エルリッタ：じ、じゃあ、シーンの終わりに街を見下ろす丘おかの上に立って……ここね、とつぶやけばＯＫ……っ！

ＧＭ：（少し考えて）……えー、うん。出会うシーンはあとでやればいいか……（笑）。エルリッタがハンマーヴィルに到とう着ちやくする頃には、時じ刻こくは夕ゆう刻こくになっていた。黒いフードを目ま深ぶかに被かぶったエルリッタが、マテルの家の前に立ったところで、シーンを終了しよう……！







　　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ




◆Middle01◆邂かい逅こう




　この日のハンマーヴィルの街は、多くの人で溢あふれかえっていた。

　それは神しん殿でんも同じで、神しん剣けん選定会の参加を目的とした冒ぼう険けん者しやが集まり、受付カウンターの前で長ちよう蛇だの列となっている。リアルは、雑ざつ踏とうに気け圧おされながらも気を引ひき締しめた。

　この中から、信しん頼らいできる仲間を見つけ出さなければならない。

　決意する彼かの女じよの手には、二二〇〇Ｇが入った革かわ袋ぶくろが握にぎりしめられていた。




ＧＭ：では、ミドルフェイズに入ろうか。最初のシーンは、リアルが神殿で信頼できる仲間を捜さがすって場面だ。この日の神殿は、多くの冒険者でごった返している。あまりの人の多さにめまいがするほどだ。この中に、リアルの仲間になってくれる人がきっといる……はずだ。

リアル：この二二〇〇Ｇで！　仲間を！

ＧＭ：（笑）。リアルが順番を待っていると……やがてカウンターの方から聞こえるこんな声。「番号札三八二番でお待ちのリアルさーん！」

リアル：あ、はい！　カウンターの方に向かおう。

ＧＭ：カウンターの向こうで、どこかお疲つかれ気味の女じよ性せい神官が資料を見ながら言う。「……ええと、ギルド・アイテムマスターズのリアルさんですね。ギルドメンバーの募集……メイジかアコライト希望、と。……あら、あなたは運がいい。４レベルのアコライトがひとり、応募がありますよ。その方も神剣選定会が目的で、まずは仲間を探すところからのようで」

ジャック：ふふふ（[image: ]出番を待っている）。

リアル：条じよう件けんにピッタリということ？　よく、都合よくそんな冒険者がいたな。

ＧＭ：神官は、少し困こまった笑え顔がおで言いにくそうに……ひと言。「ただ……その人、ひとつだけ問題がありまして───」

リアル＆ジャック：問題？

ＧＭ：「《プロテクション》を４レベルしか持ってないんです」

ジャック：お、お前……っ!?（一同大だい爆ばく笑しよう）

リアル：か、かまわない。あたしも《バッシュ》が４レベルだからな。

ＧＭ：「では、お呼よびしますね。……番号札三番の、〝デッドマン〟ジャックさーん！」

ジャック：はい！　呼よんだか？　この《プロテクション》が４レベルの俺おれを……っ！（一同大爆笑）　おお、少女よ。ここここんな俺でも、いいというのだなっ！

リアル：あ、あの、神官さん。この方はいい大人なのに、なぜここまで卑ひ屈くつなのか。

ＧＭ：「《プロテクション》が４レベルだからです」

ジャック：……そう！　アコライトを切望していた人も、わたしの《プロテクション》が４レベルだと知ると途と端たんに愛あい想そ笑いをして去って行く……なぜなのかっ!?

ＧＭ：「《プロテクション》が４レベル……もはやそれは呪のろいのようなもので」

ジャック：そこまでっ!?（笑）　しかもこのわたしは、あの〝ハンマーヴィルの獣けもの〟と戦ったことのある男。敗北を喫きつして死にはしたが、こうして元気だ。

リアル：死んだけど元気。あなたはなにを言っているのか、あたしにはよくわからない……が、ハンマーヴィルの獣〟と戦ったことがあるというのは興味深い。

ジャック：ああ。あれは七年ほど前のこと───異い界かいよりこのパリス同どう盟めいの大地に降おり立たって数日後。私わたしはとある山やま奥おくで……と、とうとうと語り出す。

ＧＭ：「妄もう想そう癖へきもあるようです」

リアル：…………。

ＧＭ：しかし彼かれが語る〝ハンマーヴィルの獣〟の姿すがたや特とく徴ちようは、リアルの記き憶おくの中にあるものと一いつ致ちする。妄もう想そうを語っているようで、その発言に虚きよ言げんや噓うそは感じられない。

リアル：───なるほど、いろいろと苦労なさってきたんですね。

ジャック：わかってくれるのか、少女よ！　あんたはいい人だ！

リアル：あたしと同じで、〝獣〟によって人生を狂くるわされた人だからな。

ジャック：わたしのような人間をもう出さないためにも、いつかあいつを打うち倒たおし、わたしがエリンに降り立ったことには意味があったと証しよう明めいしなくてはならない！

リアル：ちがう。〝ハンマーヴィルの獣〟を倒たおすのは〝いつか〟ではない。〝今〟だ。

ジャック：いい人じゃないか、小娘っ!?　……よし、あんたのギルドに入れてくれ！　この生命、あんたに預あずける！

ＧＭ：「……では、契けい約やくは成立ですね？　ああ、よかった……！　よろしくお願いします」

ジャック：ふふふ、朝からずっと誰だれにも誘さそわれないまま、部屋の片かた隅すみで膝ひざを抱かかえて待っていた甲斐かいがあった！

ＧＭ：「ええ、ええ……！」　神官は、滂ぼう沱だの涙なみだを流して喜んでくれる。「……ああ、《プロテクション》４レベルにも生きる権けん利りはありました！」

ジャック：まだ言うかっ!?　……あ、そうだ。ギルド・アイテムマスターズと言えば、鍛冶師マテルがいるところだな！　マテルさんはわたしの武ぶ器きも作ってくれるかな!?

リアル：ああ、喜んで作ってくれると思う。

ジャック：マジで!?　よおし、鍛か冶じ師しマテルの作る武ぶ具ぐなら、ギルド・フェニックスのものに引けはとらないはず！　うお───っ、待ってろよジョン───っ!?（笑）

ＧＭ：（笑）。では、ここでシーンを切って場面を変えよう！







◆Middle02◆結成




　エルリッタは、そのハンマーヴィルの大通りを一望して、そこに希望を抱いだいた。

　この街の鍛冶師たちなら、短たん剣けん〝スニージンガー〟にかけられた呪いを解かい除じよしてくれるはず───そう考えていたからだ。

　だが、その希望はすぐに落らく胆たんへと変わった。




ＧＭ：さて、新しいシーンに入るが……エルリッタ視し点てんで始めようか。その日、キミはハンマーヴィルへと入った。そこは噂うわさで聞いていたより、多くの人が行き交かう賑にぎやかな街だった。

エルリッタ：では、街に入って通りを歩きながらつぶやく。（静かな口調で）……ここが、ハンマーヴィル……鍛冶屋の街。周辺を見回すと？

ＧＭ：そうだな……キミが歩いているのは、商業区ってことにしようか。周囲には観光客や優すぐれた武具を求めてやってくる冒険者のための店がたくさん並ならんでいる。観光地の土産みやげ物もの屋が並ならぶような街まち並なみみ、と思うと雰ふん囲い気きがつかめるか。同じような武具やアイテムの店がたくさんあるにも関かかわらず、どこも繁はん盛じようしてるようだ。「……優れた剣ならこちら！」「観光の記念に、このタリスマンをどうぞ！」　威い勢せいのいい声が飛び交っている。

エルリッタ：優れた剣はいらない。呪いが解とけそうな鍛冶屋を探す。いくつか、大きな店を回って一いち応おう、スニージンガーを見てもらう。

ＧＭ：結果は、お察しのとおりだ。エルリッタの短剣を見た反はん応のうはさまざま。「ええ、うちの職しよく人にんならこの程てい度どの呪い、すぐに解除できますよ！」と、調子のいいことを言う店や……。

エルリッタ：それは信頼できない。花か粉ふん症しようの呪いの奥おくにある、真の絶ぜつ望ぼうが見えていない。

ＧＭ：うむ。まともに目め利ききのできる店もいくつかはあった。が───「これは……無理だな」とか「こんな呪い、〝聖せい都と〟ディアスロンドへ持って行った方が……」とか「ひぃっ!?　やっかいなものを持もち込こむな！　帰った帰った！」───反応はさまざまだが結果は同じだ。

エルリッタ：店をひとつ訪たずねるごとに、落胆する。次々と鍛冶屋を当たっていくしかない。

ＧＭ：では一五軒けん目の店に断ことわられた時、エルリッタは店の主あるじより興きよう味み深ぶかい情じよう報ほうを聞いた。「……これはうちでは無理だ。ここまでひどい呪いの武器は見たことがない。これを扱あつかえるとしたら、この街じゃあ、おそらくひとりしかいない。マテルの工こう房ぼうに行きな」

エルリッタ：……マテル？

ＧＭ：「ああ、ちょっと変わった娘だが、腕はたしかだ。地図を描かいてやるよ」

エルリッタ：では、地図を受け取ってその場所へ向かう。

ＧＭ：ややあって、エルリッタはマテルの家の前までやって来た。しかしどうも様子がおかしい。人の気配はなく、鉄を叩たたく鎚つちの音もしない。それどころか、工房があるだろう通路はテープで封ふう鎖さされており───。

エルリッタ：……テープをくぐって奥へ。ここで引き返すわけにもいかない。

リアル：そこで登場していいですか？

ジャック：あ、わたしは登場しない。有名なマテルのいるギルドに入ったことで勝った気分になり、フェニックスのギルドハウスへ向かってジョンに自じ慢まんしてます。

ＧＭ：なにやってんだ（笑）。では、登場はリアルひとりだけにしておこうか。

リアル：では、その不ふ審しん者しやに声をかける。……そこのフードの人。マテルになにか用か？

エルリッタ：……ここに、腕の立つ鍛冶屋がいると聞いたから。あなた……ではないわね。私の剣……いいえ、かけられた呪いを解いてもらおうと思ったのだけれど。

リアル：剣？　呪い？　あなた、冒険者？

エルリッタ：……一応。

リアル：しめた、と思います（笑）。あなた……魔ま術じゆつ師し、だったりする？

エルリッタ：なぜわかった!?　と、動どう揺ようする（笑）。でも、落おち着つき払はらった態たい度どで言い返そう。───いいえ、私は剣けん士しよ。魔術と剣を組み合わせた戦い方をするのはたしか、だけど。

リアル：ふうん……。

エルリッタ：……今、マテルという鍛冶師は留る守すのようね。また来る、と言って去ります。

ＧＭ：去るなよっ!?　（リアルに向かって）引ひき留とめて引き留めて！（笑）

リアル：え、あ、はい（笑）。……また来る？　おそらく無む駄だだ。この工房の主、マテルは今朝方、誘ゆう拐かいされて行方ゆくえ不明になった。たしかにあの子なら、どんな武具でも鑑かん定ていできるし、それにまつわるあらゆる呪いも解除できる（断だん言げん）。

エルリッタ：……誘拐。見たところ、あなたは仲間のようね。なぜ助けにいかない。それほどの技ぎ術じゆつを持った優ゆう秀しゆうな鍛冶師なら、なんらかの陰いん謀ぼうに巻まき込こまれたとみるべき。……優れた軍事技術を持つ技ぎ術じゆつ者しやがさらわれるってのは定番のストーリーだからなー。

リアル：なぜ助けに行かない、と言われて言葉を返します。……もちろん、今から行くつもり。でも、仲間が足りない。特に魔術に精せい通つうする仲間が。意味ありげにエルリッタを見ます。

エルリッタ：……動揺を抑おさえつつ（笑）。（静かな口調で）……もう一度聞く。そのマテルという鍛冶師……腕はたしかなのね？

リアル：保ほ証しようする。

エルリッタ：……では、協力してもいい。少しは魔術の心得もある。

リアル：話が早くて助かる。あたしはリアル・エリーゼ、剣士だ。

エルリッタ：……エルリッタ。そう静かに告げると、近くの木にとまっていた私の使い魔のカラスがカア、と鳴く。……あれは、相あい棒ぼうのアリオ。

リアル：よろしく、アリオ。

エルリッタ：アリオっち、って呼んで。

ＧＭ＆ジャック：そこかよっ!?（大爆笑）

エルリッタ：エルリック[image: ]マイケル・ムアコック繫つながりで。

ＧＭ：わからない人、いると思う……（笑）。では、工房の中に入ってエルリッタは目を見み張はる。キミはかつて、妖よう精せい郷きようで数多くの魔ま法ほう武具・アイテムを見てきた。ここに無む造ぞう作さに転がっている各種素そ材ざいを見るだけで、それがどれほど希少なものかを理り解かいできる。

エルリッタ：……これは……こんなところに、簡かん単たんに通してもらっていいの？

リアル：なにが？（[image: ]【知力】３）

ＧＭ：リアルは、そのへんに転がっている素材を踏ふみつつ、きょとんとした顔で言う（笑）。

エルリッタ：ああ……っ、踏ふんでる踏んでるっ。

ジャック：よし、ここで帰ってこよう。……ただいまー！　思いっきり自慢してきたぞ！　……って、その白い肌はだの女は？　お、もうメイジを見つけてきたのか、リアルさん。

エルリッタ：───剣士よ、と言いつつ……ジャックを見て驚おどろく。……し、死んでる。

ジャック：それを一発で見み抜ぬくとはただ者じゃないな。

リアル：この人はエルリッタ。マテルの捜そう索さくに協力してくれる、と言っ……。

ジャック：みなまで言わなくてもいいさ。手伝ってくれる冒険者がいるなら、それを拒こばむ理由はない。わたしは、〝デッドマン〟ジャック。ようこそ、我わがギルドへ。




　こうして、ギルド〝アイテムマスターズ〟のメンバーは集結したのだった。







◆Middle03◆調査




　リアルとマテル、ふたりっきりだったギルド〝アイテムマスターズ〟はここに新生した。

　それぞれの目的がありはするものの、マテルを救い出す……その一点において、三人の気持ちは一致していた。

　彼女を救い出すため、まずはなにをすべきか。

　リアルたちは、思考を巡めぐらせた。




ＧＭ：さて、新しいシーンを始めよう。消えたマテルの行方を追うために、動くシーンとなるわけだが───。

リアル：そういえば、なにも手がかりがなかった。

エルリッタ：……まずは情報収しゆう集しゆう、ね。手がかりがなければ、動きようないから。

ＧＭ：ＯＫ、その方向でいい。いくつか、情報項こう目もくを用意しているが……それぞれ、判はん定ていの達成値ちが高いほど、より多くの情報を得られるようになっている。

ジャック：基き本ほん的てきに、マテルを探す手がかり？

ＧＭ：そうだね。ただし、そこに付ふ随ずいする情報がもろもろある。たとえば、どんな奴やつがマテルをさらったのか、とか、どこへ連れ去られたのかとか。どんな場所に彼女がいて、どんな敵てきが潜ひそむのか───などだね。

エルリッタ：……ああ、なるほど。マテル追つい跡せきの手がかりだけでなく、敵てき対たいすることになる敵がわかれば、いろいろ準じゆん備びができる───そういうこと。

ジャック：どんな敵がいるのか推すい測そくできれば、そいつらに対して効こう果かの高い武器を準備できるってわけだ。敵が〈火〉属ぞく性せいなら水武器、ゴブリンならゴブリン特とつ効こう武器を作る……。敵の属性や種族に合わせた武器を持って行くことができるのはいいね。

リアル：そのための二二〇〇Ｇ！

エルリッタ：……面おも白しろい。これはたしかに『アイテムガイド２』ならでは（笑）。情報収集もより意味が出てくる。

ジャック：これからの『アリアンロッド』は、武器複ふく数すう持ちが大事に……！（笑）

ＧＭ：そういう遊びもできるようになったってとこだね（笑）。さて、現げん状じようでどのような形で情報収集するか───まずはそこからだ。用意しているのは、次のふたつ。




▼マテル捜索の情報収集項目

①調査していた神官から聞き出す　　【知力】か【感知】　　難なん易い度ど10・15

②街で聞きき込こむ　　　　　　　　　　【幸運】か【筋きん力りよく】　　難易度12・16




リアル：ちょっと待って。街での聞きき込こみに【筋力】……？

ジャック：捜そう査さは足でしろってこと？

エルリッタ：……力ちから尽づくで聞き出す、でもいい（笑）。（少し考えて）……聞き込みの方が難易度が高い。そっちにふたり回す方がいい。

リアル：たしかに。では、手分けしよう。神官の方は【知力】の高いエルリッタ、街の聞き込みはあたしとジャックで担たん当とうする。

ＧＭ：ＯＫ、ではそれぞれ、判定をしようか。方ほう針しんを決めたキミたちは、工房を出て、それぞれの持ち場へと向かった───。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、まずはエルリッタからいこう。キミは神殿へと赴おもむいて、事件の関係者だと主しゆ張ちよう……現場を調査してた神官と会うことができた。情報を聞き出せるかどうか、問答合戦だね。最さい低てい限げんの情報は10、最大に得るためには15でわかるよ。

エルリッタ：【知力】で……（ダイスを振ふる）あ、14。最低情報しか得られない。

ジャック：１足りない！（笑）　フェイトで振ふり直す？

エルリッタ：……いえ、まだふたりが判定していないし、ここは14のままで。

ＧＭ：了りよう解かい。では、エルリッタと言葉を交わす神官の口は比ひ較かく的てきカタかったようだ。しかし次のことだけは教えてくれた。




「事件現場には、かなりの数の足あし跡あとが残っていた。一〇人程度で押おし寄よせ、マテルを拉ら致ちしたのだろう。足跡は靴くつによるものではなかった。そのサイズも、人間で言えば子こ供どもサイズ……少なくとも、大人というには否ひ定ていできる程度には小さいものだ」




エルリッタ：……一〇人ほどの集団、足跡のサイズは小さい───。一〇人の集団ってモブエネミーのこと……？　モブで小さめの人型というと、ゴブリンが真っ先に思おもい浮うかぶ。

ジャック：あ、なるほど。その推測は面白い。

エルリッタ：……他には。




「現場の足跡からヌメヌメした粘ねん膜まく質しつのなにかを採さい取しゆした。鑑定の結果は出ていない」




ジャック：……粘膜質？　スライム、ゼラチナスウォール、ポメロ、それから……。

ＧＭ：そいつらのどこに足があるのだ。

エルリッタ：……足の生えたポメロ。

ＧＭ：画期的な推すい理りだ。難易度15に成功していると、具体的な情報が出ていたんだがな。

エルリッタ：……いえ、これで十分。大まかな予測はついたから。

ＧＭ：ＯＫ。次は街の聞き込み組の方にいこう。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：さて、【筋力】と【幸運】、どちらで判定をする？

リアル：【筋力】！　それに、実は「エリンディル西方トラベルガイド」を持ってるのと、《ホームランド：ハンマーヴィル》のスキルを持っている。これ、情報収集判定が振り直せるから、あたしがやってみようか？

ジャック：おお、そんなスキルを取得してたとは！（笑）

リアル：でも、難易度16はきつい。フェイトは使った方がいいかな？

ジャック：スキルで振り直しができるし、ダイス数増ふやすのにフェイト入れるのはありかと。

リアル：では、フェイトを１点使っておこう。（ダイスを振る）……14！　足りないから振り直し！（ダイスを振る）……17で成功！

ＧＭ：おお、《ホームランド》が役立った（笑）。では、リアルが街の外れにたむろってたチンピラを締しめ上あげると、彼らはあっさり情報を吐はいた。




「……あ、ああ。見た、見たよ！　昨日の明け方、でかいズダ袋ぶくろを持った人ひと影かげが、路地に隠かくれるよう走っていたのを。暗くて姿はわからなかった。ただ、そいつらは街の真ん中を流れてる錆さび水川の方向に進んでた」




ジャック：ほうほう。（街の地図を見て）……あ、たしかに川が流れてるな。

リアル：川？　そこにボートでも用意してたか？




「いや、川に入った奴らは、ズダ袋ふくろを器用に頭上に抱かかえたまま……立ち泳ぎするみたいに下流へと……ほら、この川の下流って言えば……ずっと昔に廃はい棄きされた工場があるだろ。子供たちの間では肝きも試だめしのメッカになってる。そこに向かったんじゃないかな」




エルリッタ：……それはだいぶあやしい。シナリオはダンジョンあるって言ってたし。

ＧＭ：ここで、三個こ目めの情報項目「▼廃工場について」が調べることができるようになる。

ジャック：新しい項目が出てきたっ!?（笑）




▼追加の情報項目

①「廃工場について」　　　【幸運】か【知力】　　難易度12・15




ジャック：く……【幸運】か【知力】……（笑）。

ＧＭ：それは街の歴史にも関係する情報だ。文ぶん献けんを調べるか、運よくその話を知っている人を捜し出せるか……なので。

ジャック：（少し考えて）【知力】で判定……（ダイスを振る）出目が９で13！

ＧＭ：お、12は超こえたね。得られた情報はこういうものだ。




「その廃工場はかつて、多くの武具やマジックアイテムの開発や研究をしていた。しかしある時、川が大きな氾はん濫らんを起こし、電気系けい統とうにダメージを受けて、操そう業ぎよう停止になった。これはハンマーヴィルの繁はん栄えいが始まった時期で、主しゆ機き能のうのほとんどが街でこなせるようになったため、廃棄の方向で結けつ論ろん付いたらしい」




エルリッタ：……廃棄されそこねたマジックアイテムとか、あるかもしれない。

ジャック：これはお宝たからのにおいがするぜ……！




「廃工場は入口となる門があり、そこから入るのが当然なのだが……工場の裏うら手てに、錆水川に繫つながるかなり大きな排はい水すい路ろがあるらしい」




ジャック：そこからも入れるってことだな。でも、裏うらから潜せん入にゆうする意味は？

エルリッタ：……考えられるのは、警けい備び装そう置ちの裏をかく、とか。

ジャック：なるほど、それだけ大きな工場ならなにか防ぼう衛えい装置があってもおかしくない。

エルリッタ：…………工場……ゴーレムとかいそう。

ＧＭ：なお、難易度15以上で成功すれば、肝試しで工場内に侵しん入にゆうした若わか者ものの証しよう言げんが手に入ったんだ。ともあれ、キミたちは再ふたたび工房に戻もどって情報を共有したということで。

ジャック：若者たちの情報がほしかったけど、仕方ないか。マテルがここにいるとして……でも、すでに殺されている可か能のう性せいも……。

リアル：えぇ……っ!?

エルリッタ：……いや、それはおそらくない。殺すつもりなら、誘拐なんてことはしない。とすれば、さっき言ってたように、マテルの持つ情報を欲ほつしている者がいるか───あるいは、マテルに神剣選定会に出場されては困こまる誰だれかの仕し業わざ。

ＧＭ：（鋭いな、おい）

リアル：行こう、ふたりとも。あたしは、今すぐにでも乗のり込こみたい。

ジャック：その前に！　せっかく情報が手に入ったんだ！　この二二〇〇Ｇを使って、装そう備びをそろえようじゃないか！（笑）

ＧＭ：ＯＫ（笑）。では、装備を購こう入にゆうするのは別シーン扱あつかいにしようか（笑）。







◆Middle04◆賢かしこい二二〇〇Ｇの使い方




　このシーンに入った瞬しゆん間かん、プレイヤーたちの瞳ひとみが輝かがやいた。

　今、手元にあるお金は二二〇〇Ｇ───。

　いかに効こう率りつよく金を使うか、そしてなにが必要か……三人の脳のうみそはフル回転を始めた。




ＧＭ：では、相談タイムというか、武器制せい作さくフェイズに入ろう！（笑）

エルリッタ：……問題はなにを作るか。さっき手に入れた情報を整理しよう。

リアル：モブエネミー……たぶん、ゴブリンじゃないですよね。

ジャック：ああ。粘膜質＆川をすいすい泳ぐと聞いて確かく信しんした。ギルマンだと思う！（笑）

ＧＭ：…………（笑）。

リアル：そう仮定すると……（クリスタル一いち覧らん表を見ながら）……ギルマン特化武器を作るのがいい？　あたしの武器も、まだスロットがひとつ余あまってるから［討滅：ギルマンのクリスタル］を入れるか。ダメージ＋４と効果も高くて、二〇〇Ｇと値ね段だんも安いし。

エルリッタ：……あ、なるほど。ギルマンの種族は［動物］だから、［討滅：動物のクリスタル］の方が効果範はん囲いが広いと思ったが……こっちは値段が同じでダメージが＋３なのか。

ジャック：ふうむ……。




　そして具体的な検けん討とうに入る、プレイヤーたち。

　あーだこーだと計算するうちに、二二〇〇Ｇでも微び妙みように足りないと気づいた三人は、所持品の中から使用頻ひん度どの低いと思われるものを売り出す始末である。

　そして騒さわぐこと三〇分───新たな装備はすべて完成したのだった。



















ＧＭ：……では、作った武器を発表してもらおう！　まずはリアル！

リアル：もともと剣にスロットが二個空いていて、一個目には［戦士のクリスタル］が入っていたけれど……さらに［精霊：火のクリスタル］を入れました！

ＧＭ：お。結局、〈火〉属性の魔法ダメージ化を選んだんだ？

リアル：はい。廃工場、ゴーレムがいる可能性があるので……それなら、ギルマン特化にするより、ダメージは減へってもゴーレムにも対たい処しよできるようにしたくて。

ＧＭ：ああ、ゴーレムは基本的に【魔法防御力】が０だからか。

エルリッタ：その武器、なにか名前をつけないと！（笑）

リアル：戦士、火のクリスタルですから……〝赤き闘とう志しの剣〟にしておきます（笑）。

ジャック：ふふふ、では、わたしの新たな武器も発表しよう。ベースは、ウォーハンマーで、スロットを二個空けました！　最終的にお金が足りなかったので聖せい水すいも売り……［討滅：動物］と［討滅：ギルマン］をはめた。これで、攻こう撃げき力りよくがギルマンに対しては＋14の武器に！

ＧＭ：14っ!?

ジャック：そして当然、ギルマン共をタタキにするであろうこの武器の名前も決めました。その名も……〝ギルマンタタキャー〟。

一同：〝ギルマンタタキャー〟っ!?

ＧＭ：あほだ（笑）。

エルリッタ：なお、私はクロスアーマーに穴あなを空けてスロット１にし、防御＋２の［硬こう化かのクリスタル］をはめた。軽くて安くて防御５の防具！　ハードクロスアーマーと名付けよう。

ＧＭ：ハードクロス……なんか糊のりで固めたみたいな布ぬの鎧よろいだな……（笑）。

エルリッタ：いやいや、クリスタルがキラリと輝かがやくアーマーだぞ。それにしても……予算内で武器作るのって面おも白しろいな（笑）。なんかものすごい満足感がある。今日のセッション、これで終わりでいいんじゃないか。

ＧＭ：よくねえっ!?（笑）

ジャック：なお、ちょっとだけお金が余ったので……差さし替かえ用に［武ぶ力りよくのクリスタル（ダメージ＋１）］を持って行きます。

エルリッタ：そして、残りの所持金は……20Ｇ！（笑）

ＧＭ：うはー、ぎりぎりまで使い切ったなあ（笑）。ＯＫ、それでは武器製せい造ぞうフェイズはこれにて終しゆう了りよう！　次のシーンに入ろう！







◆Middle05◆侵しん入にゆう




　流れる川かわ面もに、崩くずれた月の光が映はえる。

　───夜。

　リアルたちは武ぶ装そうを新たにそろえてのち、すぐに出しゆつ立たつすることを選んだ。

　ボートを借り出し、錆さび水みず川がわを下っていく。

　川かわ縁べりに流れる風景が、鬱うつ蒼そうとした木々のシルエットに変わり始めた頃ころ、リアルたちは巧こう妙みように隠かくされていた件くだんの排はい水すい溝こうを発見した。




ＧＭ：では、新たなシーンを始めよう。ここは廃工場へと侵入する場面になるわけだが……結局、どのルートで潜せん入にゆうする？　排水溝？　正面門？

リアル：排水溝！

ジャック：こっそり潜入するというシチュエーションが燃もえる。それに、情じよう報ほう収しゆう集しゆうの結果で出てきた話だし……少しはいいことがあるはず！

ＧＭ：（笑）。では、キミたちは工こう房ぼうを出て、夜の錆水川に向かってボートを借りて……。

ジャック：アヒルボートを借りました。

一同：アヒルボートっ!?

ジャック：そう。船がアヒルの形をしていて、足でペダルを漕こいで進むボートでして……。

ＧＭ：それは知ってる！（笑）　では、アヒルボートで川を下って二時間ほどが経けい過かし……。

ジャック：……リアルさん。

リアル：はい？

ジャック：……脚あしがつってきたぜ。

ＧＭ：いいから説明を黙だまって聞けよっ！（笑）　え、えーとなんだっけ……あ、そうそう。キミたちは川を下って二時間ほどで目的のポイントへとたどり着いた。川の東側には森が広がり……西側は少し高めの崖がけとなっている。崖の上には、巨きよ大だいな建物の箱はこ状じようのシルエット……すなわち、放ほう棄きされた廃工場が見えた。当然、灯あかりは見えない。

エルリッタ：目的の排水溝は？

ＧＭ：夜の暗くら闇やみの中、月の灯りを頼たよりに周囲を見回し……気づく。その崖にはびっしりとツタに覆われているんだけど、よく見ればそれに隠された大きな穴あなが空いているのが見えた。

ジャック：……やな予感がする。これは崖を登とう攀はん……。

ＧＭ：正せい解かい（笑）。登攀の判はん定ていだよ。

ジャック：【筋きん力りよく】低いんだ……（笑）。

リアル：なら、あたしが先に排水溝まで飛んでいって、ロープを垂たらす。

エルリッタ：……あ、そうだ。リアルはハーフの天翼族オルニスだった。

ＧＭ：了りよう解かいです。では、難なん易い度どが【筋力】の判定で10のとこを８にしようか。

リアル：では、冒ぼう険けん者しやセットの中からロープを取り出して……船の舳へ先さきに立ちます。そして畳たたんでいた翼つばさを広げて───。

ジャック：なお、舳先にはアヒルの頭が。

一同：雰ふん囲い気きが台無しだっ!?

ＧＭ：で、では、月明かりの下……アヒルの頭の上に立ったリアルが翼を広げる。そして……〝───トン〟とアヒルを蹴けって空へと舞まい上あがった。

ジャック：───美しい。まるで月夜に白鳥が飛び立つかのような……。

ＧＭ：ボートが揺ゆれて、川面に映うつった月が揺ゆらぐ。月の光を背せに受けて、逆ぎやつ光こうとなったリアルの翼が夜の闇やみに映はえ───。

リアル：いいなー……綺き麗れい（笑）。

ＧＭ：やがて、錆さびてぼろぼろになったクソ汚きたない排水溝の中に彼かの女じよの姿すがたが消えていった。

一同：台無しだっ!?（笑）

エルリッタ：その演えん出しゆつはいらないでしょうっ!?（笑）




　こののち、リアルが垂たらしたロープを使って、ジャックとエルリッタは登攀に成功。排水溝へと侵入した。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：では、状じよう況きようを説明しよう。そこは、工場から続く、うち捨すてられた排水溝だ。足のくるぶしくらいまで淀よどんだ水がたまっている。これは工場の排水ではなく、壁かべからしみ出した雨水がたまったものだ。通路は円えん筒とう形けいで、その幅はばは20メートルほど。北の方角に向かってまっすぐ伸のびている。

ジャック：で、でかい排はい水すい路ろだ。灯りは？

ＧＭ：うん、明らかに人じん為い的てきに設せつ置ちされた灯りが、等とう間かん隔かくで壁にくくりつけられているな。なにか光を発する石のようなものだ。

リアル：ここ、誰だれかが通路として利用している？

ＧＭ：だね。キミたちは、薄うすい闇の中を進む。灯りこそかろうじてあるものの、通路の少し先は闇に満たされている。

エルリッタ：……シーフ、ほしい。

リアル：誰だれも《リムーブトラップ》持ってないのも怖こわい。

エルリッタ：……【感知】もみんな、高くない。

ジャック：裏うらから入ったのはいいけど、ここに罠わなを仕し掛かけられたら……避さけようがない。

ＧＭ：うひひ。……さて、そんな不安な気分になりかけたその時だ。ふと耳を澄すませば……〝カサ、カサカサカサ……〟　そんな乾かわいた音が、正面の空間より聞こえてきた。

リアル：カ、カサカサ？

エルリッタ：……なに？　水音でなく？　これ、壁か天てん井じようになにかが這はっている？

ジャック：正面の暗闇をよーく見てみると……？

ＧＭ：その瞬しゆん間かんだった。〝───ギィン！〟　正面の空間……それこそ床ゆか、左右の壁、天井の一面に、無数の光が点ともった。なんらかの生物の……目だ！

一同：目っ!?

ＧＭ：気がつけば、ほんの５メートルほど先の壁や天井、床に無数の虫がびっしりと張はり付つき、蠢うごめいていた。

一同：ぎゃ──────っ!?

リアル：む、虫！　虫ってなに!?　エネミー!?

ジャック：虫のエネミー………………あの、ＧＭ。そいつら、どんな形をしていますかね。

ＧＭ：そうだな、あえて言うなら体長40センチはあろうかという目のついたフナムシ？

ジャック：あの、このエネミー……もしかして……。

ＧＭ：うん、おそらく想そう像ぞうしているもので正解だ。

ジャック：ぎゃ───っ!?　ウェポンイーターかああぁあぁあぁぁあああぁぁぁぁああっ!?

リアル＆エルリッタ：最悪──────っ!?





ウェポンイーター



　８レベルモブの人じん造ぞう生物である。

　レベルのわりに、その戦せん闘とう力りよくは決して高くはないが……攻こう撃げきを命中させた相手の装そう備びを破は壊かいするという特とく殊しゆ能のう力りよくを持つ。

[image: ]




ジャック：待って待って待って───っ！　これはひどいっ!?（笑）　あれだけ楽しく武ぶ器きを作らせておいてそれを破は壊かいしにくるとか───っ!?

ＧＭ：ふはは、それだけじゃない。目の前に３グループほどいるんだが……中央の一体は体長80センチほどはある。通つう称しよう、グレートウェポンイーターだ。

ジャック：オウ！　ザッツ、グレートフナムシ！

ＧＭ：そのボスっぽい奴やつは、長い触しよつ覚かくのようなものが生えておりまして、それがぐりんと動いてキミたちの方を指すと……イーターたちは一いつ糸し乱みだれぬ動きで三人に迫せまり始める。

リアル：気持ち悪い！（笑）

エルリッタ：あのでかいのがボスで、指令を出している？　これを倒たおせば撤てつ退たいするとか。

ＧＭ：さて？（笑）　では、ここから戦せん闘とうに入ろう！
















●第一ラウンド


【行動値】

ウェポンイーターＡ、Ｂ　　　　10

エルリッタ　　　　　　　　　　９

グレートウェポンイーター　　　８

リアル　　　　　　　　　　　　７

ジャック　　　　　　　　　　　５
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ジャック：くっそ、こいつらゴーレムでもギルマンでもない！（笑）

ＧＭ：うん、実は情報収集で廃工場を調べた時、難易度15に成功して「廃工場で肝きも試だめしをした人」と会えれば、ウェポンイーターのヒントが出ていた。

ジャック：おのれ───っ、あの時にフェイトをけちらなければ───っ！（笑）

ＧＭ：なお、イーターのメインプロセスがまわってきた時、１Ｄして１と２で特殊攻撃、３以上で通つう常じよう攻撃を行なうってルールで進めるぞ。

エルリッタ：特殊攻撃……つまり武器破壊……（笑）。

ジャック：１か２が出なければいいだけのことっ！

ＧＭ：あ、グレートウェポンイーターは１～４で特殊攻撃します。

一同：げぇえぇえ──────っ!?

ＧＭ：では、まずはセットアッププロセス！　こちらはなし！

ジャック：《ストロングスタイル》！　攻こう撃げき力りよくを上げるぜー……っ！

リアル＆エルリッタ：こっちはなし！

ＧＭ：では、続けてメインプロセス！　まずは【行動値】10のウェポンイーターからだな！　うへへ、誰を攻撃するかはランダムで決める！（ダイスを振ふる）……まずはジャック！

ジャック：ぐへ、こっち来る───っ!?

ＧＭ：１か２を出すと特殊攻撃をします！（ダイスを振る）……５。あ、しなかった。

ジャック：ぐへへへへ───っ！　かかってきなさいっ！（[image: ]いきなり強気）

ＧＭ：では、イーターＡがムーブアクションで移い動どう！　天井に張はり付ついてた奴らがばらばらばらっ、とジャックにめがけて落下してきた！

ジャック：きも───っ！（笑）

ＧＭ：マイナーはなし、メジャーで嚙かみつく！　命中は３Ｄ＋９で……（ダイスを振る）お、高いぞ……出目13だから22！

ジャック：回かい避ひ判定の判定値は２しかないのでクリティカルのみで成功！　１／36の確かく率りつで成功する！（ダイスを振る）……ピンゾロ！　これもたしかに１／36だけどさあっ!?（笑）

ＧＭ：じゃあ、ダメージロール！　３Ｄ＋23で……（ダイスを振る）……９だから32点！

ジャック：自分に《プロテクション》！（と、ダイスを五個こ握にぎる）

ＧＭ：待て、お前の《プロテクション》は４レベルだ。ダイス四個こだ。

ジャック：そうだった……っ!?（一同爆笑）（ダイスを振る）……うわ、四個振ふって合計11！　11点軽けい減げん＋【物理防御力】20で31！　さらに《防ぼう衛えい部隊》があるので合計で35！

ＧＭ：え？　かてーよっ!?　ダメージが入らん！　では、イーターがむなしくジャックの鎧よろいに嚙かみつき……〝シュゥウウウウゥゥウウウゥ！〟　白はく煙えんを発した。

ジャック：ぎゃ──────っ、溶とける──────っ！

エルリッタ：（静かな口調で）……落ち着いて、ジャック。今のはきっとただの演出よ。

ＧＭ：うむ、ダメージが入らず、悔しいので嫌いやがらせしてみた。

ジャック：紛まぎらわしいっ！（笑）

ＧＭ：では、イーターＢ！（ダイスを振る）……ターゲットはエルリッタ！　攻撃方法は（ダイスを振る）……！　特殊攻撃発動！　《アイテムイート》！

一同：ぎゃ──────っ！

ＧＭ：３Ｄ＋10で（ダイスを振る）命中は……22！

エルリッタ：（暗算しながら）……よけるには、最低でもフェイト三個は入れないと無理。このまま６ゾロ出ることを祈いのって振ふります……（ダイスを振る）……出ない！

リアル：《カバーリング》する……！

エルリッタ：（少し考えて）……いや、《カバーリング》はなしで。《ウェポンイート》ならダメージは入らない。私わたしは、武器を失っても戦えるけど、リアルの剣けんが破壊されたら……。

リアル：あ。

エルリッタ：防ぼう具ぐも、私が装備してるものの方が安い。……って、あれ？　これ、スニージンガーが壊こわれたら、呪のろいから解かい放ほうされる？（笑）

ＧＭ：いや、即そく座ざに世界の破は滅めつが来るんじゃないかな。

一同：だめだ──────っ！（笑）

ＧＭ：では、あらためてなにが壊こわれるかをランダムに決定！　装備の上から順番に……（ダイスを振る）……２！　サークレットを破壊した。

エルリッタ：げぇ──────っ!?　高い方の防具を壊してくるかこのクソ虫ぃっ!?

リアル：エルリッタ……っ、口調がっ!?（一同爆笑）

ジャック：社長、落ち着いてくださいっ！（笑）　Ｓ１クロスアーマーの方が高いです！　クリスタルも込こみの金きん額がくだと！　それにタリスマンだったら一五〇〇Ｇの損そん害がいでした！

エルリッタ：え、あ、そうか。装そう飾しよく品ひんも候こう補ほに入ってたのか。えー……（静かな口調で）……サークレットの破壊くらい、問題ないわ。

ＧＭ：取とり繕つくろっても遅おそいです。

リアル：でもこの攻撃……怖い怖い怖い。うわ、すごく怖い、この虫！（笑）

ＧＭ：うひひ。さて、ここでエルリッタのメインプロセスだな。

エルリッタ：（敵てきの配置を見て）……あ。私と同じエンゲージに敵が２グループ。スニージンガーの力を見せる時がいきなり、きた。スニージンガーを構かまえて……。

ジャック：（死ぬほどわざとらしい口調で）……おいおい、エルリッタ。お前、そんな短たん剣けんでダメージなんか与あたえられるのかーあ？　……と、これから繰くり出だされるエルリッタの秘ひ剣けんのすごさを持ち上げておきます（一同爆笑）。

エルリッタ：……そう、あなたの目には短剣に見えるかもしれない。でもね、この短剣には伝説の龍りゆうたちが宿っているの。ふいに、短剣が黒い光を放ちながら……それがオーラとなって、リヴァイアサンやファーヴニルの姿を取り始め、揺ゆらぎます。

ジャック：（死ぬほどわざとらしい口調で）こ、これは伝説に伝わる生物たち……っ、その背はい後ごには動物の王、だと……っ!?　うわ、我わが魂たましいがおびえている……っ、やめるんだっ！　消えていく───っ……じょばー（[image: ]浄じよう化かされたらしい）。

リアル：（爆笑しながら）……ジャックの魂が脆ぜい弱じやく過すぎる。

エルリッタ：……今のは宿った力が現げん世せに姿を見せただけ。秘剣を見せるのは、このあとよ。スニージンガーを敵に突つきつけて…………あ。２メートルうしろに下がります。

一同：下がるのかよっ!?（一同大爆笑）

エルリッタ：下がる。ムーブとマイナーを使ってエンゲージを離り脱だつ。戦せん術じゆつを思いついた。

ＧＭ：戦術？

エルリッタ：……ええ。メジャーアクションは《サモン・リヴァイアサン》……すなわち、秘剣リヴァイアサン！　命中判定に１点フェイトを使って、後方のグレートを攻撃する。

ジャック：目の前の雑魚ざこイーター二匹ひきでなく？　範はん囲い攻撃使うのに？

ＧＭ：……ああっ！　［スリップ］狙ねらいかっ!?




　エルリッタの考えはこうだった。

　彼かの女じよの行動が終われば、次に動くのはグレートである。このエネミーは、１Ｄして１～４で武器破壊攻撃を繰くり出だしてくる。ＰＣ側の武具のどれかが破壊される可か能のう性せいは高い。

　だが、ここでグレートに《サモン・リヴァイアサン》……もとい、秘剣リヴァイアサンで［スリップ］を与あたえておけば、移動は不ふ可か能のうとなる（解除にムーブアクションが必要なため）。

　そして、リアルとジャックが雑魚イーターの一匹ぴきを集中攻撃で倒たおすことができれば、次のラウンドで動ける敵は、もう一匹の雑魚イーターのみである。この方が武具を破壊される可能性が低い……そう考えての行動だった。

　もっともこれは、グレートが《バッドステータス無む効こう》を持っていなければ、の話───すなわち、ある意味で賭かけであった。




エルリッタ：（静かな口調で）……秘剣リヴァイアサン。（ダイスを振る）……命中は22。

ＧＭ：（ダイスを振る）……無理！　召しよう喚かんされた〝水泳ぐ魚の王〟が短剣に宿り、長さ数メートルに及およぶ刃やいばとなる。そしてエルリッタが一いつ閃せん！　10メートル離はなれたグレートを薙ないだ！

エルリッタ：……《マジックフォージ》で火力を増ぞう強きよう！　ダメージは13Ｄで……（ダイスを振る）……48点〈無〉属ぞく性せい魔ま法ほうダメージ。

ＧＭ：うは、こっちの【魔法防御力】は５だから……43点ダメージか！

エルリッタ：それよりも問題は、［スリップ］と［放心］が入るかどうか。

ＧＭ：うむ、それはすぐにわかる。エルリッタの蒼あおき刃の直ちよく撃げきを受けた瞬間───。

エルリッタ：……入った瞬間、まずは私が……へっくしゅん！（笑）

ＧＭ：そうだった（笑）。えー……エルリッタがくしゃみをすると同時に……グレートウェポンイーターは驚おどろいたダンゴ虫のように……コロン。丸まって転がりました（一同大爆笑）。バッドステータスの解除は…………………できません。

一同：よし……っ！（笑）

エルリッタ：１Ｄ点、【ＭＰ】が減へります……４点（笑）。そして、ダンゴ虫は悪夢ナイトメアを見ます。

ＧＭ：え、あ？　えー………グレートウェポンイーターは、これまで壊してきた武器の数々を思い出して後こう悔かいし、苦く悩のうし始めた。

一同：なんでだよっ!?（大爆笑）




　エルリッタは、賭けに勝った。

　あとの展てん開かいは彼女が想像したとおりのものとなった。

　次のグレートの行動はムーブアクションで［スリップ］を解除して終しゆう了りよう。

　続くリアルとジャックの攻撃で、ウェポンイーターＡは撃げき破はされた。

　その戦いでグレートの［放心］は解除され……戦いは、第二ラウンドへ。

　先手を取ったウェポンイーターＢは、その攻撃対象にジャックを選ぶ。




ジャック：ぎぃゃあ───っ、こっちきた───っ！　舌したかんで死んで───っ、今すぐに───っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：特殊攻撃は（ダイスを振る）……しない！




《ウェポンイート》をしないとなれば、ウェポンイーターの攻撃ごときで、ジャックの重じゆう装そう甲こうを貫つらぬくことはできなかった。

　続いたのはエルリッタ。彼女が放つ無む情じようの秘剣は再さい度どグレートを捉とらえた。

　この一いち撃げきで、グレートは再ふたたび丸まり、転がって、苦悩したまま……




　その短い生しよう涯がいを終えたのだった。




ＧＭ：いちばんの目玉エネミーがハメ殺されたよっ!?（一同爆笑）

ジャック：こ、これが秘剣リヴァイアサン……！　なんて恐おそろしい技わざなんだっ!?（笑）

リアル：剣けん士しじゃないって疑うたがってすまなかった、エルリッタ！

ジャック：……で、でも想像以上にスニージンガー【ＭＰ】の消費がきつい……（笑）。




　もはや、残るウェポンイーターＢに抗あらがう術すべはなかった。

　続くリアル、ジャックからの集中攻撃を受け、その生命は瞬時に風前の灯ともし火びとなった。

　次のラウンドの最初に攻撃を繰くり出だすもまたもやジャックにはじかれ……最後は、エルリッタの秘剣ファーヴニルによってトドメをさされたのであった。




ジャック：さあ、ドロップ品のお時間です！（くわっ）

リアル：このダンジョンのどこかにある課金ガチャのためにも、ここは重要だ。

ジャック：たしかウェポンイーターのドロップはかなりうまかったはず！

ＧＭ：……お、おう。８までが鉄（一〇〇Ｇ）、12までが鉄が五個（五〇〇Ｇ）、13以上でミスリル×３（六〇〇〇Ｇ）という意味不明なドロップ品チャートでーす。ただし、グレートのみ、13ではなく16以上でミスリル×３。ただしちょっと質しつがよくて七五〇〇Ｇとなっております。……まあ、そう簡かん単たんに取られても困こまるが（笑）。では、順番に振ってもらおう！




　結果は、以下のとおりだった。




ウェポンイーターＡ：　　　リアルが振って出目15　　　　　　　　　　　[image: ]六〇〇〇Ｇ

ウェポンイーターＢ：　　　ジャックが振って出目17　　　　　　　　　　[image: ]六〇〇〇Ｇ

グレートウェポンイーター：エルリッタが振って出目17（フェイト１点）　[image: ]七五〇〇Ｇ




ＧＭ：……なんでだよっ!?（一同大爆笑）

ジャック：金持ちだ──────っ!!（笑）

リアル：ぃやった──────っ！（[image: ]拍はく手しゆしている）

エルリッタ：（[image: ]大爆笑している）

ジャック：もう我々は帰っていいんじゃないだろうか。ほらさー、マテルは他の冒険者に任まかせてさー。ああ、この金で冒険者傭やとうのもありじゃねー？（一同大爆笑）

ＧＭ：一秒で人間が腐くさったぞっ!?

リアル：堕だ落らくはよくないわ、ジャック。我々は、やるべきことを忘わすれてはだめだ。

ＧＭ：そうだ！　リアルは正しいっ！

リアル：ガチャも引きたいし。

ＧＭ：そっちかよっ!?　と、ともかくここでシーンを変える……変えるぞ───っ！







◆Middle06◆欲よく望ぼうは、月明かりの下に喘あえぐ




　排水溝を抜ぬけた先には、廃工場内部への侵入ルートがあった。

　かつてはそこに多くの機械を置き、たくさんの人が働いていたであろう大きな空間。

　しかし、そこはもはや静せい謐ひつに満ち、生命を感じるものはなにもありはしなかった。




ＧＭ：……では、シーンを始めよう。キミたちは見事にウェポンイーターを撃破し、薄うす暗ぐらい排水溝の最さい奥おう近くまでたどり着いた。そこで見つけたのは、階かい段だんの代わりであろう、壁に打うち込こまれたコの字型の楔くさびだ。そこで天井を見上げると……わずかに光が漏もれているとわかる。

リアル：ここから上に登る、ってことか。

ジャック：だね。よし、まずはわたしが行こう。その楔をよじ登っていきますが……。

ＧＭ：うん、天てん井じよう部ぶに近づいてわかったが、そこにはマンホールのフタのようなものがはめ込こまれているとわかった。

ジャック：ゆっくり開けると……？

ＧＭ：マンホールをずらして、ジャックは顔を出す。そこは、かつては工場の主作業室であっただろう、広大な空間……部屋だ。もちろん今は機械もなく、人もいない。割われた窓まどから月の光が差さし込こみ、室内に充じゆう満まんしているのであろう埃ほこりに乱らん反はん射しやしている。それは、どこか幻げん想そう的てきな光景で───。

ジャック：よし、問題なさそうだ。みんな上がってきていいよ。

ＧＭ：ＯＫ。キミたちが周囲を見回せば……そこは[image: ]メートル四方はあろうかという場所。その中央に立っている。四方の壁には、大きな引き戸やドアなどが見えるな。あー……図を描えがこうか。えーと───。




　……と、Surface Pro3をテーブルに置いて、ペンで画面にダンジョンを作画する。




エルリッタ：ペンタブレット、ダンジョン図を描えがくのに便利だ（笑）。

ＧＭ：まあ、Surfaceを買った最大の目的がこれだったので（笑）。なお、見てまわればわかるが、それぞれのドアの上にはプレートがかかっているな。

ジャック：では、工場内をひと回りして、プレートの文字を読んでこよう。

ＧＭ：ＯＫ。では、この図に文字を書かき込こんでいこう。

リアル：（図を見ながら）……ふむ。西側の大きな合わせ扉とびらが、正面ゲートか。東側の小さいドアが機械室、南側が倉庫で……北側が……エレベーター？

ジャック：エレベーターか。あやしい。ちゃんと見てみよう、上下階がある感じ？

ＧＭ：地下行きのみだな。階下にもうひとつ工場スペースがあるんだろう。

リアル：ぱっと見て、エレベーター以外になにか気づくことは？

ＧＭ：では全員、【感知】を振ってもらおう。難易度は10だ。

ジャック：【感知】！　また【感知】！（笑）　なにか調べようとするたび、シーフのありがたみがわかる！（ダイスを振る）……７。ふふふ、どうやらなにもないようだって感じ。

エルリッタ：（ダイスを振る）……10。成功。

リアル：（ダイスを振る）あ、出た。合計で12！

ＧＭ：では、リアルとエルリッタは気づく。まずひとつは……灯り取りの天てん窓まどから工場内に光が差さし込こんでいるのだが……キミたちが出てきたそのマンホールの位置から、北方向に向かってなにか、キラキラ光るものが伸びている。

リアル：え？　よく見ると……？

ＧＭ：顔を近づけてのぞき込こめば、埃の積もった床につけられた無数の足あし跡あとのようだ。その足跡に、ぬめぬめとした粘ねん膜まく質のなにかがぺっとりくっついて……月の光に反はん射しやしている。

ジャック：匂においをかいでみると。

ＧＭ：生なま臭ぐさくて魚臭い。

ジャック：ぎょ。

ＧＭ：うっさいわっ!?（笑）

リアル：なるほど、北側はエレベーターか。やはりあれだな。

ＧＭ：ちなみに、エレベーターは現げん状じよう、通電していないのか動くことはない。そしてもうひとつ気づくこと。西側の大きな合わせ扉が、かすかに開いて隙すき間まがある。

一同：………………。

ジャック：……知ってるぞ。このいかにも「覗のぞいてください」といわんばかりの仕し掛かけは。覗くと槍やりが飛び出て顔を貫かん通つうするんだ。しかも二回。

ＧＭ：それはお前の前世の前世だっ！（笑）




『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ　聖せい弾だんのルーチェ①』を参照である。




エルリッタ：（落ち着いた声で）……どうする。とりあえず倉庫辺りから調べる？

リアル：そうだな。どこかに敵が潜ひそんでいて、あとで駆かけつけられても困る。

エルリッタ：……では倉庫、機械室の順番に───。

ジャック：……………………。

一同：ん？

ジャック：西側の扉の隙間……先に覗きませんか。我が慢まんできない。気になるんだ……っ。

エルリッタ：（素すの声で）Ｏはた……（笑）。

ＧＭ：では覗く？　そのためには、扉に近づく必要がある。

リアル：ここは全員で覗こう。【感知】の高いエルリッタだけを行かせて危き険けんなことになるのも困る。いざとなれば、あたしが《カバーリング》する。

エルリッタ＆ジャック：では、それで！

ＧＭ：（笑）。では、全員がそーっと西側のドアに寄よって……隙間をのぞき込こむ。そこには、もうひとつ大きな部屋がある。さらに西側にあるのが工場のメインゲートだな。さらに……広い部屋の中央、片かた膝ひざをついた巨大な人型が西側に向かったまま佇たたずんでいる。

リアル：ゴーレムだ……ほんとにいた……（笑）。どんな奴？

ＧＭ：その全長はおそらく３～４メートル。その装そう甲こう版ばんは見るからに厚あつく、全身は水すい晶しようのような素そ材ざいでできているのか、月の光を受けて輝かがやいている。

ジャック：ぎゃ、クリスタルゴーレム……っ。




















クリスタルゴーレム



　13レベルのエネミーで、その名のとおり水晶素材で作られたゴーレムである。

　接せつ近きんすればダメージロールが６Ｄ＋33の範囲攻撃によって一いち網もう打だ尽じんにされ、かといって距きよ離りを取れば２Ｄ＋60という高火力（ただし１シナリオに一回）に狙そ撃げきされる。

[image: ]




　【ＨＰ】が[image: ]と高いうえ、【物理防御力】も32という重装甲を誇ほこる。

　もちろん、４レベルのＰＣが三人で挑いどむには危険な相手だ。




ジャック：こ、これはスルー！　スルーで……っ！（笑）

リアル：ゴーレムだから【魔法防御力】０……その準じゆん備びもしてあるとはいえ……（笑）。

エルリッタ：……ええ、接せつ触しよくしないことを推すい奨しよう。

ＧＭ：では、そこで新たに気づく。ゴーレムのいる部屋の北側に……ドアがある。

ジャック：うお……っ、お前、お前……っ！（笑）

リアル：えーっ、見たくなかったーっ！（笑）

エルリッタ：……なぜ人は、ダンジョンの部屋すべてをまわりたくなるのか。

リアル：落ち着こう、みんな。先に機械室や倉庫、そちらから調べるのもありだ。

ジャック：お、いい考えだな！

エルリッタ：……まず、ちゃんと回って状況をたしかめる。悪くない。

ジャック：ふふふ、さすがはギルドマスター。探たん索さくの指し針しんを立ててメンバーを仕切れる。




　まずは他の場所を調べること。

　それはたしかに、賢けん明めいな考えにも思える。おそらく、まちがった考えでもないだろう。

　しかし、欲望に取り憑つかれた彼らは、それが単に「嫌なことを先のばしにしている」だけであると……誰も気づいてはいなかった。




　　　　＊　＊　＊




　そして、三人は倉庫と機械室を先に調べに赴おもむく───。

　まず最初に調べた倉庫……ここは、ある意味でボーナスステージだった。

　判定で一定以上の達成値を出せば、ポーションどころか、スロット武器が手に入る可能性もあったが───結果は惨ざん敗ぱい。工具箱の中から小さな……そう、小指の先ほどの長さの細いガラス管を発見するにとどまった。

　その使い道は不明であった。




　続く機械室。そこでは、工場が稼か働どうするための主しゆ動どう力りよく源げんこそ壊こわれていたが、判定の結果、予よ備び動力は生きていることを発見する。しかし、それは生きているだけで稼働はしていない。明らかに、なにか別のフラグを立てることが必要だった。

　室内をうろうろすること数分。部屋の奥おくの壁に設置されていた配はい電でん盤ばんのような装そう置ちをエルリッタが見つけてしばし……彼女は気がつくに至いたった。




エルリッタ：……この配電盤（？）に、さっきの小さいガラス管をはめるのでは。

リアル：え？

一同：…………。

ジャック：ああっ、このガラス管ってヒューズかよ──────っ!?（笑）




　それがヒューズと呼よばれるものかどうかは不明であった。

　しかし、それをはめることで工場内の動力は生き返り、工場の北側に設置されていたエレベーターもまた息を吹ふき返かえした。

　そして、三人はエレベーターに向かった……




　───のではなく、やはり西側の扉に張り付いたのだった。




　　　　＊　＊　＊




ＧＭ：………………というわけで、なぜかキミたちはふたたび西側の扉の前に来たわけですが。

ジャック：なぜだっ！　我々はなぜにここに戻もどってきたのかっ！（笑）

リアル：あ、あの通路……あの通路が……っ！（笑）

エルリッタ：……落ち着いて。あの通路に向かうには相当のリスクがともなうのは確かく実じつ。

ジャック：ああ、たしかに。クリスタルゴーレムがいるわけだしね。

エルリッタ：……であれば、そのリスクを冒おかすに値あたいする、なんらかの理由が必要ということ。

ＧＭ：待て待て待てっ！（笑）　それ、思いっきりダメ人間の考え方じゃね!?　無理矢理理由をひねり出そうとしてないかっ!?

エルリッタ：……冷静。とても冷静。

ＧＭ：ほんとかよっ!?（笑）

ジャック：そうだな、理由か……ここにあのレベルのゴーレムがいるということは、地下に行けばさらなる強きよう敵てきがいると推すい測そくされるよな？

リアル：たしかに。

ジャック：だが、クリスタルゴーレム相手ですら、躊ちゆう躇ちよする装備しか我々は持っていない。これでは、クライマックスが厳しいことになるはずだ。

エルリッタ：……なるほど。私たちには、さらなる武装強化が必要、と。

リアル：事前情報では、この工場のどこかに課金ガチャがあるはず。でも、今のところそれは見つかっていない。つまり、あの通路の向こうに存そん在ざいする可能性が高いわ。

エルリッタ：……つまり。黒くろ幕まくを倒すためには、さらなる武装強化が必要であり、それは課金ガチャを回すことで解かい消しようされる。ゆえに、あのゴーレムと戦うことは必要な行こう為い。

ジャック：完かん璧ぺきだ。

ＧＭ：落ち着いて─────────ぇっ!?（笑）




　なお、あのゴーレムは廃工場に真正面から突とつ入にゆうした時に戦うことになる警けい備びエネミーという役やく割わりだった。基き本ほん的てきには、排水溝から潜入することが正解と言えた。

　ウェポンイーターと戦い、装備を破壊されてのちにゴーレムと連戦するのは、かなり無む謀ぼうな選せん択たく肢しである。

　もちろん、破壊された武具は最さい小しよう限げんに抑おさえたことに加え、ゴーレムのいる部屋に通路を設せつ定ていしてプレイヤーの欲望をあおっているのもたしかなのだが───うひひ。




ジャック：……待てよ？　あのゴーレム、今は動いていないし、こちらに気づいた様子もないよな。これ、不意打ちできない……？

一同：あ。

ジャック：メインプロセス一回分ずつ、こっちが先せん制せいできるなら……倒たおせない？

ＧＭ：え……どうしようかな。（少し考えて）ええと、その場合は【感知】でゴーレムと対決して、勝った人だけ不意打ちできることにしようかな……？




　この決定が、プレイヤーたちの背せ中なかを押おした。




一同：よし、戦おうっ！（笑）

ＧＭ：やるんだな？　ほんとにやるんだな？　ここで全ぜん滅めつとかしたら、キミらは今回の黒幕に捕つかまって、第二話は非ひ常じように不利な状じよう態たいから開始ってシナリオにするぞ！

ジャック：問題ない！　死ななければ安い！（笑）




　その決定を下してのちも、三人は最さい適てき解かいの戦闘に持もち込こむべく最さい善ぜんを尽つくした。

　まず、ゴーレムのエネミー識しき別べつを行なって大まかに戦闘力を把は握あくし、敵までの距離を把握し、そしてどういう位置で戦うかを考える。さらには前の戦いで減へらしたＨＰやＭＰをポーションで回かい復ふくすることも忘わすれない。

　敵の攻撃力の高さゆえ、エルリッタは前に出ることをあきらめ、入口の位置からの攻撃に徹てつすると決めた。

　あとは、【物理防御力】の高いジャックを盾たてにする作戦だ。盾が残れば、リアルの魔法ダメージ武器と、エルリッタの魔ま術じゆつ攻撃でなんとか倒たおせる……そういう目もく論ろ見みである。

　生き残ることを優ゆう先せんし、フェイトは防御に使うことが前ぜん提ていだったが、ジャックも防御力を無む視しする《ペネトレイトブロウ》を持っている。十分火力としてカウントできた───。




ジャック：よし、準備万ばん端たん。けっこーいけるんじゃないか？　そんな気がしてきた。

リアル：では、不意打ちできるかどうかの判定を！

ジャック：ここが運命の分かれ道。不意打ちできれば、かなり楽になるはず……！　フェイトを２点くらい突つっ込こんでもいい！

ＧＭ：では、ゴーレム側を能のう動どうとしよう。【感知】は８だ。

エルリッタ：……高い。でも、フェイトがあれば超こえられる。

ＧＭ：では、いきます！　……うりゃあっ！（ダイスを振る）




　裂れつ帛ぱくの気合いと共に振ふられたふたつのダイスは勢いきおいをつけてテーブルの上を跳はね回まわり……全員が注ちゆう視しする中、やがてその動きを止めた。




　そう───両方、６の目を上にして。




一同：なにぃ─────────ぃっ!?

ＧＭ：クリティカルか……っ!?（[image: ]本音では不意打ちに成功してほしかった）

ジャック：空気読んでください、菊きく池ちさんっ!?

リアル：（[image: ]ピンチだけど爆笑している）

エルリッタ：……だめだっ、これはフェイトを使わず、温おん存ぞんした方がいいっ！

ＧＭ：では、ここから戦闘ラウンド開始だ！　キミたちの気配に気づき。突とつ如じよ、クリスタルゴーレムの動力（？）に灯が入る！　〝……ギュイン！〟　急速に起動を完かん了りようしたゴーレムはその場で立ち上がり……すでにビームの射しや撃げきプロセスに入っていた。

ジャック：いきなりビームくる───っ！（笑）

ＧＭ：まあ、まずはセットアップからだけどな！　【行動値】はこう！




●第１ラウンド


【行動値】

クリスタルゴーレム　　　18

エルリッタ　　　　　　　９

リアル　　　　　　　　　７

ジャック　　　　　　　　５



[image: ]




一同：【行動値】高ぇ──────っ!?

ジャック：では、セットアップ！　ＰＣ側は私の《ストロングスタイル》のみのはず！

ＧＭ：こっちはなし！　メインプロセスに入る！　18でこちらの行動から！　ムーブでリアルとジャックのエンゲージまで移動、マイナーは放棄して……メインは《クリスタルビーム》！　攻撃目標はランダムに決める。

ジャック：ここでエルリッタを攻撃とかやめて……っ！　他のふたりなら、耐たえられる！

エルリッタ：喰くらったら、一撃で蒸じよう発はつする。

ＧＭ：《プロテクション》が４レベルじゃな。

ジャック：関係ね───っ！

エルリッタ：……いや、まだこっちにビームが来ると決まったわけじゃ、ない。

ジャック：いや、こーゆー時の菊池さんは……っ！

ＧＭ：では、１Ｄして１と２でリアル、２と３でジャック、５と６でエルリッタ……（ダイスを振る）……５。エルリッタ。

リアル：うわ……っ。

ジャック：ほら──────っ！




　プレイヤーたちの絶ぜつ叫きようが室内に響ひびく。

　そして、天窓より差さし込こむ月光を圧あつ倒とう的てきに上回る光量をもって……




　───《クリスタルビーム》が、エルリッタに向けて解とき放はなたれた。







◆Middle07◆課金ガチャの恐怖




　その戦いが終わった時、戦場に立っていたのはクリスタルゴーレム───ではなかった。

　激げき戦せんの果て、砕くだかれて床に散らばった水晶状の破は片へんは、リアルたちの勝利の証あかし。

　この戦闘に勝てた理由は……。




リアル：か、勝った……（笑）。

ジャック：勝ったぞ───っ！（笑）

ＧＭ：くそ、ここで戦闘は終了だな。よく勝ったなあ……（笑）。




　戦闘開始直後、ゴーレムの放ったビームはエルリッタを捉とらえたかに見えた。

　フェイトを２点つぎ込こみはしたものの、明らかにゴーレムに分ぶはあったのだ。

　───クリティカル。

　なんとしても勝つ……その信念が、エルリッタに奇き跡せきをもたらした。




エルリッタ：……でも、勝しよう因いんはそこじゃなかった……（笑）。

ジャック：ほんとに。リアルのスキル構こう築ちくに助けられた……（笑）。




　勝因とリアルのスキル構成……これに関しては、本書のあとがきで解説しよう。

　なお、ゴーレムのドロップ品は、一〇〇〇Ｇ相当であったと付け加えておく。

　そして、どうにかクリスタルゴーレムを撃破した一行は、回復を行なったのちに───。




ジャック：よし、北側の通路の先へ進むぜ───っ！（笑）

ＧＭ：（笑）。ＯＫ、その通路の先にあったのは、かつては工員たちの娯楽室や食堂があった場所だ。そして、キミたちは部屋の奥に、奇き妙みような機械が置かれているのに気づいた。それは、巨大な自動販はん売ばい機だ。

一同：お……！

ＧＭ：しかもそれは、飲み物や食料を販売するものではない。全高３メートルほどもあるその機械に表ひよう示じされているアイコンは、各種武器や防具を示しめすもので───。

一同：ガチャきた──────っ！（笑）

ＧＭ：それには二〇近い数のボタンがついており、それぞれ異ことなる武具の種別を表わしているようだ。お金（五〇〇〇Ｇ）を入れて、ほしい種別の武具のボタンを押おせば、効こう果かがランダムに付ふ与よされた伝でん承しよう武具が出てくるって仕組みになっている。

一同：よっし！（笑）

ジャック：さっきのウェポンイーター様からもらった二万Ｇがある！

リアル：四回も回せる！（笑）

ＧＭ：きっとこの販売機は、この工場で製せい造ぞうして廃はい棄き処しよ分ぶんとなったものを、安あん価かに労働者に提てい供きようするために設置したんだろう。とはいえ、きっと使えるアイテムも眠ねむっているはずだ。

ジャック：四回……いや、全部使うのはさすがにまずいか。レベルアップした時の装備の買かい換かえや、スロット武器も作りたいしなあ。

ＧＭ：なお、そこにあるのは伝承武具ガチャだけじゃない。値ね段だんは二倍するが、ポーションの自動販売機に……ドロップ品換かん金きん機も設置されている。

エルリッタ：……ポーションの補ほ給きゆうは必ひつ須す。でも、一回くらいなら回す余よ裕ゆうがあるはず。

ジャック：一回！　一回か……まあ、この先のことを考えると、それが無ぶ難なんかな。では、武器種別はなんにする？　リアル用に長ちよう剣けん？　わたし用にハンマー……？

リアル：うーん、長剣はほしいけど……あたしはどちらかというと、スロット武器と防具で装備を固めたい。そっちにお金をまわしてほしい。

ジャック：では、わたしの武器で回していいか！（笑）　伝承武具、一個はほしいっ！

リアル：では、ハンマー……というか［種別：打撃、装備部位：片手］で回そう。

ジャック：ひゃっほーい！　では、ドロップ品を換金！　五〇〇〇Ｇ、ガチャに入れ……！

ＧＭ：……ようとした時だ。ふとそこで気づいた。ずらーっと並ならぶボタンの中に、「77」と書かれたものがあることに。

一同：「77」？

ＧＭ：ここで伝承表の「77」を見てほしい。ＲＯＣした時に選せん択たくできる項こう目もくがあるだろう。

ジャック：77……［重ちよう複ふく］。〝あなたの武器には、複ふく数すうの伝承がある〟

エルリッタ：つまりこのボタンを押せば伝承表を二回振って、両方の効果が乗ると！（笑）

ＧＭ：ただし、確かく定ていで呪じゆ詛そがひとつ追加されるけどね。この「77」ボタン……今日は特別に、余よ分ぶんに二〇〇〇Ｇ払はらえば押していいことにしよう。

一同：押おします（断言）。

ＧＭ：決けつ断だんはえーよ！（笑）　呪詛がたくさんついて、使いものにならないかもしれんのに！（笑）　なお、この販売機では継承表の結果は自動的に［売買］になるものとする。効果は……〝武器の場合、「攻撃力」を＋２〟する、だな。

ジャック：では、伝承表からですな。どうだ！（[image: ]目が光ひかり輝かがやいている）

ＧＭ：お金を入れてハンマーのアイコンが描かれたボタンを押おすと……。

ジャック：継承よりもこっちが大事！（ダイスを振る）……31！

ＧＭ：51は……［人馬一体］。えー……解説は〝名馬とともに戦場を駆かけ抜ぬけた騎き士しの使用した武器である。その人物は、戦場での寝しん食しよくすべてを馬上で行ない、けっして人前では馬から下りることがなかったという〟。

エルリッタ：効果は？




〝装備者が騎き乗じよう状態の時に有ゆう効こう。セットアッププロセス。装備車の【行動値】【移動力】に＋［ＣＬ[image: ÷]２＋５］する。１シーンに一回使用可能。特徴追加〟




ジャック：ばかやろ──────ぅっ!?　騎乗状態オンリーとかないわ───っ！（笑）

エルリッタ：でも、名馬と共に戦場を駆け抜けた騎士、というのはかっこいい。

ジャック：それはたしかに。ふふふ、騎士よ、お前の魂は受け取ろう。……では、伝承表の二回目いきます！　でりゃ！（ダイスを振る）……16！

ＧＭ：16は……［魔術士殺し］。〝魔術に対抗するために作られた武器（防具）である。かつて存在した邪悪な魔術士を倒すために作られたとされる。だが、この武器（防具）を恐れた者によって盗み出され、行方は知れなくなっていた。それが今、あなたの手にあるのはただの偶然だろうか〟。効果は……。




〝パッシブ。この武器による武器攻撃で対象に１点でもＨＰダメージを与えた場合、対象が行なう魔術判定にマイナス１Ｄする。この効果はラウンド終了まで持続する。特徴追加〟




エルリッタ：［人馬一体］で行動値を一気に上げて突っ込み、魔術士を殴る。で、魔術判定を下げる……まあ、効果はかみ合ってるけど……。

ＧＭ：どんだけ魔術士に恨みがあったんだろう、この騎士。

エルリッタ：……特徴は？　ふたつもくっつくけど。

ジャック：（ダイスを振る）［陰鬱］……〝その武器は、暗い雰囲気をまとっている。持ち主までその雰囲気は伝染する〟。もう一個は（ダイスを振る）……［変色］で〝その武器は、戦闘などの緊張状態で色が変わる〟。

エルリッタ：……つまりこうか。戦場で魔術士を見ると緊張して騎士の顔は青ざめ、陰鬱な気持ちになる。で、馬で突っ込んでその魔術士を殴る。

ＧＭ：だからどんだけ魔術士に恨みがあんだよこの騎士っ!?（一同大爆笑）

ジャック：（ダイスを振る）［宿命］は［打倒］……〝その武器を持つものは〝なにかを倒す運命を背負う〟。───もうメイジを倒す運命しか考えられない。

ＧＭ：（爆笑しながら）……あかん、なんだこの武器……っ（笑）。

ジャック：この武器の名前を思いつきました。発表します。




　命名：馬上からメイジを絶対殺すマン

[image: ]




一同：武器の名前じゃね──────っ！（大爆笑）

リアル：（[image: ]爆笑して、テーブルに突っ伏している）

ＧＭ：ともかくこれにて終了！　あー、面おも白しろかった。では、そろそろエレベーターへ……。

ジャック：ふう……。

一同：…………。

ＧＭ：……う？

ジャック：……ゴミだったな。

リアル：ゴミだった。

一同：…………。

ジャック：……いくか。

リアル：いこう。もう五〇〇〇Ｇをガチャに突つっ込こみます。

ＧＭ：いくのかよ……っ！（笑）

ジャック：次は長剣でいこう、長剣で！　リアルにも伝承武具を振らせたい！（笑）

エルリッタ：……ええ。この際、面白ければなんでもいい。

ＧＭ：おい、誘拐事件の黒幕を倒すための武器を求めてここに来たんじゃないのか。

ジャック：馬上からメイジを絶対殺すマンで満足できるか──────っ!?

ＧＭ：では、継承表の結果は［売買］になるとして……続いて伝承表を二回……どうぞ！

リアル：わーい、いきます！（ダイスを振る）……24と……（ダイスを振る）25！

ＧＭ：24は［瘴しよう気きの武具］、25は［救世武具］だな。





［瘴気の武具］



　妖よう魔まや魔族によって作られた武器である。この武器には、かつて都市をいくつも滅ほろぼしたという言い伝えがある。

　マイナーアクション。装備者が行なう攻撃のダメージに＋［ＣＬ[image: ÷]３＋２］Ｄする。１シナリオに１回使用可能。呪詛追加。





［救世武具］



　都市や国などを守った、あるいは使い手がいた、という言い伝えのある武器である。

　ダメージロールの直後。装備者が受ける予定のＨＰダメージにマイナス［ＣＬ×５］する。１シナリオに１回使用可能。呪詛追加。




一同：つぇええええええぇぇえぇええぇええええぇぇえ──────っ!?

ジャック：なんだこの〝馬上からメイジを絶対殺すマン〟との格かく差さは！（笑）

リアル：でも、なんか呪詛が三つも付く……（笑）。

ＧＭ：うへへ、呪詛表を三回振ってください。

リアル：（ダイスを振る）……25、62、54！

ＧＭ：ちょ、ちょっと待って……［疲労増幅］［消失］［吸魔］！





［疲労増幅］



　その武器（防具）を身につけると、疲労が増える。

　装備者が使用するスキルの「コスト」に＋２する。





［消失］



　その武器の力は小さく、儚はかない。わずかひととき力を行使しただけで、姿を消してしまうだろう。

　そのアイテムを装備したシーンの終了時に、そのアイテムは失われる。アフタープレイでアイテムは取得したキャラクターの元に戻もどる。





［吸魔］



　その武器は、あなたの精せい神しん力りよくを奪うばい、力とする。

　装備者が攻撃の命中判定を行なった場合、即座に装備者は５点のＭＰロスを受ける。




一同：ぐは……っ!?

ジャック：つ、強い剣だけど呪詛もやばいことに……っ！（笑）




　考え方がちょっとちがう。

　強い効果ゆえに、呪詛がつくのである。




リアル：すごく【ＭＰ】消費が激しいけど……能力が強いから切り札にはなりそう？

エルリッタ：……使い方さえ、間違わなければ……（笑）。

リアル：（ダイスを振る）……11。宿命表は、［闘とう争そう］になりました。

ＧＭ：……〝その武器を持つものは、終わりなき戦いに身を投じることになるだろう〟か。うん、たしかにこんな武器を持ってればずっと戦っていたいわ……（笑）。

リアル：名前はどうしようかな……。

ＧＭ：ああ、継承や伝承表で決まった内容に、命名のヒントになるキーワードが書かれているので、それを参考にするといいよ。

リアル：（表を見ながら）では……〝イビルセイヴァー〟にします。

[image: ]

ＧＭ：なんか悪を守護するっぽい名前だな（笑）。

エルリッタ：さて、それはそれとして……あと所持金はいくら残ってる？

ＧＭ：まだガチャ回すのかっ!?

ジャック：（満足げな笑え顔がおで）……いや、さすがにこれはお腹なかいっぱいになった。そろそろエレベーターに向かいましょう（つやつや）。

ＧＭ：こ、こいつ……（笑）。

エルリッタ：……あ、ガチャはいいので、ここで回復とポーションの補給をしたい。

ＧＭ：了解。では、それが終わったら最初の部屋に戻もどろうか！　シーンを切ります！







◆Middle08◆階下へ




　待望の伝承武具を入手した三人は、廃工場・北側にあるエレベーターの前に立った。

　すでに、その機き能のうが回復しているのは確かく認にん済ずみだ。

　三人は、互たがいに頷うなずき合って……扉の横に備そなえられたボタンへと手を伸のばした。




ＧＭ：てなわけで、ここがミドルフェイズ最後のシーンとなる。今、キミたちの眼がん前ぜんにあるのは、すべての機能を取とり戻もどしたエレベーター……その扉だ。

リアル：では、下行きのボタンを押す。

ＧＭ：ＯＫ、すると、眼前で強固に閉とじられていたドアがくぐもった振しん動どう音おんを上げながら開いた……のだが。さてここで【感知】判定をしてもらおう。

ジャック：また【感知】か……っ！（と、ダイスを握る）（笑）

リアル：（ダイスを振る）あ、失敗だ。９。

エルリッタ：（ダイスを振る）……11。成功。

ジャック：エレベーターに爆ばく弾だんでも仕掛けられている？　（ダイスを振る）出目は10。13だ。

ＧＭ：10以上の人は気づくね。この判定は危険感知や罠の類たぐいではない。……まず、気づいたことは……エレベーター内部の床がびしょ濡ぬれだということ、そして、その壁は腰こしくらいの高さまで、妙みように汚よごれているということ───。

リアル：え？　エレベーター内部に水がたまっていたということか？

エルリッタ：……階下は水がたまっている？

ジャック：水の中でギルマンと戦闘っていうのは……考えたくないな。我々の、フェイトは残り少ないしね。───ヤバい。

エルリッタ：……でも対たい応おうのしようがない。行くしかない。

ＧＭ：たしかに。もし、なにかすることあれば、今のうちに宣せん言げんをどうぞ。

ジャック：……武器をギルマンタタキャーに変えておこう。

リアル：あたしもクライマックスは、まず〝イビルセイヴァー〟にしよう（笑）。

ＧＭ：では、いいかな？　キミたちはエレベーターに乗のり込こむと、そのドアは自動的に閉じられて……奇妙なＧを身体からだに感じた。このエレベーターは、急速に地下へと降おりていくようだ。ものの三〇秒ほどで、階下について停止したようだ。

リアル：もうあとには引けない。……行こう！

ＧＭ：では、眼前のドアがゆっくりと開き……視し界かいが取とり戻もどされたところでクライマックスフェイズに入ろう！







　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ




◆Climax01◆再会と戦い




　リアルたちがエレベーターを降おりると、そこは広い地下室だった。

　どういうわけか、その部屋はくるぶしくらいまで水が張はられている。

　しかし、それを気にするよりも先に、リアルたちは部屋の中央に向かって駆かけ出していた。

　なぜなら、そこには───。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに突とつ入にゆうだ！　今、眼がん前ぜんの扉とびらがゆっくり開き……地下フロアの全ぜん容ようが視し界かいに入ってくる。そこは広い部屋で、奥おくにはドアが見えるね。室内には水が張られているが、水位はくるぶしぐらいだ。

ジャック：予想どおり、水が張られてたか……。

ＧＭ：そしてなにより、部屋の中央には、縛しばられて倒たおれている小さな人ひと影かげ。言うまでもないがそれは───マテルだ。
















リアル：マテル!?　駆かけ寄よって縄なわを切る！　マテル、大だい丈じよう夫ぶ!?

ＧＭ：その声に、マテルは意い識しきを取とり戻もどして寝ねぼけ眼まなこでリアルの顔を見る。「……おー、リアル！　Ｓ武ぶ具ぐできたぞ！　受け取ったか！」

リアル：え、あ、ええ。……え（笑）。マテル、自分が置かれた状況、わかってる……？

ジャック：な、なんだろう、このお気楽へっぽこぷーは。

ＧＭ：マテルは武ぶ器きのことしか頭にないんだよ。「……で、ここはどこだ？　このおじさんとおばさんは誰だれだ？」

エルリッタ：お、おば、さ……んー？

リアル：マテル……あなた、さらわれたの。理り解かいしてる？

ＧＭ：「そう、それな！」（一同爆ばく笑しよう）

リアル：だから、助けに来た……んだけど……（笑）。

ＧＭ：「そこ大事だな！」

ジャック：このおちびは、いつもこうなのか!?　指し示じ語ごでしか喋しやべれないのかっ!?

リアル：う、うーん。そんなことは……。それよりマテル、今から……。

ＧＭ：「そうだリアル！　悪いこと企たくらんでるらしいから倒たおすぞ！　魚だ！」すっくと立ち上がり、マテルがハンマーを手にとって柄の先を床ゆかに打ち付け、仁王立ちになる。

リアル：（笑いながら）ちゃんと説明しろ───っ！（笑）

エルリッタ：……でも、言いたいことはなんとなくわかるこの不思議さ。

ＧＭ：マテルはそこで、ふとエルリッタの短たん剣けんに目を奪うばわれ、興きよう味み深ぶかそうに言う。さっきのへっぽこぷーはどこへやら、その瞳は真しん摯しなものだ。「……へえ。この武器、すごいな」

エルリッタ：……私わたしはあなたに、この呪のろわれた剣けんを見てもらおうとやってきたの。だから、ここから脱だつ出しゆつして……。

ＧＭ：「───おやおや、せっかく迎むかえた客人を、助け出されては困こまりますねえ？」　ふいに、どこかキザっぽい声が室内に響ひびいた。

リアル：え？

ＧＭ：と、その声に顔を上げた時だ。部屋の北側の扉が開き、突とつ然ぜん、室内に水が流ながれ込こんでくる。水は見る間に水位を上げ、あっというまに腰こし辺あたりまで達した。そして、そのドアより水の流れに乗ってゾロゾロ……いや、すいー……っと、二〇匹ほどのギルマンが入ってくる。

ジャック：やっぱり、こういう展てん開かいになったか！　これは、エキストラのマテルを守りながら戦う感じか。

ＧＭ：いや、マテルはデータを持っており、この戦闘に参加する。

ジャック：マジで!?

ＧＭ：マテルの信条は「最高の鍛か冶じ師しは、最高の剣けん士しであるべき」だ。戦闘に参加しないわけがない。ついでに言うと、彼女は表を使ってダイスを振り、ランダムに行動を決める。

一同：ランダムっ!?（笑）

ＧＭ：これが、マテルのステータスと行動表だ。




▼マテルのデータ

【ＨＰ】20


　命中：２Ｄ＋10　回かい避ひ：２Ｄ＋６

　攻こう撃げき：３Ｄ＋25　防ぼう御ぎよ力：20／20




　移動力：10






▼マテル行動表（１Ｄ６）


　１～２：攻撃。必要であれば、移動も行なう。

　３　　：近くのＰＣの剣を調整する。《ウェポンコーディネイト》５を使用する。「対象が行なう武器攻撃のダメージに＋［ＳＬ×４］する。シーン終しゆう了りようまで持続」

　４　　：つかれた。なにもしない。移動もしない。

　５～６：プレイヤーの指し示じ通りに動く






一同：…………。

エルリッタ：……け、けっこー強くはあるけど……（笑）。

リアル：マテルが殺されそうで怖こわい！　あたしはマテルにくっついて移い動どうしよう……。

ジャック：敵はどんな奴ら？

ＧＭ：（テーブルにぽーんを並べながら）……まず、先頭に立つのは鎧よろいをまとった騎士風味の、青色っぽいギルマンだな。その後方には、手に杖つえを持ったギルマンが二匹、ひとつのエンゲージを構成している。

ジャック：ギルマンナイトに……ギルマンメイジ。

ＧＭ：そして、最奥にはどこかきらびやかな、いかにもスターといった出で立ちのギルマンがいる。そいつは、どこかキザな口調で言う。「レディース＆ジェントルマン？　困るんだよねえ。せっかく捕とらえたのに、解かい放ほうされてはさ？」

リアル：な、なんだろう。「ちびまる子ちゃん」に出てくる花輪くんみたいな……（笑）。

ジャック：なんか、クリスタルゴーレムの方が強そうな……（笑）。

ＧＭ：「ともかく、マテルくんには、もう数日……ここにいてほしいんだよ」

エルリッタ：……なるほど。選定会に出てもらっては困るということ。

リアル：マテルは返してもらうからね！

ＧＭ：「……やれやれ。どうしても連れて行く、というならその首、刎はねるしかないねえ。まだいろいろ聞き出したいことがあったけど、連れ去られるよりマシさ」

ジャック：なるほど、マテルの作る剣の情報を聞き出したい、と。

エルリッタ：……このギルマンの背はい後ごに、情報を欲している誰だれかがいるということね。

ＧＭ：なお、こいつはベースとなったエネミーデータがいるが、ちょっとだけオリジナル要素が入っている。心してかかるがよい。

リアル：ほほう。

ジャック：どんな奴であろうと、三枚まいに下ろしてくれる……いや、たたきにしてくれる！

ＧＭ：「ハハハ、ナァイスブラックジョークだよ、キミ～ィ」

ジャック：いらっ（笑）。

エルリッタ：……とはいえ、この状況は不利。この腰まで来てる水って……。

ＧＭ：そう。全員、戦闘開始時から［遊泳状態］になる。移動力が半分になるね。もし、ちゃんと移動しようとするなら、【筋力】で難易度10に成功しないといけない。ただし、判定に失敗すれば移動そのものができないことになる。

ジャック：きつい……。ナイトは突っ込んできて、後方からは魔法で攻撃、か。しかも相手は、《ギルマン泳法》を持ってるから、水の中だと判定に＋１Ｄ……（笑）。

ＧＭ：だが、そんなキミたちに朗報です！　全員、【感知】で判定を！　目もく標ひよう値ちは10だ。

ジャック：ここで【感知】判定か……（笑）。

エルリッタ：（ダイスを振ふる）……ダメ。８で失敗！

リアル：（ダイスを振る）うーん、８。あたしも失敗。

ジャック：（ダイスを振る）出目が９だから……達成値は12で成功！

ＧＭ：では、ジャックは気づく。キミたちのエンゲージから右５メートル先の床に……風ふ呂ろの栓せんみたいなものが見えた（一同爆笑）。

ジャック：風呂の栓！　つまりあれを引っこ抜けば水が引く……！

ＧＭ：ただし、抜ぬくためには、【筋きん力りよく】判定に成功しなくてはならない。

ジャック：筋、力、判、定……っ！

リアル：わかった。栓はあたしが抜く。

エルリッタ：（配置を見ながら）……すると、リアルは右に移動……ナイトが突っ込んでくるから《カバーリング》要員にはここにいてもらいたいけど……厳しい。でも面白い。

ジャック：ところで、マテルはギルドに入っているから、《防ぼう衛えい部隊》で＋４される？

ＧＭ：されるな……（笑）。

ＧＭ：気をつけてほしいのは、マテルもＰＣと同じく【ＨＰ】が０になったあと、とどめを刺さされると死し亡ぼうするということ。さっきもチラリと言ったけど、ギルマンたちはマテルの身み柄がらをさらわれるくらいなら、殺した方がいいと考えていることだ。

エルリッタ：……了りよう解かい。

ＧＭ：では、戦闘に入ろう！




●第一ラウンド


【行動値】

ギルマンスター改　　　　15

ギルマンナイト　　　　　10

エルリッタ　　　　　　　９

ギルマンメイジＡ・Ｂ　　９

マテル　　　　　　　　　６

ジャック　　　　　　　　５

リアル　　　　　　　　　４
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ＧＭ：まずは、セットアッププロセス！　最奥のギルマンスター改が《エントリーマカブル》を使用、セットアップで《ダンスマカブル》をギルマンナイトに！　妙な歌を口ずさみつつ、くねくねと踊り出す。「……ラララ、がんばれ～、がんばれ～、キミは最強さ～♪　６が一個でも出ればクリティカル～マカブル～♪」（朗ほがらかに歌う）

リアル：マカブルって歌った！（笑）

ジャック：くっそ、面白い奴だなっ!?　ていうか〝改〟ってなんだ！（笑）

ＧＭ：実は、こっち側のセットアップはこれで終わり！　ＰＣ側どうぞ！




　妙な踊りに翻ほん弄ろうされつつ、ＰＣ側のセットアップのタイミングである。

　ジャックは《ストロングスタイル》を使ってダメージを＋３Ｄ点し、続いてリアルはギルマンナイトに《プロボック》を試みる。

　しかし、【精神】の高いギルマンナイトは判定でリアルに勝利し、これを無効化した。




ＧＭ：では、イニシアチブプロセスに入ろう。まずはギルマンスター改！　待機！　終了！

ジャック：つまり、ギルマンスター改は《ジョイフルジョイフル》を持っていると！（笑）

ＧＭ：あら、正解。

エルリッタ：……つまり、ラウンドの最後にもう一回、ギルマンナイトかギルマンメイジを動かしてくる、と。

ＧＭ：次は、ギルマンナイトだ。ムーブアクションでＰＣたちがいるエンゲージに突入！　アックスを構えたまま、スィー……ッと、泳ぎ寄よってくる。

ジャック：お前、動きが面白い……（笑）。

ＧＭ：攻撃のターゲットはランダムに決める。１が出たらリアル、２はジャック、３がエルリッタで、４がマテル。５と６は振り直し。（ダイスを振る）……４だから、マテル！

ジャック：さっそく来たか。いきなりぶっ殺す気満々だな。

ＧＭ：「し、死ぬんだな、マテル……！」と叫さけぶナイト！　うしろでギルマンスター改が「ちょ、ちょっと待ちたまえよっ、ナイト君！　できれば殺さない方が……っ」と慌てるが、荒ぶるナイトの耳には届かない。そもそも耳がない（一同大爆笑）。

ジャック：ギルマンナイトが荒あらぶりすぎて、話を聞かないわけだな（笑）。

ＧＭ：マイナーアクションは《スマッシュ》、メジャーアクションで４レベル《バッシュ》に加えて……《フロンタルアサルト》！　命中判定は３Ｄ＋12で（ダイスを振る）……21！

リアル：マテルの回避判定は２Ｄ＋６だから、クリティカル以外は避さけられない。（ダイスを振る）回避失敗！

ＧＭ：なお、ダメージはベースが７Ｄ＋28、《スマッシュ》で＋８、《フロンタルアサルト》で＋【筋力基き本ほん値】分。さらに、《スラッシュブロウ》が乗る。合計で……９Ｄ＋60点っ！

一同：いきなりでけえっ!?

リアル：か、《カバーリング》しておきます！

ＧＭ：（ダイスを振る）……34。合計で93点の物理ダメージ……っ！

一同：死ぬ死ぬ死ぬ……っ!?

エルリッタ：……今、装備してるのは〝イビルセイヴァー〟よね？　いきなりだけど能力を起動した方がいいかもしれない。

リアル：了解。〝イビルセイヴァー〟を使う。ダメージを20点軽けい減げん！

ジャック：《プロテクション》！（ダイスを振る）12点軽減！

リアル：【物理防御力】は24だから……37ダメージ。残りは【ＨＰ】は26点で生きてる！

ＧＭ：おお、〝イビルセイヴァー〟役に立った。

リアル：なかったら【ＨＰ】６しか残らなかった……（笑）。

ＧＭ：次は、【行動値】が９の、エルリッタとギルマンメイジ。まずは、エルリッタからか。

ジャック：（配置を見ながら）……エルリッタ。ここはギルマンナイトをぶっ潰つぶすのがいいと思う。ここでエルリッタが待機をすると、ギルマンメイジが魔法で［放心］を与あたえてくるし、先に攻撃しておきたい。

リアル：ギルマンメイジ、鬱うつ陶とうしいよね。でも───我が秘剣は、敵のすべてを滅ぼす。

一同：え？

エルリッタ：……ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《アニマルパクト》、メジャーアクションは《サモン・ファーヴニル》……すなわち秘剣ファーヴニル！

ＧＭ：《アニマルパクト》だから、対象は敵全員か……！

エルリッタ：最後のフェイトを使用して……（ダイスを振る）命中は21。〝スニージンガー〟の効果で、ギルマンナイトだけリアクションにマイナス１Ｄ！

ＧＭ：……短剣に宿ったファーヴニルが光の刃となって、ギルマンたちに襲いかかった！　遊泳状じよう態たいだから、《ギルマン泳法》の効果で＋１Ｄされるが……まずは、ギルマンナイトから。（ダイスを振る）７。12で回避失敗。

ジャック：よし！

ＧＭ：次はギルマンメイジＡが、（ダイスを振る）15で回避失敗！　ギルマンメイジＢは……（ダイスを振る）お、クリティカルで回避成功！　最後に、ギルマンスター改！　こいつは《ギルマン泳法》の効果を足しても、ダイスは三個こしか振ふれない……（ダイスを振る）おおっ、こいつもクリティカル……っ！

ジャック：あ、まずい……っ！

リアル：《タングル》！　６、６、３の出目のうち、６をひとつ除じよ外がい！

ＧＭ：げ。すると出目の合計が９に変わって……18で回避失敗！　「ハハハ、こんなの余よ裕ゆうで避けられ……」と言いかけたところで、その眉間に秘剣が直撃……っ！（一同爆笑）

ジャック：すごい！　シャーマン、強い！

リアル：《タングル》取っておいてよかった♪

エルリッタ：……ダメージロール。《マジックフォージ》を使って……（ダイスを振る）。

リアル：あ！　そこに、さらに《ディストラント》！　これで、エルリッタからダメージを受けたギルマンは、［恐きよう怖ふ］のバッドステータスが入る！

ＧＭ：ぐっは！

エルリッタ：48点の〈無〉属ぞく性せい、魔法ダメージで［放心］と［スリップ］と［恐怖］付き！

ＧＭ：ギルマンスター改が38点、ギルマンナイトは43点、ギルマンメイジＡは44点ダメージを喰らって、さらに［放心］と［スリップ］と［恐怖］！　これはひどいっ!?

エルリッタ：〝スニージンガー〟の恐おそろしさ、思い知ったよね。

ＧＭ：では、ギルマンメイジＡの攻撃。対象はダイスで決める……（ダイスを振る）対象はエルリッタ！　［恐怖］のペナルティで命中にマイナス２Ｄか……。

エルリッタ：……ふふふ。どうしたの？　おびえているの？

ＧＭ：メジャーアクションで、《魔ま術じゆつ攻撃：水》！　当たると、［放心］が入る。命中は３Ｄ＋８……だが、ペナルティを受けてるので、１Ｄ＋８！（ダイスを振る）12。

エルリッタ：８以上で回避できる。（ダイスを振る）……あ、回避失敗。命中（一同爆笑）。




　この攻撃に対して、ジャックが《プロテクション》をかけるも、エルリッタに６点のダメージと、［放心］を与える。

　次に、無傷だったギルマンメイジはリアルを攻撃目標に決めて、全力で魔法を解き放った。

　命中の判定値は４Ｄ＋８───リアルは回避に失敗するものの、ジャックの放った《プロテクション》の出目がよく……ダメージは０だった。




ジャック：やった……！　《プロテクション》は４レベルでも、十分に役に立った!!（笑）

ＧＭ：（笑）。これで、ギルマンメイジの行動は終了だ。

ジャック：わたしの番だが、待機！　リアルがこの水をどうにかしてくれるのを待つ！

リアル：では、動く！　ムーブアクションとマイナーアクションを使って、今いるエンゲージを離り脱だつ、栓のところまで移動。

ＧＭ：リアルの【移動力】は10メートルだから［遊泳状態］によるペナルティを受けても、栓のところまでは行けるか。ＯＫ、キミは栓とエンゲージした。これを引っこ抜くには【筋力】判定で難易度は10だ！

リアル：（ダイスを振る）……11で成功！

ＧＭ：……く。───きゅぽん。どこかマヌケな音が室内に轟いた。それと同時に、恐おそろしい勢いきおいで水がそこへと吸すい込こまれていく！

ジャック：わたしたち、吸い込まれたりしない？（笑）

ＧＭ：しない（笑）。水は、急速に水位を下げ始める。「ああっ、僕たちの水が！　母なる水がなくなっていく……っ!?」　慌てふためくギルマンたち！　やがて、水はすっかり抜けてなくなり……［遊泳状態］は解かい除じよされた。

リアル：やった！

ジャック：これで、ギルマンたちに入っていたボーナスが消えた。これは大きい！

ＧＭ：さて、次はマテルの番だ。では、行動を決めよう。２Ｄで……（ダイスを振る）３！

エルリッタ：（表を見ながら）……近くのＰＣの剣を調整、ね。

ジャック：エンゲージしている中で武器攻撃をするのはわたしのみだ。しかも未行動なこっちにしてくれるといいかも。

ＧＭ：了解。では、マテルは目の前にいるジャックに向かって言う。「おじさん、ちょっとその武器見せてみろ！」と、レイジハンマーをひったくる。しばし眺ながめてのち……「これ、ぜんぜん手入れしてないな！　ここをこう、ここを……」　そう言いながら、取り出した工具であちこちいじる。「よし、できたぞ！」

リアル：マテル、なにをしたの？

ＧＭ：「応急処置だけど、バランスの微び調ちよう整せい。使いやすくなったはずだ！」　たしかに、返されたハンマーを握ると、明らかになにかがちがう。手に張り付くようだ。

ジャック：おお……っ、これぞプロの技わざ！　マテル、すごい！　これでダメージ＋20！　生まれ変わった怒りの〝ギルマンタタキャー〟で攻撃するぜ！　【ＭＰ】の残りが不安だから、節約しつつ……ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》。対象は、ギルマンナイト。（ダイスを振る）……命中は21だ！

ＧＭ：（ダイスを振る）14で回避失敗！

ジャック：おお、なじむ……この〝ギルマンタタキャー〟はとても手になじむぞ……っ！　ダメージは５Ｄ＋34点。（ダイスを振る）……45点ダメージで、防御力は無む視し！（笑）

ＧＭ：ぐっは！　45点そのまま喰らうのか……っ、まだ生きているが……痛ぇよっ!?

ジャック：これぞ、ギルマン絶対殺すマン……！（笑）

ＧＭ：くっそ、Ｓ武器つえーよ！（笑）　続くギルマンスター改は、メジャーアクションで、ギルマンナイトに《ジョイフルジョイフル》！　「お？　ま、また動くんだな」　ナイトはふたたびアックスを振り上げて……（ダイスを振る）……うん、エルリッタを攻撃！

エルリッタ：［恐怖］していながら、私を狙ねらうとは。

ＧＭ：ギルマンスター改が叫ぶ。「このお馬ば鹿か、そっちじゃないだろう！」　だが、ギルマンナイトは聞いちゃいない（一同爆笑）。

リアル：ギルマンナイトはきっと、恐きよう怖ふ心しんを振ふり払はらおうと必死なんだよ。

ＧＭ：く（笑）。ムーブアクションはなし。マイナーアクションは《スマッシュ》！　メジャーはスキルなしで攻撃！　［恐怖］のペナルティを受けても、１Ｄ＋12だから、けっこう当たるぞ。（ダイスを振る）命中は17……！




　その予想は正しかった。

　ナイトが放った一撃はエルリッタを捉え、そのダメージロールは60点をたたき出した。

　いくら計算しても４Ｄしかない、ジャックの《プロテクション》によって22を出さねば彼女は倒れる。

　少し考えた末、ジャックは切り札である《アフェクション》の使用を宣言した。




ジャック：我が分身が出しゆつ現げんして攻撃を受け止め、ふっと消える。これぞ、霊体を分ぶん離りする必ひつ殺さつ技わざよ……！　という《アフェクション》の演えん出しゆつ！　身体は死しても、魂たましいまで死ぬわけにはいかない。あの〝ハンマーヴィルの獣けもの〟を倒すまでは、な。

エルリッタ：私はいきなりの幽霊出現にビビって、なにも言わない。表情も変えない。

リアル：エルリッタ、実はビビり（笑）。

ＧＭ：ともかくこれで最初のラウンド目は終了。……クリンナッププロセスで［放心］や［恐怖］を受けている者は、そのバッドステータスから回かい復ふくした！　第二ラウンドが終了だ。




●第二ラウンド


【行動値】

ギルマンスター改　　　　15

ギルマンナイト　　　　　10

エルリッタ　　　　　　　９

ギルマンメイジＡＢ　　　９

マテル　　　　　　　　　６

ジャック　　　　　　　　５

リアル　　　　　　　　　４
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ＧＭ：では、まずはセットアッププロセス！　ギルマンスター改からだな……さっきと同じく《エントリーマカブル》＋《ダンスマカブル》で対象はギルマンナイト！　以上！




　そして続くＰＣ側の宣言も、最初のラウンドと同じだった。

　ジャックの《ストロングスタイル》、ふたたびリアルの《プロボック》がギルマンナイトを挑発する！　出目が優れず、フェイトを使って振り直した結果───。




ＧＭ：（ダイスを振る）11で抵抗失敗！　ギョロリ、ナイトの魚ぎよ眼がんがリアルに向いた！

リアル：やった！　焼き魚とお造つくり、どっちがいい？

ＧＭ：「お、俺おれを魚だと侮あなどっているな？」　ギルマンナイトは［逆ぎやく上じよう］した。まじいな。

ジャック：じゃあ、ここでイニシアチブプロセスだな。スター改からだ。

ＧＭ：ギルマンスター改は当然、待機。続くギルマンナイトは［逆上］しているから、リアル以外を狙うとマイナス２Ｄのペナルティか……。

ジャック：だが、リアルは離れた場所にいる。エンゲージから離脱しないと、攻撃できない。

ＧＭ：すると《スマッシュ》が使えないんだよな……（少し考えて）よし、攻撃対象はランダムに決めよう（ダイスを振る）……ジャックだ！

ジャック：来い！　ペナルティを受けた貴様の攻撃、華麗に回避してくれる！




　意気揚々と宣言するジャックに、ナイトのアックスが振り下ろされる。

　───案の定、攻撃は命中した。

　しかし《プロテクション》と防御力の厚さに阻まれ、ダメージは22点に留まった。




ＧＭ：かてぇよ！（笑）　次はエルリッタ！

エルリッタ：（配置を見ながら考えつつ）……《リゼントメント》でギルマンナイトを攻撃するか、範はん囲い攻撃でギルマンメイジを潰つぶすか……。

ジャック：ギルマンメイジが放ってくる［放心］は嫌だが、やはりそれよりも、ギルマンナイトの一撃の方が恐ろしい。

エルリッタ：……そうね。では、ムーブアクションとマイナーアクションはなし。メジャーアクションで《サモン・ファーヴニル》……《リゼントメント》も使う。（ダイスを振る）命中は、15。そちらは回避判定にマイナス１Ｄ！　受けよ、秘剣ファーヴニル！

ＧＭ：（ダイスを振る）回避は……10で失敗！　「ば、馬鹿な！　け、剣の攻撃に《リゼントメント》を乗せてくるとかおかしいんだな……っ!?」

エルリッタ：……それがこそが我が秘ひ剣けんの力よ。（ダイスを振る）72点の〈無〉属性の魔法ダメージ。

ＧＭ：72も出るのか！（笑）　《甲こう殻かくの鎧》という、ダメージを15点軽減できるスキルを使用。さらに、【魔法防御力】で５点引くが……52点のダメージ。ダメ！　圧倒的ダメ……っ！　ギルマンナイトは吹っ飛んでタタキになった。

リアル：ナイス、《リゼントメント》！

ジャック：ギルマンナイトさえ倒たおれれば、あとは雑魚ざこしか残っていない。

ＧＭ：「……それは、どうかな？」　ギルマンナイトが倒れたところで、ギルマンスター改が静かに怒いかり狂くるう。今まで青かった身体が、蒸じよう気きを噴ふき出だしながら赤く変わり……！

一同：なにそれっ!?

ジャック：パワーアップしたのか!?




　ギルマンスター改の身体の色が、憤ふん怒ぬの赤に変わる───。

　それは、仲間が倒れるごとに属性を変えるという、ギルマンスター改の特とく殊しゆ能力だった。

　属性を次々変えることで、属性に頼たよった武器や魔術攻撃……そしてその戦闘プランを翻ほん弄ろうする──────予定だった。




ＧＭ：「ふふ、驚おどろいたかね？　ボクは次々と属性を変えることで、敵を混こん乱らんさせるのだよ」

ジャック：ああ、驚いた。

エルリッタ：色と属性が変わった……だけ？

リアル：属性の変化と同時に、戦闘方法も変わるってこと？

ＧＭ：「そんな愚ぐ劣れつなまねはしないさ。属性と色と口調が変わるだけだとも」

エルリッタ：つまり、ギルマンナイトを軸じくにした戦闘方法に変化はない、と。

ＧＭ：「ザッツ、ライト！」

一同：…………ほう。

ジャック：ならば、ギルマンナイトを失ったお前に勝ち目はない。そういうことだな？

ＧＭ：「ははは、面白いことを言う。属性が変われば、キミたちの攻撃方法を選ぶ時に混乱するのは明白。そこのキミ……〈火〉属性の武器を持っているね？　もはや、その武器はボクには有ゆう効こうではなくなった。そういうことさ」

リアル：こっちが無属性の攻撃をしたら？

ＧＭ：「…………」

リアル：もう一度、言う。ギルマンナイトを失ったお前にもはや勝ち目はない。




　そしてバトルは再開した。

　戦いは、リアルの言ったとおりの結果となった。




　ギルマンスター改は、リアルたちのドロップ品となった。







　　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ




◆Ending01◆戦い終わって夜は明けて───




　マテルを誘ゆう拐かいし、廃工場に救っていたギルマンたちは壊かい滅めつした。

　だが、リアルたちはすでに気づいていた。

　あのギルマンたちの背後に、黒くろ幕まくがいるであろうことを。




ＧＭ：では、エンディングフェイズに入ろう。マテルを救出したキミたちは、連れだって廃工場の外へと出た。すでに空は白みはじめ、朝の澄すんだ冷たい空気が、キミたちの眠ねむ気けを覚ましてくれる───。

リアル：とりあえず終わったね。マテル、ハンマーヴィルに帰ろう。

ＧＭ：「おう！　早く神しん剣けんを完成させないとな！　それにしても……さすがはマテルのが集めた仲間だな！　言うとおりに動いたら、完かん璧ぺきに敵を倒たおせたぞ」

リアル：え、あ……うん。

ジャック：天然なのか、狙ねらっているのか───わからん。

エルリッタ：……リアルの言うとおり、今は街に帰るのがいい。今回の件けん、明らかにあのギルマンの背後には黒幕がいる。マテルが再ふたたび狙ねらわれる可か能のう性せいは、ある。

リアル：……たしかに。

エルリッタ：帰ったらすぐにこの短剣をマテルに見てもらい、呪のろいを解といて……故こ郷きように帰るつもりだった。でも……ちらり、とマテルを見る。

ＧＭ：「し、ん、けーん♪　し、ん、けーーん♪」

リアル：マテル……その奇き怪かいな歌はなに。

ＧＭ：「神剣の歌だ。聞いてわからないか、リアル。あはははは！」

リアル：あ、ああ……（笑）。

エルリッタ：……マテルはすでに、神剣選定会、ひいては〝ハンマーヴィルの獣〟を倒すことにしか頭にないみたい。だから……私も最後まで協力する。手伝うわ。

リアル：ありがとう、エルリッタ。

エルリッタ：……いいえ、この子を守らないと、私の願いもかなわない。ただそれだけのことだから。

ジャック：ははは、たしかにな。結局、今回のミッションではわたしにふさわしい武器は手に入らなかった。マテルに作ってもらわねばならん！　だから……わたしも最後までマテルを守り、協力するさ。まあ、〝獣〟を倒すのも、もともとの目的だったしな。

リアル：───ありがとう、ジャック。あたしも、この子を守りたい。子こ供どもの頃ころからの大事な親友だから。

ジャック：三人で、マテルを守りまくりだな。

エルリッタ：……たしかに。すなわち我々は───〝刀かたな鍛か冶じの用よう心じん棒ぼう〟というわけね。

ＧＭ：あら、うまく繫げてくれた（笑）。三人が、目の前を歩くマテルの背せ中なかを視し線せんで追いながらそんなことを話していると……彼女がおもむろに振ふり向むき、不満げな表ひよう情じようで言った。

ジャック：ふ、不満げ？

ＧＭ：「……なにをぼそぼそしゃべってる、お前たち！　やることはいっぱいだぞっ！」

ジャック：ははは。笑顔のまま、いらっとします！（笑）

リアル：でもさ、マテル。そんなに急がなくても……。

ＧＭ：「なにを言う！　これから帰って…寝ねて！　食べて！　神剣を作って！　選定会で優ゆう勝しようして！　ジャックの武器も作って！　そっちの白いねーちゃんの武器を鑑かん定ていして！　呪いを解いて！　ほら、やることいっぱいだ」

ジャック：こいつ、意外といい奴やつ……なのかもしれない。人の話をぜんぜん聞いてないように見えて、ちゃんと聞いているのが意外だった（笑）。

ＧＭ：「おう、期待しとけ！　し、ん、けーん♪　し、ん、けーーん♪」

ジャック：……あまり期待しないでおこう。そんなことより、わたしは今回の冒ぼう険けんで思い知ったことがあるぞ、リアル。

リアル：なに？

ジャック：我々には……【感知】とシーフが足りない……っ！（笑）

ＧＭ：わははははは（笑）。次回のセッションでは、四番目のＰＣとして、シーフが参加することになるはずだ。まだ、どんな奴になるかわからないが……楽しみにしてほしい。では、今回のセッションはここまで！　みなさま、お疲つかれ様さまでした───っ！

一同：お疲れ様でした───っ！




　……こうして、マテルという鍛冶師の少女に端たんを発した事じ件けんは、とりあえずの解かい決けつをみた。

　しかし、この時の三人はまだ知らない。

　この事件の背後に、さらなる悪意と野望が渦うず巻まいていたことを───。








『アリアンロッド２Ｅリプレイ・アイテムマスターズ　刀鍛冶ブラックスミスの用よう心じん棒ぼう』




第一話「鍛冶師マテル」




─ＦＩＮ─


















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ




◆Preplay01◆第四の仲間、参入




　某ぼう月げつ某ぼう日じつ……二話目の収しゆう録ろくのため、ふたたびＦ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の事じ務む所しよにメンバーが集つどった。

　しかし、集まったプレイヤーの人数は四人。今回はひとり、プレイヤーを追加してのセッションとなった。そう第一話で参加できなかったあの男の登場だった。




ＧＭ：さて、それでは第二話の収録を始めよう。

鈴すず吹ふき：（挙手して）菊きく池ちさん。ひとりメンバーが多いです。

ＧＭ：それは座ざ敷しき童わらしです。

座敷童（以下、かわたな）：こんなでかい座敷童がいるかっ!?（一同爆ばく笑しよう）

ＧＭ：冗じよう談だんです。というわけで、今回からかわたながプレイヤーとして参加しまーす。

駒こま尾お：かわたなさん、ようこそ～！（拍はく手しゆ）

かわたな：どうぞ、よろしくお願いいたします！




▼かわたな

　本名は田中信二たなか・しんじ……なのだが、いつもかわいそうな目にあうので〝かわいそうな田中〟……略りやくしてかわたなと呼よばれる。ファーイースト・アミューズメント・リサーチの社員だが、その仕事の範はん囲いは実に幅はば広ひろく、ライターから編へん集しゆう、ＤＴＰにプロジェクトリーダー……本の制せい作さくに関してイラストを描えがくこと以外はなんでもできる。

　ゲーマーとしてのダイス目の傾けい向こうは、ＧＭのときは外げ道どう、空気を読まずにクリティカルをしてプレイヤーからブーイングの嵐あらしを受ける。プレイヤーのときはきわめて普ふ通つうであるため、よほどのことがない限かぎり安定したサポートをしてくれるはずだ。たぶん。




ＧＭ：さて、それじゃあさっそく、今回予告を読みあげよう！




●今回予告

　〝ハンマーヴィルの獣けもの〟がもたらす被ひ害がいは着実に増ふえ続けていた。

　警けい備びの目をかいくぐるかのように現あらわれるかの〝獣〟に、パリス同どう盟めいは翻ほん弄ろうされ続ける。

　だが、反はん撃げきの時は来た。同盟評ひよう議ぎ会かいの号令のもと、〝獣〟を滅ほろぼすための〝神しん剣けん〟が国中の鍛か冶じ師しと共にこのハンマーヴィルに集結する時が来たのだ！

　その中には、マテルとリアル……ギルド〝アイテムマスターズ〟の姿すがたもあった。




『アリアンロッド ２Ｅ リプレイ・アイテムマスターズ　刀鍛冶ブラックスミスの用よう心じん棒ぼう』

　第二話「ハンマーヴィルの獣」




　冒ぼう険けんの舞ぶ台たいがキミを待つ！




ＧＭ：……という、大変シンプルな今回予告になっている。

駒尾：フラグしか立ってないですよ～っ!?（笑）

Ｏはた：〝神剣〟って集結するほどあるのか。お安いな（笑）。

鈴吹：たくさんある中から、優すぐれた物を選ぼうというわけだ。

ＧＭ：続けてハンドアウトだ。今回はギルド用ハンドアウトと、かわたなのＰＣ用のハンドアウトになっている。えー……。




●ハンドアウト

▼ギルド〝アイテムマスターズ〟用ハンドアウト


コネクション：マテル　関係：仲間



　マテルを救出してのち、彼かの女じよの工こう房ぼうからは昼夜問わずハンマーの音が響ひびき渡わたる。




ＧＭ：あ。近々、神剣選定会があるから、武器を作ってるって話ね。

ジャック：そう、わたしの目的と名誉のために……！

ＧＭ：……。続きを聞け。




　金や名めい誉よのためではない。

　冒ぼう険けん者しやたちが「使いたい」と思ってくれる一ひと振ふりの剣を作ること……それだけのために。




ジャック：誰だっ、名誉とか金とか言った奴は───っ!?

一同：お前だよっ!!（笑）




　ただ口にこそしないが……彼女が熱意を注そそぐ理由は他にもある。

　そう、それは親友の目的を果たさせることだった。




駒尾：ああっ！　マテルいい子だ～！

鈴吹：リアルの目的は、〝ハンマーヴィルの獣〟を倒たおして、両親の仇かたきを討うつことだからな。マテルはリアルのために、ひたすら剣を鍛きたえているわけだ。

ＧＭ：さて、次はＰＣ④のハンドアウト！




▼ＰＣ④用ハンドアウト（推すい奨しようクラス：シーフ）


コネクション：武具　関係：愛してる



　キミは、名うての武ぶ器き使いだった。

　スロット武具、伝承武具、マジックアイテム……吟ぎん味みして身につけた愛する装そう備びの数々。

　しかしそれは、キミが目指す到とう達たつ点てんにはまだまだ届とどいていない。

　果てなきマニアの道を歩むキミは、ある時、耳にした。

　凄すご腕うでの刀鍛冶がハンマーヴィルに住むという噂うわさを───。




Ｏはた：「コネ：武具」に、「関係：愛してる」……っ!?（笑）

ＧＭ：あれ？　なんだこのハンドアウト。書き換える前のを持って来ちゃった（一同爆笑）。マテルが発注したとある素そ材ざいを運ぶ隊商の護ご衛えいギルドのひとりがＰＣ④、という風にハンドアウトを書かき換かえたんだが……。

かわたな：では、護衛ギルドのメンバーにして、武器をいろいろ持つようがんばろう。

ＧＭ：すんません（笑）。では、レベルアップ作業に移うつろう！




　こうして、レベルアップ作業は始まって一時間ほど───すべての作業は終了した。




●成長報ほう告こく

▼リアル・エリーゼ（５レベル）の場合

ＧＭ：……さて、データはできたな。成長報告をしてもらおう。まずはリアル！

駒尾（以下、リアル）：レベルが４から５になって……スキルは《バッシュ》が５レベルに、《シールドストライク》が２レベルに上じよう昇しよう。それから、貫かん通つうダメージにするシャーマンのスキル《ピアシングペイン》を新しん規き取得しました。

ＧＭ：貫通ダメージ!?　こっちの【物理防御力】も【魔法防御力】も意味なくなるじゃん!?

リアル：前回、ガチャで入手した〝イビルセイヴァー〟は強いんだけど、一回しかダメージ増やせないから……その一撃を最大限に活かそうと《ピアシングペイン》がほしいな～って。

Ｏはた：マイナーアクションでシナリオ一回だけ、ダメージに＋３Ｄできますからね。

リアル：あと一いつ般ぱんスキルで、予備の武器にすぐ変更できるよう《ウェポンチェンジ》を取得。アイテムは左手武器をハードシールドに変へん更こう。パッデッドアーマーに追加で二〇〇〇Ｇ払はらってスロットをふたつ空け……そこに、［硬こう化かのクリスタル］と［戦士のクリスタル］をひとつずつ入れてある。それと、ソリッドブーツにも五〇〇Ｇ払ってスロットを空けた。なんのクリスタルをはめるかは、シナリオ中に、敵の属ぞく性せいを見て決めようかと思ってます。

ＧＭ：なるほど、いろいろ考えてるな……（笑）。ポーションホルダーやら……いろいろ細かいことしてる（笑）。了解、次はジャック！




▼〝デッドマン〟ジャック（５レベル）の場合

Ｏはた（以下、ジャック）：ジャックだ。レベルが５に上がって、なんと！　《プロテクション》が５レベルになった……っ！

一同：おおっ!?　とうとう……！

ジャック：ふふふ、私にもはや死角はない。他の主立ったところは……《ストロングスタイル》も４レベルに上昇。《エナジーフロウ》という、ダメージロール直前に【ＭＰ】を５点消費することで、ダメージが５点上がるスキルを取得した。また、《イミューンウェイト》で、移い動どう力が８になった。装備は、頭部を『アイテムガイド２』で追加された種族アイテム・霞かすみの鉢はち金がねに！　ビレッタに比くらべて物理防ぼう御ぎよ力が１点下がるけど、魔法防御力が３点も上がる。

ＧＭ：おお、それは強いな。

ジャック：しかもスロットをひとつ空けて［侍じ祭さいのクリスタル］を入れたので、アコライトのクラススキルのＭＰコストを減へらせます。胴どう部ぶ防具もクィルブイリに変えてスロットをひとつ空け……［硬化のクリスタル］を入れた。胴部だけでなんと【物理防御力】が10点！

ＧＭ：改造しまくりだな……（笑）。

ジャック：なお、前回作ったギルマンタタキャーと〝馬上から絶ぜつ対たいメイジ殺すマン〟はそのまま予備で持って……乗用馬を買った。いつか〝馬上からメイジを絶対殺すマン〟を使いこなす日が来ることを信じて！（笑）　あとは装そう身しん具ぐを聖印から高位聖印へと変えた。以上！




▼エルリッタ（５レベル）の場合

ＧＭ：では、エルリッタにいってみよう。

エルリッタ：えー……スキルは《ガーディアン》《フォースブリンガー》《コンセントレイション》を新規に取得した。

ＧＭ：ただの魔ま法ほう使つかいになってますが。

エルリッタ：なにを言ってるんです、菊池さん。もともと魔法使いです（しれっと）。

ＧＭ：く……（笑）。

エルリッタ：なによりも変わったのが、防具だ。前回、ウェポンイーターに食われたサークレットの代わりに、スロットをふたつ空けたハットを買った。［硬こう性せいのクリスタル］［硬化のクリスタル］を入れて、【物理防御力】が４にまで上昇している。他にも補ほ助じよ防具で、妖よう精せいの花はな盾たてという種族アイテムを買った。これで結果的に、【物理防御力】が10に、【魔法防御力】が11にまで上がった。これなら、前線でも戦えるはず……！　なにせ私は戦士だからな。

ＧＭ：……………………（笑）。

エルリッタ：魔剣スニージンガーは、〝ハンマーヴィルの獣〟を倒すと封印できるらしいので（初耳だぞ、おい）、がんばる。そうしたら私は普通の女魔法使いの少女に戻ります。

かわたな：アイドルの引退かなんかですか!?（笑）

エルリッタ：そんな感じで、私わたしの成長報告は終わりなのだ。




●キャラクター紹しよう介かい

▼ＰＣ④　かわたな……〝マジック〟サイト


出自：［任にん意い］　境きよう遇ぐう：［義ぎ理りの親］　目的：［逃とう亡ぼう］



ＧＭ：最後に、ＰＣ④のかわたなに、キャラクターの自じ己こ紹介をしてもらおう！

かわたな（以下、サイト）：了解！　僕ぼくの名前は〝マジック〟サイト！

ＧＭ：どこかで聞いたような名前だなっ!?（笑）

サイト：気のせいです！　クラスはシーフ／イリュージョニスト。種族はヒューリンで、一五歳さいの少年。出自は［任意］でサーカス出身で、幻影を使う怪盗マジシャンさ！

ジャック：サーカス出身の怪盗マジシャン!?

サイト：そう。境遇は［義理の親］で、目的は［逃亡］。孤児だった僕は、あるサーカス団だんに拾われたんだ。そこで厳きびしい修しゆ行ぎようを受けたんだけど、ある日気づいてしまう……このサーカス団の裏うらの顔は、暗殺組そ織しきだったってことに！

リアル：わー、すごいヘビーだー。

サイト：真実を知ってしまった僕は、唯一優しかった義母の手引きでそこから逃にげだした。

ＧＭ：で、逃げる途と中ちゆうで、あるギルドに拾ってもらった……って感じか。

サイト：背景はそんな感じ。なお、スキルは……まず《アンビデクスタリティ》を持ち、短たん剣けんと鞭の二刀流にした。《ワイドアタック》で範囲攻撃もできる。攻撃が当たったら、バッドステータスの［毒］と［ノックバック］を与あたえることもできるし、《ポイズンイメージ》というスキルで、それらの効こう果か強度を１することも可能だ。

ＧＭ：［ノックバック］か……それはマズイな……（笑）（と、シナリオに書かれたエネミーデータの数字をチェックする）。




　［ノックバック］とは、受けた対象の【行動値】を低下させるバッドステータスである。




サイト：セットアッププロセスで《ミラージュバインド》を使えば、さらに【行動値】を下げられる。なるべく味方に先手をとらせる形で、ギルドをサポートするつもりさ。

リアル：あたしは【行動値】４なんで、かなり助かりそう！（笑）

サイト：バッドステータスの他に《スティール》で敵の懐ふところからヒョイとお宝たから……ドロップ品をゲットすることも可能。

ジャック：おお、お宝ゲット！　すばらしい！

エルリッタ：ガチャの財源になる！（笑）

サイト：右手武器は、【行動値】に＋２される伝承武具のダガーを持った。名前は〝ハイスピードスカイ〟！　左手武器はファインウィップだよ。ただ、こちらはスロットを三つ空けた。

ＧＭ：三つも穴あなが空いてるのか！　ああ、それでバッドステータスを付与したのね。

サイト：そのとおり。こっちには毒のクリスタル、ノックバックのクリスタル、これらの効果強度を上げる侵しん蝕しよくのクリスタルを入れた。スキルも含ふくめると、強度は最大４までいく。

ＧＭ：［毒（４）］ということは、クリンナップに20点ダメージかよ……（笑）。エネミーが《バッドステータス無む効こう》持ってても20点受けるわけで……えげつねえな……。

サイト：あ、このファインウィップの名前は〝しびれくらげ〟で。




　なんでやねん。




サイト：ほら、［毒］やら［ノックバック］が付いたしびれる鞭ってことで（笑）。

リアル：短剣との名前のギャップが……（笑）。

ジャック：〝ハイスピードスカイ〟と〝しびれくらげ〟……ちがう言語を使っているあたりが、逆ぎやくにカッコイイ。カッコイイ。カッコイイです、はい。

サイト：防具は、回かい避ひが１点上がり【物理防御力】が＋３される種族アイテムのヒュリンバンダナを採用。胴部防具はパッデッドアーマー。補助防具はクイックバンド。装身具はシーブズツールです。自己紹介は以上！　よろしくね！



















　　　　＊　＊　＊




●ギルドの成長

ＧＭ：次はギルドの成長だけど、レベル上がらず。ギルドサポートに変更はないね？

リアル：はい。《蘇そ生せい》《防ぼう衛えい部隊》《目め利きき》で、すべて持っていきます。

サイト：ちょ……《祝福》はまだしも《陣形》もないのっ!?（笑）

エルリッタ：大丈夫。代わりに《防衛部隊》がある。防御力が上がって安定度抜群。ふふ。

サイト：だ、大丈夫かなあ……（笑）。




●マテルの行動について

ＧＭ：では、プリプレイのラストだ。前回、マテルは戦闘になると勝手に行動するって仕組みだったけど……。

エルリッタ：今回はそれがなくなる？

ＧＭ：いえ、表がバージョンアップしました（と、表を見せる）。

[image: ]

リアル：（表を見て）「おどる」とか「つかれた」とか……前より行動が読めない！（笑）

ＧＭ：ただ、フェイトを使うと、出した出目をずらせるようになった。これにより、ある程度、マテルの制御が可能になった。素晴らしい。

リアル：でも、そのフェイト１点が、生死を左右する気がして怖こわい……（笑）。

ＧＭ：うひひ（笑）。さて、これでプリプレイを終しゆう了りようしてオープニングに入ろうか！
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◆Opening01◆不死鳥、動く




〝ハンマーヴィルの獣〟によってもたらされる犠ぎ牲せいは日に日に増ましていた。

　後手に回る対たい応おう、張はり巡めぐらせた対たい策さくをかいくぐる〝獣〟の動き。人々は同盟に不信感を募つのらせている。パリス同盟評議会の焦あせりと苛いら立だちは、ピークに達していた。




ＧＭ：オープニングフェイズを始めよう。最初はマスターシーンだ。マテルを救出して数日後のことだ。その間にも、〝ハンマーヴィルの獣〟による被ひ害がい者しやは増え続け、すでに八〇名を超こえているらしいが───。

リアル：う、そんなに……。

ＧＭ：うむ。パリス同盟も当然、指をくわえて見ているだけではない。被害を少しでも減らすべく大量の冒険者を雇って警けい戒かい網もうを張はったり、軍を派遣したりと対策に追われている。

ジャック：……でも、ただの人間が敵かなう相手じゃないさ。

ＧＭ：そうだ。〝獣〟は各地に出しゆつ現げんし、人間たちを翻弄している。東を警戒すれば西に現われ、北に向かえば南に。軍を派は兵へいすれば姿を見せず、後こう退たいすればまた出現するといった有様だ。

エルリッタ：……〝ハンマーヴィルの獣〟は、ずいぶんと頭がよいのね。

ＧＭ：だね。これらの醜しゆう態たいの結果、パリス同盟の評議会も権けん威いも絶ぜつ賛さん失しつ墜つい中だ。

サイト：とはいえ、手の打ちようもない感じだね。

ＧＭ：……さて、舞台はパリス同盟の評議会の一室となる。机つくえの上には手紙が山と積まれている。そのすべてが「同盟はなにをしているんだ！」という失望交まじりのクレームだ。

リアル：クレーム対応の人たち、大変だ……。

ＧＭ：評議会のメンバーに加え、そこに同席しているのはギルド〝フェニックス〟の面々だ。ギルドマスターをはじめ、ジョンの姿もある。

ジャック：く、ジョン……妙にえらそうなポジションに……。

ＧＭ：屈くつ辱じよくにふるえる議会の面々を眺ながめ、〝フェニックス〟のギルドマスター……五〇歳ほどの威い厳げんがある男は、自信ありげに話す。「やはり、今のようなやり方ではあの〝獣〟を討伐するのは至難でありましょうな」

エルリッタ：ちょっと皮肉っぽい（笑）。

ＧＭ：だね。しかし、その言葉に評議会のメンツは返す言葉もない。「戦力の逐次投入は愚かなこと。情報を一括で管理し、戦いに必要なデータをそろえ、武具を選定し、そして統制のとれたチームでこれに当たること。これができるのは───」

エルリッタ：（評議会のメンバーになって）「貴公のギルドである、と？　たしかに昨さつ今こんの活躍は聞いている。だが、その一方で批ひ判はんの声もあるようだが？　依頼料の高さに加え、あまりに効率的に、そして機械的に物事を進めて暖かみが感じられない、と」

ＧＭ：「それが、確実な依頼の達成に繫つながるのです。これは鍛冶師を中ちゆう核かくに据すえた、我々にしかできぬこと。我らが生み出した神剣は、必ずやかの〝獣〟を仕し留とめましょう。さすれば、人々の考え方も変わる。あなた方も我々のやり方を認めざるを得なくなる」

エルリッタ：……なにか恨みでもあるような言い方。

ＧＭ：恨みじゃあない。ただ、彼は鍛冶師が裏方であるという世間の認識に忸じく怩じたる思いがあってな。評議会の面々は、尊大な態度が面白くないのか……視線を外してそれこそ皮肉げに言う。「……貴公らの生み出す剣が、神剣選定会にて選ばれることを心より願っていよう」

リアル：皮肉だ！（笑）

ＧＭ：「必ずや───」マスターは一礼したあと、傍かたわらのジョンに言う。「……ジョン、任せたぞ。すべてはお前にかかっている」その言葉にジョンは力強く頷き、まっすぐに前を見み据すえ、つぶやいた。……では、このセリフをシーンの締めとしよう。「もちろんです。亡なき先せん輩ぱいのためにも、必ずやり遂とげます───」

ジャック：ジョン───っ、俺は死んでるけど死んでね───っ!?（一同爆笑）







◆Opening02◆マテルの決意




　マテルが救助されてから数日が経った。

　ハンマーヴィルへと帰ったあの日より、マテルの工房からは昼ちゆう夜や問わず、熱した金きん属ぞくを打つ音が響ひびき続け、それは決して途絶えることがなかった。

　それはどこか、マテルの執念のようなものを感じさせた。




ＧＭ：さて、次は〝アイテムマスターズ〟のシーンだ。サイト以外の三人が登場だな。

リアル：はーい！

ＧＭ：マテルを救出してから数日。マテルは工房に籠もって、神剣選定会用の武器を作っている。キミたちは、そんなマテルの激げき励れいに来る……そんな場面だ。

リアル：……あれからずっと籠もってるの？

ＧＭ：うむ。救出されてからずっとね。工房からはずっと〝カーンカーン……〟という音が鳴り響き、それが止むことはない。

ジャック：気合いが入ってるなあ。

ＧＭ：〝カーンカーンカーンカーンカーンカーンカーンカーンカーンカーン！〟

エルリッタ：気合い入りすぎだろ！（笑）

ＧＭ：〝カーンカーンカーン……〟

一同：…………。

ＧＭ：〝…………ドォオオンっ!?〟

一同：爆ばく発はつしたっ!?

リアル：えええええっ!?　慌あわてて工房へ行く！　マテル……！

ＧＭ：ＯＫ。キミたちが工房に駆かけ込こむと、壁かべは焼やけ焦こげ、武器やクリスタルの素材も床ゆかに散らばっていた。そんな中、マテルは大の字になって空を見上げて倒れている。

リアル：マテルに駈かけ寄よる！　マテル！

ＧＭ：マテルは数秒呆ぼう然ぜんとしたあと───「あははははははっ！」

リアル：……っ!?

ＧＭ：彼女はぐるんと上半身を起こし、笑顔のまま言った。「やー、失敗しちったー」

エルリッタ：……し、失敗って……剣を鍛えていてなにをどうしたら爆発するのか……。

ＧＭ：いや、今はオリジナルのクリスタルを作成している最中だったようだ。で、なにか素材の調合に失敗、大だい爆ばく発はつを起こしたという。なお、彼女は全くの無傷だ。

一同：お、おお……（笑）。

ＧＭ：なお、マテルはひとしきり笑ったあと、預けていた剣を無造作にリアルに渡す。抜けばわかるんだが、剣はどこか淡い光を発し、前とは別物に仕上がっている。「……刀身にオリハルコンをコーティングした。つまりぃ……」彼女は、専せん門もん用語を駆く使しして、それがいかなる仕組みであるかを説明してくれるんだが……ようするに、〝ハンマーヴィルの獣〟に対して、より有ゆう効こうになるはず、とのことだ。

リアル：ありがとう、マテル！

ＧＭ：「でもそれだけじゃだめだ。新型のクリスタルを完成させて、その剣に装着すれば、さらに強くなる。ま、今は素材が足りなくて失敗ばかりだけどな！」

リアル：……あの、そのクリスタル、はめても平気？　危あぶなくない？　爆発しない……？

ＧＭ：「大丈夫だ！　今、クリスタルを安定化するための素材を別の国に発注している！　もうそろそろ届くはずだ！」

エルリッタ：安定化のための素材……なるほど、改善策はあるわけね。

ＧＭ：「───そう」彼女はすっと眼めを細め、つぶやくように言う。「……〝ハンマーヴィルの獣〟は、普通の剣じゃ殺せないから」

リアル：マテルが真ま面じ目めな顔になった。

ＧＭ：「あいつは……七年前に出現して多くの被害を出し、姿を消した。あの時、ピクニックに連れて行ってもらった時のことは覚えてる……その後のことも……」

リアル：…………。

ＧＭ：「あの時、あたしのおとーさんが作った剣が完成したものなら、リアルのパパとママも死なずにすんだ。あの剣が完全であったなら───」

一同：え？

ＧＭ：……当時、マテルの家とリアルの家は家族ぐるみのつきあいをしており、父親同士は親友だったんだ。七年前のあの日、リアルの父親が持っていた剣は、実はマテルの父が鍛えたものだったんだよ。それは被害を出し始めていた〝獣〟を倒すためにも作った剣だった。しかし、結果は知ってのとおりだ。リアルの両親は〝獣〟と戦って生命を落とし……その時、自分の技術の敗北を痛感し、マテルの父親は鍛冶師を引退してしまったという。

リアル：そうなんだ……。

ＧＭ：「……だから、剣は必ずあたしが完成させたいんだ」マテルはさっきの爆発で散らかった室内を片付け始めつつ、視線を合わせることもなくそう言った。

リアル：うん。あたしが必ずお父様たちの仇かたきをとるよ。マテルの剣で。

ＧＭ：すると、マテルはにっこりと笑い───「おう、がんばれ！」再びアホの子になる。

リアル：おう、がんばるぞ！　と、マテルのノリに合わせる（笑）。

ＧＭ：「そうか、さすがは親友だ！　あははははは！」

ジャック：微笑ほほえましき光景だ。

ＧＭ：「それにしても、そろそろ素材が届く時間なんだけど……遅おそいな……」彼女が、そう告げたところでシーンを終了しよう。







◆Opening03◆鮮せん血けつの獣




　ごとごとと車体を揺らしながら、山道を馬車が進む。

　幌ほろ馬車のうしろからついていく小さな荷馬車には、依い頼らい人にんの元に届けられる予定の、さまざまな素材が入った袋ふくろと……ひとりの少年が乗っていた。




ＧＭ：さて、次はサイトのオープニングシーンとなる。サイト以外のＰＣは登場不ふ可かだ。えーと、サイトは生まれ育ったサーカスから脱走し、拾ってくれた小さなギルドに加わっているんだったな。

サイト：そうそう。そして今は、ギルドが受けた任務を遂行中。隊商の護衛をしながら一路、ハンマーヴィルを目指しています。

リアル：ああ、マテルが言ってた素材を……。

ＧＭ：だね。隊商はハンマーヴィルからそう遠くない山中を移動中。ギルドメンバーは複数台の馬車に分乗、緊急事態にはいつでも飛び出せるよう、各々が精神を研ぎ澄ましているね。

サイト：まあ、緊急事態がそんな簡単に起こるわけもな……。

ＧＭ：と、そんな時だった。……急に馬車が、ガクンと揺れて停止した。

サイト：あれ？（笑）

ＧＭ：……ややあって。サイトが乗る馬車の幌から、ギルドマスターの青年が顔を覗のぞかせ、声をかけてくる。「……まいったな。おい、サイト。ちょっと来てくれ」

サイト：はいはーい！　ひょいと荷台から降おりる。

ＧＭ：降りてわかるが、馬車はみんなその場に止まり、渋滞している状態だ。先頭の馬車の先の道は左に折れており、先の方は見えないんだが……。

サイト：なんで馬車が止まったんだよ、マスター。

ＧＭ：「この先の山道をふさぐように、でかい木が折れて倒れていてな。ありゃ、通れないわ。俺たちでどかしに行くぞ。力仕事は、俺おれたち男の担たん当とうだ」

サイト：ええ～っ!?　僕は頭ず脳のう労働派はだよ!?　幻影使いのマジックシーフだよ!?　そんな筋肉使う労働なんてボクのやることじゃ……。

ＧＭ：「晩飯抜きな」

サイト：なにやってんだ、マスター。早くその邪魔な木をどかしに行こう。

ＧＭ：「前向きな協力に感謝するぞ、サイト」彼は苦笑いしながら、歩き始める。

サイト：僕もそれについて行く

ＧＭ：そして、渋滞する馬車の脇をすり抜け。左に曲がった山道の少し先を見据えて……げんなりした。それは、想像以上の巨木で───。

サイト：……………………がんばろう。

ＧＭ：マスターは、振り返ってギルドメンバーたちに向かって声を上げる。「少し時間がかかりそうだ！　飯の準備してくれ！　食事を取ったら、夜になる前に一気に山を降りる！」

ジャック：（ギルドメンバーになって）「了解！」「ははは、サイトくんがんばってー！」

サイト：く……（笑）。でも、暖かな仲間の声援にどこかほのぼのしよう。

ＧＭ：（笑）。さて、山道をふさぐ巨木を撤てつ去きよするのには、小一時間ほどかかった。陽も落ちかけ、鬱蒼としげる木々の葉に遮られた山道は、すでに薄暗い。キミたちは力の限りを尽くし、障害物を取り除くことに成功した。ほら、《ボルテクスアタック》だの《バッシュ》だの《スマッシュ》だの……（一同爆笑）。

サイト：おかしい……適てき任にん者しやは他にいたはず……ぜえぜえ、と仰向けになって転がります。

ＧＭ：「よーし、よくがんばった。戻もどろうぜ、サイト。マリアがきっとうまいカレーを作っているはずだ」

サイト：マリアって誰。

ＧＭ：マリアは、ギルドのアコライトで、ギルドマスターの恋人だ。ちなみにギルドマスターはこの任にん務むが終わったら、マリアと結けつ婚こんし、冒険者を引退することも考えている。

一同：……………………。

ジャック：あの……（笑）。

サイト：マスターに言おう。そろそろマリアさんと結婚するんでしょ。おめでとう！

ＧＭ：「どうした、急に？　ま、とにかく、ありがとよ」と、彼はサイトの頭をなでて……山道の角から見える、仲間たちが起こしたであろう焚き火の灯りへと向かう。

サイト：おいていくなよー、と小走りにあとをついて行……。

ＧＭ：……ついて行こうとして、いきなり足を止めたマスターの背中に突っ込む。

サイト：うわっ。急に止まるなよ！

ＧＭ：「───サイト」彼の声は緊きん張ちようしている。「なにか、嫌な雰ふん囲い気きを感じないか？」

サイト：え？

ＧＭ：「……マリア！」ギルドマスターは、曲がった山道の向こうにいるであろう、婚約者の名を呼ぶ。しかし、その声に返事はない。それどころか、仲間の誰だれからも反はん応のうもない。

サイト：ちょ……。

リアル：…………。

ジャック：（展てん開かいの先が読めた顔で）これは……ひどい。

ＧＭ：ちがうんだ。

サイト：なにがっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：ここまでするつもりはなかったんだ。サイトの設定にあわせて演出をしていたらこんなことに！　ほら、シナリオには「大変な目に遭あう」としか書いてない！（一同爆笑）

サイト：じ、じゃあ……おそるおそる、山道の角から顔を出して……覗のぞき込こむ。

ＧＭ：最初に目に入ったのは、焚き火の灯り。火にかけられていたであろう鍋は地面に転がり……煮に込こまれた野菜がぶちまけられているのが見えた。しかし、その香りを塗りつぶすように、あたりに充じゆう満まんしているのは……血の臭いだ。

サイト：こ、これはっ!?　僕は〝しびれくらげ〟を手に戦闘態たい勢せいをとる。

ＧＭ：そんなサイトを、マスターは手で制せいした。「……お前は前に出るな。ここから逃げろ」

サイト：な、なにを言っているんだよ！　僕だって一人前の冒険者だよっ!?

ＧＭ：「わかっている。一人前だからこそ、お前に頼みたいことがある。冒険者として、受けた任務は最後まで果たさなければならない」彼は懐ふところから小さな革かわ袋ぶくろを取り出した。

サイト：こ、これは……？

ＧＭ：「今回の任務……頼たのまれた品の一部だ。これを、ハンマーヴィルのマテルという鍛冶師に届けてくれ」

サイト：な……なんで僕が行かなきゃならないんだよ！

ＧＭ：「冒険者ならば、任務を果たさないとな」視し点てんは隊商の方へ向けたまま、告げる。ふいに煌こう々こうと燃える焚き火の光を、なにか巨大なそして四足の獣のシルエットが遮さえぎった。

リアル：〝ハンマーヴィルの獣〟……？

ＧＭ：「サイト、頼む。これを依頼主まで届けるんだ。この素材は〝ハンマーヴィルの獣〟を倒す武器を作るのに必要な素材らしい」

サイト：じゃあ、マスターも……。

ＧＭ：彼は、ぽんとサイトの頭を優しく叩き、言った。「……俺は一緒に逃げることはできない。マリアが、まだあそこにいるからな」

サイト：…………。

ＧＭ：「あと、これも持って行け」彼は自分が巻いていたバンダナを外して差し出した。

サイト：……なにこの形見分けっぽいのは……ああ、じゃあ、これが僕の装備しているバンダナって設定にしよう……。

ＧＭ：視線の先にいるのは、闇やみを纏った四足の獣の姿。そのシルエットはあまりに巨大で、形だけなら虎とらとも狼おおかみとも見て取れる。ギルドマスターは剣の切っ先を持ち上げて声を上げた。「……サイト、行け！」

サイト：悲鳴を飲のみ込こんで……叫ぶ。わかった！　でも、必ずあとで合流してくれよな！　そう言って、走り出す……!!
















ＧＭ：「わかってる！　また、あとでな！」マスターは〝獣〟から視線を外さぬまま、次第に遠ざかるサイトを気配で追った。やがてそれが感じられなくなった時、彼はひと言だけこうつぶやいた。




「───すまんな」







　　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ




◆Middle01◆訪ほう問もん者しやたち




　その日、マテルの工こう房ぼうは不ぶ気き味みなまでに静かだった。

　毎日昼ちゆう夜や問わず、軽けい快かいに響ひびいていた金かな鎚づちの音はなく、静せい寂じやくが周囲を支配する。

　マテルが不ふ在ざいというわけではない。

　なのに、騒そう音おんが鳴らないのは、天地が裂さけてもありえない異い常じよう事じ態たいと言えた。




ＧＭ：ミドルフェイズの最初のシーンを始めよう。サイトがリアルたちと合流するシーンだ。他ほかの三名は登場しているものとして、サイトは好きなタイミングで登場してほしい。

サイト：お、了りよう解かい。

ＧＭ：さて、場面は再ふたたびマテルの家だ。事実上、ここの工房がキミらのギルドの本拠地だからな（笑）。だが、今日の工房は、いつもとなにかがちがう。神剣選せん定てい会かいを前に、マテルはずっと工こう房ぼうに閉じこもっているのだが……とても静かだ。剣を叩く金鎚の音が、しない。

リアル：あれ？　工房に入ってみよう。

ＧＭ：工房の中に、彼かの女じよがいた。ふたつ並べた金かな床とこの上に剣を置いて即そく席せきの椅い子すを作り、その上に足を組んで座っている。うん、めちゃくちゃ不ふ機き嫌げんな様子だ。

ジャック：おいおい、どうした？　不機嫌そうな顔をしてるな。

ＧＭ：「ジャック！　腹はらが減へった！」

ジャック：腹が減った？　それで不機嫌なのか。ほらここにハイＭＰポーションがあるぞ。それともこっちのハイＭＰポーションがいいか？　さらにハイＭＰポーションもあるぞ？

ＧＭ：「おまえ、バカだろう」

ジャック：お、お前っ!?（一同爆ばく笑しよう）

リアル：あ、マテル。セバスチャンに焼いてもらったお菓か子しがあるよ。

ＧＭ：「さすがリアル！」彼女はお菓子に飛びつき、いつもの笑え顔がおのマテルになった。

リアル：ふー、よかった。

ＧＭ：さて、もらったお菓子を食べつつ、彼女は不機嫌の理由を明かす。「遅い。実に遅い。一昨日おとといには届くはずの〝素そ材ざい〟が今日になっても届とどかないっ」

リアル：つまり？

ＧＭ：「このままじゃクリスタルが作れない。つまり四日後の神剣選定会に間に合わない」

ジャック：大変じゃないか！

エルリッタ：……あと四日。仮かりに素材が来たとして、作成には何日かかる？

ＧＭ：「マテルの力量があれば、一日で十分だっ！」

サイト：……間に合ってくれなくちゃ困る。と、言いながらここで登場しよう。マテルっていうのはキミか？

ＧＭ：「誰だれだお前は！　不ふ審しん者しやか！」

リアル：ま、待って待って！　お客さんだから！（笑）

サイト：キミに届とどけ物ものがあって来た。僕ぼくの名前はサイト。〝マジック〟サイトだ。

ＧＭ：見れば工房に現われたその少年は、全身がぼろぼろだった。衣服は泥にまみれ、破れ、露ろ出しゆつした肌には血がにじんでいる。

リアル：とりあえず、手当を！

サイト：いや、大丈夫。山道を転んだとか……そんな傷だから。それよりもこの依頼の品を受け取ってくれよ。〝獣〟を殺すのに必要なんだろ？　仲間の仇を……取ってくれ。……と、マスターに託たくされた小こ袋ぶくろを渡わたす。あと、ここに来る途と中ちゆうの山中で〝獣〟に襲おそわれこと、そのために期日に遅おくれたという事じ情じようを説明する。

ＧＭ：「つまり仲間を残してキミだけ先に逃にげだしたんだな？」

サイト：くっ！（笑）　自分の無力さをこの女につつかれている気がする！（笑）

ＧＭ：さて、そんなサイトをよそに、マテルは袋ふくろの中身をあける中身を確認する。袋からは、蒼あお白く輝く鉱こう石せきの欠片かけら……いや、砂が出てきた。砂すな粒つぶよりも少し大きめな感じかな。

リアル：綺き麗れい……。マテル、これは？

ＧＭ：「これはスターサンド。異界の狭はざ間まにあるとか言われる、希少価値の高い鉱物だぞ。まあ、効こう果かさえあれば他のことはどうでもいいぞ」

ジャック：おおざっぱだな、おい。

ＧＭ：ここでリアルは、ふとこの光を過か去こに見たことがあるような……そんな気がした。そこでおもむろに、過去がフラッシュバックする。




　それはリアルの幼おさなき日に鍛冶師の工房で見た光景───。

　彼女の眼めには、工房の主あるじであるマテルの父と、リアルの父の姿すがたが映うつる。なにか、わからない言葉で相談しながら、おもむろにマテルの父がふしくれだった手を開いた。

　手の上にあったのは、蒼白く光る砂だった。

「……これはスターサンドと言ってな。すごい力を持つ鉱石なんだ」

　マテルの父はリアルの頭を優しくなでながら、言葉を続ける。

「スターサンドと、オリハルコン。そして───」

　リアルの父が静かにうなずいて言った。

「ああ、これであとひとつの問題をクリアすれば完かん璧ぺきだ」




ＧＭ：……そんなところで、リアルは、過去の記憶の幻げん視しから覚めるんだ。

リアル：思わずはっとして言うよ。あたし、それと同じやつを前に見たことある。マテルのお父さんに、見せてもらったことがある。これと同じ砂で、スターサンドって言ってた。

ＧＭ：「おう！　これがあれば〝獣〟を倒す剣が作れる……はず」

ジャック：微妙に自信なさげだな、おい。

リアル：うん。あの時も、おじさまたちは「あとひとつあれば」って言ってた。たぶん、あとひとつなにかが必要なんだと思う。

ＧＭ：その言葉を聞いた瞬しゆん間かん……マテルの目が〝くわっ!!〟と見開いた。

リアル：びくうっ！

ＧＭ：「話せっ!!」（とリアルの首を絞しめる仕草）

リアル：ちょ、ちょっと待って、ちょっと待ってっ!?（笑）

ＧＭ：「いいから、落ち着いて話せぇ────っ!!」

エルリッタ：お前が落ち着けぇ────っ！（一同爆笑）




　マテルの懇こん願がん（脅きよう迫はく？）を受け、懸けん命めいに思いだそうと努力してみるリアル。

　しかし結局、彼女の過去の記憶からは、「もうひとつなにか〝獣〟を倒す鍵かぎらしきものがあるのではないか？」という以上のことはわからなかった。




ＧＭ：「むー、役に立つような、立たないような」

リアル：ご、ごめん（笑）。ともかく、スターサンドを届けてくれてありがとう。

ジャック：ははは。喉のどは渇かわいていないかい？　ハイＭＰポーションと、ハイＭＰポーションと、ハイＭＰポーションがあるぞ。

エルリッタ：それはもういいから。

サイト：リアルに向かって言おう。キミたちのギルドは〝ハンマーヴィルの獣〟を倒しに行くんだな。なら、僕を仲間に入れてくれないか？

リアル：仇かたき討うち、か？

サイト：……そう、仇討ちだ。みんないい人だった。ギルドマスターは頼もしかったし、マリアさんのカレーはすごくおいしかった。

リアル：しんみり。

サイト：お願いだよ！　シーフがいないならなおさらだ……っ！

一同：なぜ知っているっ!?（一同爆笑）

サイト：どう見てもシーフっぽい人がいないし。

ジャック：シーフがいないというよりは……このパーティ、見た目だけ言えばウォーリア、ウォーリア、ウォーリアって感じのギルドだしなー（笑）。

サイト：幻げん影えいを使った僕のシーフの技ぎ術じゆつは、きっとみんなの役に立つはずだ！

リアル：ありがとう。でもね、技術がどうあるとかじゃない。〝ハンマーヴィルの獣〟を倒したい、っていうその気持ちだけで、もうあたしたちの仲間の資格はある。

ジャック：おお、かっこいい。

リアル：一いつ緒しよに〝ハンマーヴィルの獣〟を倒そう。

サイト：リアルさんだっけ。ありがとう。恩おんに着るよ！

ＧＭ：ということで、サイトはここからギルド〝アイテムマスターズ〟のメンバーとなる。

エルリッタ：ウェルカム。

ＧＭ：〝アイテムマスターズ〟が新たな仲間を迎むかえ入いれ、場が盛り上がってる時だ。「……へえ、なかなかいい剣を作りましたね」工房の入口の方から声がした。

ジャック：む？　誰？

ＧＭ：「……先輩、お久しぶりです」そこに立っているのはさわやか好青年・ジョンだ。

ジャック：（裏うら返がえった声で）ジョジョジョジョン!?　お、お前、なんでこんなところに来やがったんだ!?　もうお前とわたしはちがうギルドのはずっ!!（笑）

ＧＭ：「先せん輩ぱい！　やめてくださいよ、そんな水くさい」

ジャック：馬ば鹿か野や郎ろう、もう知ってるんだよっ！　あとでみんなから聞いたんだ、わたしは体ていよく追い出されたんだってことをなあっ!?

ＧＭ：「ははは、そんなの初耳ですよ、先輩」澄み切った瞳ひとみで、ジョンは答える。

ジャック：やめろ！　そんな純じゆん真しんな目で見るなあ……っ！

リアル：だめだ、ジョンとジャックの絡からみが面おも白しろすぎて困る。

ジャック：そういえば、みんなは会ったことなかったか？　こいつはジョン。わたしが前に所しよ属ぞくしてたギルドにいた奴だ。

ＧＭ：「ジョンと申します。みなさん、よろしくお願いします」彼は、丁寧に挨拶をする。

リアル：あたしはリアル。よろしく。

ジャック：どうしてお前がここに？

ＧＭ：「あ、先輩の陣じん中ちゆう見み舞まいですよ」彼は、そのへんに無む造ぞう作さに置いてあったリアルの剣を手に取ると、感かん嘆たんの表情で言う。「……本当にいい剣ですね。うちのギルドが作ったものと、ほぼ互ご角かくのでき映えです。こっちは鍛冶師三〇人以上で開発しているのに……マテルさんひとりで、これはすごい」

リアル：お、多い。まるで工場みたい。

ＧＭ：「それでも、この一ひと振ふりに比ひ肩けんしうる剣が、果たして何本あるか……あなたは大変すばらしい鍛冶師をお持ちのようだ」彼はにこりと笑い、リアルに剣を返してくれる。「この剣ならば十分、選定会で神しん剣けんと認定されるでしょう」

リアル：ライバルのお墨すみ付つきが出た！

ＧＭ：そして、剣を返す間ま際ぎわに呟つぶやく。「オリハルコンのコーティングに……そちらの素材の輝かがやき方は……へえ、スターサンドですか。それに、呪詛の武具も───」

エルリッタ：え？

ジャック：見られた！（笑）

エルリッタ：「陣中見舞いと言いつつ、スパイなんじゃねぇか？」とアリオが言う（笑）。

ジャック：いやいやいやっ、わたしも色々思うところはあるが、ジョンはスパイなんて腹はら黒ぐろいことをするような悪い奴じゃないと信じている！（笑）

ＧＭ：「そうそう、大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。剣を見られて、素材がバレたくらいじゃ、あたしのまねなんかできないから」マテルは、スターサンドの品質をチェックしながら言う。

リアル：それもそうだね！（笑）

ジャック：謎なぞの説得力があるな。

エルリッタ：……優ゆう勝しよう候こう補ほの学校からやって来た転校生と、廃はい部ぶ寸すん前ぜんのクラブをやっている主人公、みたいなスポ根ものっぽい展てん開かいだ（一同爆笑）。

ＧＭ：「安心しました。先輩を、よろしくお願いします」ジョンは、リアルに一礼した。

リアル：こちらこそ。もうすぐ選定会だけど、お互たがい正々堂々がんばろう。

ジャック：ジョン。〝ハンマーヴィルの獣〟を倒すのは、わたしたちだ。

ＧＭ：すると、そこだけは不ふ敵てきに笑ってジョンは言うね。「いいえ、僕たちですよ。次は四日後の選定会の場でお会いしましょう」そう告げると、さわやかに去っていく。

リアル：ええ。帰り、お気をつけて。

エルリッタ：……やはり、偵察としか思えない。それはそれとしてあの人、呪詛の武具に興味を示していたけどどういうこと？

ＧＭ：「……〝ハンマーヴィルの獣〟は、オリハルコンのコーティングか……もしくは呪われた武器でしかダメージを与えられない。そういうことだぞ」

一同：そうなのっ!?

ＧＭ：「そしてスターサンドを使った特性のクリスタルもほしいな」当然のように言う。

リアル：は、初めて聞いたよ、マテル……（笑）。

エルリッタ：……マテル。そういえば、私わたしのスニージンガーの呪いを解く方法、ちゃんと鑑定してもらってない。

リアル：なんか〝獣〟を倒すと呪いが解けるとか言ってたような（笑）。

エルリッタ：でまかせに言ってみました。

ＧＭ：え、あ、えー……「〝獣〟を倒すと呪のろいが解とけるわけじゃないぞ。その呪いが浄じよう化かするまで魔獣や魔族を殺し続けること。もちろん、お前がトドメを刺す必要はない。信頼できる仲間が倒すのであればそれでいい」

エルリッタ：なに!?　そうか……じゃあ、いきなり作り笑いを始める。ねえ。リアル………晩ばんご飯はん、一緒に食べない？

ジャック：ひでえっ!?（一同大爆笑）

エルリッタ：……いいの。こういう時は帰りにお好み焼き屋さんに寄よってくもの。

サイト：に、にぎやかなギルドだなあ……と、ちょっと引き気味に……（笑）。

リアル：じゃあ、たまには晩ご飯にお好み焼きともんじゃ焼きの店にいこうか！

ジャック：あるのか、お好み焼き屋っ!?（一同爆笑）




　こうして、選定会用の剣の作成の追おい込こみに入ったマテルを残し、一同はハンマーヴィル一のお好み焼き屋へと向かった。それは、決起集会およびサイトの歓かん迎げい会かいという名目の……いつもの馬鹿騒ぎ。

　鉄板の上で、不思議な液えき体たいが耳に心地よい音を立てながら固まっていく。東方から伝わったという、その謎に満ちた食べ物を前に……サイトは、天に祈いのった。

　───宴会は、日が変わっても続いた。

　花粉症の呪いに怯おびえるエルリッタがくだを巻まき、悪酔いしたジャックがサイトに絡からんだ。楽しげな雰囲気に当てられ、サイトが仲間を思い出してセンチになれば、エルリッタがそれを慰なぐさめる───。

　そんな仲間たちの様子を見ながら……リアルは、微笑ほほえんだ。







◆Middle02◆思い出を辿たどって




　宴会を終えて……その深夜。リアルは自室で物思いにふけっていた。

　かつて自分は父からとても大事な情じよう報ほうを聞いたはず。

　しかし、遠い記憶は蜃しん気き楼ろうのようにつかみどころはなく、ただ時が過すぎるだけ。

　そんな時、彼女が窓まどの外を見ると……。




ＧＭ：では、次のシーンにいこう。舞ぶ台たいはリアルの屋や敷しきだ。さっきの宴会でさんざん盛もり上あがったあと、キミの自室に場面が移うつる。登場はリアルだけだ。

リアル：はーい。

ＧＭ：今こん晩ばんは昔のことが思い出し、物思いにふける夜をキミは過ごしている。

リアル：さっきお父さんのことを思い出したもんね。少し切ない気持ちになる。

ＧＭ：ベッドの中に入っても、心の中になにかが引っかかっている。そのなにかが思い出せるかどうか───難なん易い度ど10の【知力】で判はん定ていしてもらおう。

リアル：うぐっ……!?　ち、【知力】!?

エルリッタ：これは切ない（笑）。

ＧＭ：ふふふ。先ほどの回想シーンの続きが思い出せるかどうか、非ひ常じように重要な判定だ。

リアル：じゃあ、フェイトを１点使って３Ｄにする。いきます…………！（ダイスを振ふる）きゃ───っ!?　ファンブルっ!?　３Ｄなのに１が三つ───っ!?（一同超ちよう爆ばく笑しよう）

一同：おいしいっ!?（笑）

ＧＭ：１が三つ……二一六分の一の確率だよ（笑）。

エルリッタ：（素すに戻もどって）やるなあ、駒こま尾おさん（笑）。

リアル：く、く……（笑）。

サイト：あ。振り直しするならここで登場するよ？　《ミラージュガイド》があるから、シナリオ一回だけど振り直しができるんだ。

リアル：じゃあ、お願い！　ありがとう！

サイト：では、颯さつ爽そうと登場しよう。……カーテンが風に揺ゆれる。いつのまにか窓まど際ぎわに立っていた僕は、一輪の薔薇ばらの花を持っている。───リアルさんに、憂ゆう鬱うつな顔は似に合あわない。そんな時は僕の幻影マジツクで気分転てん換かんでもどうだい？

ジャック：夜中にあやしすぎるだろっ!?（一同爆笑）

リアル：……ま、まあ、今はとにかく昔のことを思い出したいから。

サイト：では、《ミラージュガイド》を使用。リアルさんの過去をイメージした幻影を映うつす。

ＧＭ：すると、当時の楽しかった家族の様子が、リアルの眼がん前ぜんにふわりと浮かぶ。

リアル：じゃあ、その幻影をきっかけに過去のことを思い出してみる。あの時、お父さんとおじさまはなにを言っていたの？　……振り直し！（ダイスを振る）　ああ～出ない～っ!?　３Ｄで６、達成値ち……９で失敗！

ＧＭ：すっごくついてないなっ!?（笑）

サイト：ざ、残念だけど……そんなこともあるさ！（笑）

リアル：も、もうフェイトを使う！（笑）　やけくそだけど振りたい！　１点使って振り直す～っ！（ダイスを振る）　……よし、出たあ！　達成値15で成功！

ＧＭ：うん、ここで情報が手に入らなかった場合、先々厳きびしかった（笑）。

リアル：よかった……（笑）。

ＧＭ：では、リアルが思い出すのは、こんな光景だ───。




　それは七年前のある日のことだった。

　古びた書物やスクロールがたくさん積まれたリアルの父の書しよ斎さいで、彼とリアルの母とが穏おだやかな笑え顔がおで、なにか相談している。

　その内ない容ようは明日に予定していた家族でピクニックについてだった。




リアル：あの時のピクニックの前日なんですね。では、その時のあたしはピクニックが楽しみで、ドアの隙すき間まからこっそり見ていることにします。

ＧＭ：ＯＫ。キミの父が母に向かって話しかける。「家族でゆっくりできるのも久ひさしぶりだ。リアルを喜ばせてやらないとな」彼は日記をつけながら、そう話している。

リアル：ふんふん。

エルリッタ：（リアルの母親になって）「本当にあなたは冒ぼう険けん、冒険でリアルの相手をしてあげてませんからね」

ＧＭ：「すまんすまん。実は今回のピクニックも半分は仕事でもあるんだ。探し物ものがあってな。必要なものはふたつまでは手にした。オリハルコンと、スターサンド。残るは……」

リアル：残るは？

ＧＭ：しかし、その先の言葉は聞こえなかった。

リアル：えぇ～っ!?　そこが知りたいのに！

ＧＭ：「……これが明日手に入れば、我われ々われは〝獣〟を倒す力を得られるだろう」そう言いながら彼はなにかをペンで日記に書かき込こんでいる。

リアル：……そういえばあの時、お父さんは日記になにかを書いていた。あの日記帳、どこにいったんだろう。

ＧＭ：おそらく、日記はこの家のどこかにしまってあるだろう。なお、日記は赤い布ぬのが張はられた表紙で、鷲わしの紋もん章しようが刺し繡しゆうされていたと記憶している。見ればすぐにわかる。

リアル：うん。じゃあ、さっそく探さがす！

ジャック：行動力あるなあ（笑）。

ＧＭ：探すなら、このシーン内で一回判定できるよ。失敗なら翌よく朝あさ、再さいチャレンジできる。難易度は10で【知力】【感知】【幸運】の三つのうちどれかで探してもらおう。

エルリッタ：……？　見つかるのが夜か朝でなにか変わる……？

ＧＭ：うひひ、変わる（笑）。

リアル：【知力】でいきます！　えい！（ダイスを振る）７！　達成値10、成功ー！

ＧＭ：おお、さっきの奇き跡せき的てきな流れはどこに行ってしまったんだ（笑）。では、リアルは地下の倉庫に日記がしまわれていたのを思い出し、無事に発見できた。

リアル：懐かしい……。じゃあ、日記を見てピクニックの前後の記き述じゆつを調べます。

ＧＭ：では、最後に記されたページは、ピクニックに行く前日の夜の日付になっている。そこには記憶の中の父の発言からは聞き取れなかった言葉が書かれている。




「スターサンド、オリハルコンはそろった。残るは───〝天空の炎〟。これが明日手に入れば、我々はあの〝獣〟を倒す力を得られるだろう」




一同：〝天空の炎〟！

ＧＭ：さらに続きもある。「〝天空の炎〟は、古いにしえの遺い跡せきの中で光をたたえ続けているという」

リアル：え？　じゃあ、あのピクニックは遺跡探しでもあった……？

ジャック：そういえば、さっきの回想でも仕事半分って言ってたな。ああ、だからピクニックのシーン、お父さんは騎士甲冑姿だったのか！（笑）

ＧＭ：おお、正解。

エルリッタ：……でも、お父さんは〝天空の炎〟を手に入れられなかったってことね。それにしても、〝獣〟の動きが賢かしこすぎる。リアルの父親は素材を探しに行った時、サイトがいたギルドは素材の運送中に〝獣〟に襲われるとか。

一同：………………。

サイト：………………それ、本当に偶然？

リアル：とにかく〝天空の炎〟のことはマテルに報しらせないと。あと〝天空の炎〟のことを街で調査したい。次のシーンで分担して行動してもいいですか？

ＧＭ：もちろん、ＯＫ。もともと、情報収集のシーンにしようと思ってたんだ。

リアル：では、あたしは朝になったらマテルに〝天空の炎〟の話を伝えに行く。

ジャック：じゃあ、残る三人は〝天空の炎〟の情報収集でいいか？

サイト：うん、僕も情報収集で。シーフだし、【感知】もあるし！（笑）

ＧＭ：了解。じゃあ、以降のシーンは、リアルがマテルに会いに行き、他の三人は情報収集を行なうということで！







◆Middle03◆冒ぼう険けん前の下調べ




　ジャックたち三人は、ハンマーヴィルの町に繰くり出だしていた。

　目的は、〝天空の炎〟や、それがあるという遺い跡せきに関する情じよう報ほうを仕入れることである。

　情報収集には苦戦気味の彼かれらであったが、新戦力の加入により、今回はいつも以上の成果が見み込こまれていた。




ＧＭ：では、ジャック、エルリッタ、サイトの三人による情報収集のシーンの方から進めよう。ハンマーヴィルの町で、色々と聞きき込こみをする感じだね。

サイト：さあ、がんばろう。

ＧＭ：さて、三人は、〝天空の炎〟やそれがあると目される遺跡の周辺の情報を集めるということで。能のう力りよく値ちは【幸運】【知力】【感知】難なん易い度どはちょっと難しくて12だ。なお、ひとつ成功するたびに情報がひとつ出るぞ。

エルリッタ：【知力】だと２Ｄ＋９で判はん定てい。ファンブル以外は成功。（ダイスを振ふる）……成功。

ジャック：【知力】が一番ましだな。２Ｄ＋４で。（ダイスを振る）お、８。達成値12で成功！

サイト：僕ぼくは【感知】だよ。（ダイスを振る）よしっ、９！　達成値14で成功！

ＧＭ：うおっ！　三人とも成功したか！

エルリッタ：（しみじみと）前回はぼろぼろだったからな……（笑）。

ジャック：ダメダメだった前回の情報収集を考えると夢ゆめのようだ！　シーフが入った我々は無む敵てき！　ありがとう！　ありがとう、サイトくん!!　キミは我々の救世主だっ!!（笑）

サイト：あ、うん。そ、そんなたいしたことはしてないよ、と照れる。

ＧＭ：では、町のあちこちで調ちよう査さをした結果……キミ達は三つ情報を入手する。まず共通項こう目もくから。その場所は、ヴェンガルド峡きよう谷こくの方向に存在しているエリア内にあるという（と、地図を拡ひろげる）。
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ジャック：ほほう、まさにピクニックにはよさそうだな。

エルリッタ：……いや、ヴェンガルド峡谷は、魔族や魔獣の巣そう窟くつだったような。

ジャック：ほほう、まさにピクニックにはよさそうじゃないな。

ＧＭ：まあ、峡谷のごく近くってわけじゃないので（笑）。そのエリアには湖がふたつあり、水遊びをする人もいる。また、ごくたまにエネミーも徘はい徊かいするので、それなりに腕うでが立つ人間の同行が推すい奨しようされている場所だ。

エルリッタ：……リアルの場合は、ご両親が冒ぼう険けん者しやだから余よ裕ゆうでピクニックができたわけね。

ＧＭ：だね。では、判定に成功した結果として得られる情報を三つ、解かい説せつしていこう。

サイト：ふむふむ。

ＧＭ：まずひとつめの情報。「遺跡に行くには、この地図の中を任にん意いのルートで進んで探たん索さくする必要がある。そして〝天空の炎〟のある遺跡と目される場所が二カ所ある」

ジャック：目的地の候こう補ほが二カ所！

ＧＭ：そう。つまり「どちらが当たりかはわからない」ということだ。さらにふたつ目の情報だ。「先日、大きな地じ震しんがあり、目的のエリアにはマスとマスの間に亀き裂れつが入って通れない場所がある。そこは徒歩ならば通行できない」んだが……。

リアル：あたし天翼族オルニスだから、飛びこえられるね！（一同爆笑）

ＧＭ：普ふ通つうに飛行能力がないギルドなら、時間をかけて亀裂を迂う回かいする必要があったんだが。リアルが仲間を抱かかえて何往おう復ふくかすればすむよな………くそっ、意味ねー！（笑）

サイト：残念だったね。で、残りの情報は？

ＧＭ：うむ。ある意味大事なのがこの三つめの情報だ。そのエリアは〝ハンマーヴィルの獣〟の被害多発地帯だ。

ジャック：……。〝ハンマーヴィルの獣〟の棲み処が近くにあるとか……？

ＧＭ：さて、どうだろう？　てとこで、手に入る情報はこんな感じだ。

ジャック：あ。ＧＭに質問があるんだけど？

ＧＭ：どうぞ？

ジャック：神剣選定会が近づいているみたいだけど、その場所まで〝天空の炎〟を探しに行って、さらに剣を完成させる時間はある？

エルリッタ：たしかに未完成の剣で選定会で勝てるのか……ってことは気になる。

ＧＭ：まず、選定会は三日後に迫っており、それまでに〝天空の炎〟を得る時間はない。

リアル：や、ヤバイ!?

ＧＭ：そのうえで、選定会では複数の剣が選ばれることになっているんだ。そして、ジョンが言っていたとおり、現状の剣で選定会で選抜されるのはまず確実だろう。

サイト：なら、選定会のあとに〝天空の炎〟を得ることができるんだね。

ＧＭ：そのとおり。

ジャック：ＯＫ。じゃあ、リアルと合流しようか。

エルリッタ：……ええ、マテルの家に向かう。

ＧＭ：うい（笑）。では、三人がマテルの家に向かったところで、シーンを終了しよう。







◆Middle04◆鍛か冶じ師しの死角




　マテルの工房から、金鎚の音が響く。

　少女鍛冶師は、まだ陽も昇のぼらぬうちから剣の作成に精せいを出していた。

　───リアルは苦笑しながらそれを聞き……そして、その気配に気づく。

　視し線せんを上方に向けた時、彼女は驚おどろきに目を見開くことになった。




ＧＭ：では、マテルの工房に向かったリアルのシーンに入ろうか。リアルが自宅を出て、マテルの工房に顔を出したのはまだ薄うす暗ぐらい時刻だ。そして、いつものようにハンマーの音が響いているのを聞こえてきて……。

リアル：お、もうやってる。

ＧＭ：……そして、朝の街の景け色しきの中に、どこか違い和わ感かんを覚えた。さあ、【感知】の判定を振ってもらおう。

リアル：判定っ!?　敵襲かなにか!?　そんな気がしたんだ───っ!!　あたし、２しかない！（一同爆笑）

ＧＭ：大丈夫、難易度は８だ（笑）。

リアル：それなら……えいっ！（ダイスを振る）　……あああ～っ！　あ、危あぶなかった～！　７だから、達成値９で成功！

ＧＭ：おお、成功した。では、マテルの家に着いたキミは……唐とう突とつに周囲の景色に違和感を覚え、ふと視線を上げると、彼女の家の屋根の上に何人かの人ひと影かげを見つけた。

リアル：ダッシュで工房に向かうっ!!（笑）　マテル！

ＧＭ：うい（笑）。では、キミはマテルの名を呼びながら工房へと飛とび込こんでいく。最初に見たのは、庭……工房の中央で一心不乱に剣を叩くマテルの姿。次に気づくのは、家の屋根の上から忍者装しよう束ぞくをまとった連中が短刀を抜き、今まさに工房に飛び降りようとしている姿。

ジャック：ニンジャっ!?

ＧＭ：なお、マテルは一いつ心しん不ふ乱らんに作業中で、この状じよう況きように気づいていない。口もとと顔を布で隠したクセ者たちは、短刀を握にぎりしめて一斉にマテルめがけて頭上から飛びかかった!!

リアル：わ、わっ!?　か、《カバーリング》するっ!!

ＧＭ：だよね！　【敏びん捷しよう】の判定に成功したら割わり込こめる。

リアル：うぐぅっ……!!（一同爆笑）

ＧＭ：なお、難易度は８。

リアル：よ、よし、それなら……！（ダイスを振る）10、達成値14で成功っ！

ＧＭ：襲撃者の短刀がマテルの後頭部に突つき立つ直前、キミは剣を引き抜き、割り込んだ！

リアル：マテル、危なーいっ!!
















ＧＭ：……よかったなあ。この場に居い合あわせたのが、《カバーリング》を持っていないＰＣだけだったら、無残なことになっていた（一同爆笑）。

ジャック：ほ、本当によかった！　《アフェクション》を使うような展開になっていたら、絶ぜつ望ぼう的てきに不利な展開になっていた！（笑）

リアル：最悪の事じ態たいは免まぬがれた！




　なお、《カバーリング》がないＰＣでも［かばう］ことは可能という設定である。

　ただし、その場合は割り込む判定の難易度が、14まで跳ね上がる予定だった。

　さらに説明すれば、リアルの父の日記帳の捜索が朝になっていた場合、マテルを助けることができなかった。




ＧＭ：さて、キミはマテルを《カバーリング》したため、襲撃者からのダメージがそのまま入る。ダメージロールは４Ｄ＋38だ。（ダイスを振る）おお、めちゃくちゃ出目がいいぞ。18だから、46点の物理ダメージ！

リアル：ちょっ……でかっ!?　でも、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】が29点あるから17点ダメージです。

ＧＭ：さすがに堅かたい。いい武ぶ具ぐをつけているな。落下しつつ次々と繰くり出だされた攻こう撃げきがキミの剣と盾に阻はばまれる。クセ者たちは着地と同時に後方へバックステップし、リアルと距きよ離りをとって対たい峙じした。相手は一〇人ぐらいの集しゆう団だん、つまりはモブだ。

ジャック：この流れは戦せん闘とうか!?

ＧＭ：いや、このシーンはそこまでの事態にはならない。このイベントの目的は、マテルが大おお怪け我がをするかどうか……それを判定することだ。

ジャック：そうか、それは剣の完成に大きな影響が出て、展開が変わってくるな。

ＧＭ：なお、向こうはプロの戦闘集団。奇襲に失敗したことを悟さとると、リーダーらしい奴が指ゆび笛ぶえを吹ふき……それを合図に彼らは退しりぞいていく。

リアル：……危なかった。マテル、大丈夫？

ＧＭ：〝かーん、かーん、かーん〟　マテルは一心不乱に作業していた。

リアル：…………。

一同：…………。

ＧＭ：〝かーん、かーん、かっ……〟「……お？　リアル、早起きだな！　おはよう！」

一同：気づいてなかったんかいっ!?（一同爆笑）

ジャック：どんだけ集中してたんだよ!?

サイト：本当に天才タイプ……北島マヤみたいな人だ。

リアル：お、おはよぉ……（笑）。

ＧＭ：「どうした!?　血が出てるぞっ!?」

リアル：なんか疲つかれたよ……心が……（笑）。

ＧＭ：「そうか！　たいへんだな。ところで傷きずは深いぞ！」

リアル：……だいぶ痛かったよ……。

ＧＭ：「そうか！　気にするな！」

リアル：わかった、気にしない……（笑）。

ＧＭ：「よし、とりあえず、傷の手当が先だな！」と、マテルによって包帯ぐるぐる巻きにされて───そこで、リアルはあることに気づく。

リアル：あること？

ＧＭ：この空間、微妙に生なま臭ぐさい匂いが残っている。

リアル：生臭い？

サイト：つまり、魚人……？

エルリッタ：……前回のギルマンの仲間？　まだマテルを狙っている、ということ？

リアル：だとするなら、油断はできない……。

ジャック：……まさに「刀鍛冶の用心棒」になってきた。

ＧＭ：ふひひ。では、本格的な手当をするべく、リアルとマテルが家の中に入ったところでシーンを終えよう。なお、街に出ていた三人がマテルの家に戻ってきたのは、お昼を過ぎた頃だった───。







◆Middle05◆母の依い頼らい




　マテルの家へと戻ったジャックたちは、あっけにとられた。

　手に入れた情報を一刻も早く、我らがギルドマスターに伝えること───。

　そんな意識は、それを見た瞬間、どこかへ吹き飛んだ。




ＧＭ：さて、このシーンの舞ぶ台たいはマテルの家となる。情報収集を終えた三人がやってきたところから始めようか。

リアル：マテルの手当を受けて、みんなを待っている……（笑）。

ＧＭ：うい（笑）。では、ジャックたち三人がマテルの家に入ると、包帯でぐるぐる巻きにされたリアルがソファに横たわっていた。

一同：なにがあったんだ────っ!?（一同爆笑）




　当然のように、リアルの身を案じる一同に対し、彼かの女じよは事じ情じようを説明した。

　謎なぞの刺し客かくの集しゆう団だんによるマテル襲しゆう撃げきと、リアルが身を挺ていして彼女をかばったこと、そしてぐるぐる巻きの包帯はマテルの大げさな手当で命に別べつ状じようはないこと、などを。




リアル：……結局、その刺客には逃にげられたんだけどね。

ジャック：生なま臭ぐさい匂においを残して（笑）。その話がちょうど終わる頃、マテルの母親が顔を見せる。「あら、みなさん、いらっしゃい～」

リアル：あ、おじゃましてます！

ＧＭ：「ごめんね、リアルちゃん。リアルちゃんがいなかったら、この子、どうなっていたことか……」

リアル：いえ。マテルが無む傷きずでよかった。

ＧＭ：「……それにしても、この子が狙われるとはねえ」

ジャック：それも彼女の才さい能のうがゆえ。天才というものは、残念ながらやっかまれ、集団の中では生きづらいものなのですよ。わたしにはわかる。

ＧＭ：「ええ。たしかにマテルの鍛か冶じの腕はたしかです。……そのうえで、自分の娘むすめをこう言うのもなんなのだけれど…………アホじゃなければねえ」

一同：母───────っ!?

リアル：ちょっ!?　お母様、マテルを見み捨すてないであげて（笑）。

ＧＭ：「見捨てたりはしませんよ。今回の一いつ件けん……おそらく、前回の事じ件けんに関連しているのでしょう。そこで折り入ってお願いがあります」

リアル：お願い？

ＧＭ：「わたくしに、みなさんの後こう援えんをさせてくださいませんか？　もちろん、マテルも……この子もみなさんに全力で力を貸かすつもりでいます」

リアル：後援？

ＧＭ：「この子を守ってもらう代わりに、と言ってはなんですが～……今後は、わたくしがスポンサーとしてバックアップさせていただければ、と」そう言いながら、彼女はじゃらり、と金貨の袋ふくろをテーブルに置いた。

リアル：おばさま、それは……！

ＧＭ：「というわけで、一〇〇〇〇Ｇがここにあります」

一同：一〇〇〇〇Ｇっ!?

リアル：こ、こういう事じ態たいですし、ありがたくいただきます！

エルリッタ：……ええ。このお金は、我々の防ぼう御ぎよ力りよくになったり、攻こう撃げき力りよくになるので（笑）。

ジャック：我々はアイテムほしさに、金を見ると理性がはじけ飛ぶチームなんだ！

サイト：ひどい!!（笑）　ていうか〝天空の炎〟の話、マテルにしてないんじゃ？（笑）

リアル：そうだった!?（笑）　やばい、完全に本来の目的忘わすれてた。

ジャック：というわけでかくかくしかじかと、〝獣けもの〟を倒たおすために〝天空の炎〟という素材が必要で、それがあるらしい場所の話もマテルにしよう。

ＧＭ：マテルは「天空の炎か……」と少し考かんがえ込こみ……。「それは熱いな！」

リアル：ほ、炎だからね。

ジャック：お、おお。

ＧＭ：そこで、マテルの表情がすっと真面目なものになる。「……きっと〝天空の炎〟っていうのは鉱石の名じゃない。本当の炎だ。その炎を使って剣けんを鍛きたえる必要があるのかもしれないな」彼女は、納なつ得とくしたようにうなずく。

エルリッタ：……なるほど、それは面白い。

ＧＭ：「剣の真の力を引き出すには、天から降ふり注そそいだ光で灯ともされた炎が必要ということ。……リアル、その炎がある場所で剣に焼きを入れるぞ」

リアル：わかった。マテルの言うとおりにする。

サイト：でも、出先で剣を鍛えられるの？　いろいろ器具とかは？

ＧＭ：「おう！　携けい帯たいふいごとか携帯炉を持って行くぞ」

サイト：そんなものが……（笑）。

ジャック：しかし、その作業が神剣選定会に間に合わないのが残念だな。

ＧＭ：と、そんな話をしていると、マテルの母がなにか思い出したように言う。「……そういえば、神殿の知り合いに聞いたのだけど～……」

リアル：はい？

ＧＭ：「なんでもパリス同どう盟めいが〝ハンマーヴィルの獣〟討とう伐ばつの準じゆん備びを進めているそうよ～。選定会で選せん抜ばつされたギルドを、ヴェンガルド峡谷方面のどこだかに派は遣けんするとか」

エルリッタ：……ヴェンガルド峡谷方面？　それって……〝天空の炎〟のある遺跡があるエリアってこと？

ＧＭ：そのようだ。ちなみにその情報はジョンが主導となって、フェニックスがこれまでに事件が起こった出現場所の情報を集計、統とう計けい的てきに絞しぼり込み、割り出したエリアだそうだ。

ジャック：ふふふ。さすがだ、ジョン。〝獣〟を倒すために邁まい進しんしているな。

サイト：うーん……。

リアル：ん？　どうしたの？

サイト：あ、いや、ジョンって人。フェニックスのメンバーでしょ？　やっぱりあやしくない？　スパイに来たり、〝獣〟が生息してる場所を知ってたり……〝獣〟が同盟の裏をかいた行動するのも、ジョンと通じていたのなら説明がつくよ？

一同：…………。

ジャック：な、なにを言ってるんだ！　あいつは太陽のように誠実な男と評判で、ミスターアーケンラーヴといえば、彼のことを指すほどなんだ。

ＧＭ：そう、いい奴だ！　今もコーヒーを楽しみながら「僕はいい奴だ」って言ってるよ。

リアル：そんないい奴はないからっ！（一同爆笑）

ＧＭ：（笑）。ともあれ、情報交こう換かんもすんだところでシーンを終了しよう。







◆Middle06◆鮮せん血けつの祭




　マテルが襲撃された日より三日───神剣選定会の日はやってきた。

　空は晴はれ渡わたり、ハンマーヴィルの中央広場には、多くの人々がつめかけている。

　設もうけられたステージの上では、鍛冶師たちが鍛えあげた自じ慢まんの武ぶ具ぐを披ひ露ろうしていく。

　エリンディル大陸の全土からやってきた鍛冶師や商人たち。彼らは思い思いに神剣の候こう補ほ作さくを品定めし、論ろん評ぴようしあう。会場の熱気は高まるばかりだった。

　そんな中、リアルたちは静かにマテルの出番を待った。




ＧＭ：では、前のシーンから三日が経過し……選定会当日はやってくる。今日まで、特に何事も起こらず、マテルの剣は一応の完成を見たようだ。あ、ここは全員が登場ね。今、キミたちは会場の中心となる、会場の建物でマテルの出番が来るのを待っている。

一同：はーい。

ＧＭ：街はもう人、人、人……ものすごい人数が集まってきている。この選定会はエリンディル西方大陸の鍛冶師たちが一堂に会する大イベントだ。まさに街をあげてのお祭り騒さわぎの様よう相そうを呈ていしている。この街の人口は五〇〇〇人程度なのだが、今は万単位の人が押おし寄よせてきており……。

ジャック：ちょっとそれ、収しゆう容ようできるの!?（笑）

リアル：いっぱいいっぱいだ！（笑）

ＧＭ：そんな中、一次予選を突とつ破ぱした鍛冶師たちとギルドが集い、鍛冶師協会の前の広場で剣の出で来き映ばえを競きそう。ちなみにマテルは一次予選はシードで突破している。

リアル：おー。

サイト：さすが天才。

ジャック：アホだけど（笑）。

ＧＭ：選定会の冒ぼう頭とうでは、パリス同盟のお偉えらいさんの代表者が宣せん言げんする。「今日は、歴史的な日となるだろう！　なぜならば、今この街にエリンディル中の鍛冶師が集い、神剣が誕生するからである。選ばれし剣は、必ずや〝ハンマーヴィルの獣〟を討うち滅ほろぼすであろう！」

ジャック：選定会のあと、神剣軍団ができるのか……燃えるな！

ＧＭ：「それでは、エントリーナンバー〇〇一番！」とアナウンスが流れ、選定会が始まる。「見よ！　我わが剣は……っ！」と、トップバッターの鍛冶師が舞台上で作成した剣のアピールを始……。

ジャック：〝カーン！〟「はい、次の人」（[image: ]審査員のセリフらしい）

一同：はえーよっ!?（笑）

ＧＭ：「すんませんでした───っ！」（[image: ]すごすごと退たい場じよう）




　続々と職しよく人にん達が鍛えあげた神剣候補たちが登場していく。

「月の光を集めて作りしこの刃やいばは、必ずや〝ハンマーヴィルの獣〟を貫つらぬき……」

「これぞ〝ダガーオブスイフト〟！　その目を見み張はる機き能のうは……」

「〝萌もえ萌えきゅんきゅんソード〟でーす！」

　多た彩さいな武具たちの競きよう演えんが、観衆たちの感かん嘆たんの声を呼よぶ。




サイト：なんか、ヘンなのも混まざってる（笑）。

ＧＭ：まあ、中にはお祭り感覚でネタ武器を持ち込む鍛冶師もいるようで。

エルリッタ：「……この剣は、かの高名なる騎き士しが馬上からメイジを殺した剣であります！」（一同爆笑）。

ジャック：知ってる！　それ知ってる！（笑）

ＧＭ：「しかもＳ１付き！」……なんて話はおいといて。そんな盛もり上あがりを見せる中……この街のどこかで、誰かが心の中でつぶやいた。




「───殺す？　滅ほろぼす？　……誰を？　この、私わたしをか？」




一同：え？

リアル：すごく不ふ穏おんなモノローグが……。




「そのような下らぬ剣をそろえ、なにをいい気になっている、人間よ」




ジャック：これはもしや……。

ＧＭ：うむ。キミたちはマテルと一緒に控え室にいるんだが……窓の外より、どこか異様な雰囲気を感じ取った。

ジャック：気配を感じる……！　奴の匂いだ！　窓の外を見る！

ＧＭ：最初の気づいたのは、会場の周辺に集まっている観衆のひとりだ。その男はふと、広場の近くにある塔とうの上にそびえるそのシルエットに気づいた。

ジャック：（観衆になって）「な、なんだあれは？　鳥？」

リアル：（観衆になって）「え？　鳥じゃないな……彫ちよう刻こくか？」

ＧＭ：（笑）。ざわめき始める観衆。その日は快晴だというのに、日差しがふっと陰かげり……街が黒い霧きりのようなものに包まれ始めた。

リアル：窓から、その気配を探せます？

ＧＭ：もちろんだ。民衆たちの視線を先を探せば、それはすぐに目視できた。明らかに、人ではない。黒い霧をまとう四足の影が塔の上に立って人間たちを見下ろしている。
















リアル：四足……？　〝ハンマーヴィルの獣〟？　え？　街の真ん中に……？

ＧＭ：キミがそう思考した時だ。塔の上の影が音もなく民みん衆しゆうの中へと飛び降りた。そして、瞬しゆん間かん……〝ぱっ!!〟と広場に血風が舞まい散ちった。

リアル：うわ……っ!!

ＧＭ：一万人以上がひしめくこの場が一いつ瞬しゆん、静まりかえる。そして数秒後……「う、うわぁああっ、化け物───っ!!」叫さけびと悲鳴がわき起こり、大だい混こん乱らんに陥おちいった民衆が逃げ始めた。

リアル：まずい、まずいよ……っ！

ＧＭ：〝獣〟が無数の人の中で踊るように爪つめを振るう。一ひと振ふりするごとに、周辺の人々が、一瞬で血の煙けむりとなる。……混乱し、逃げまどう民衆。だが、その人の流れに逆らって敵に向かう者たちもいた。「ほう、敵の方から来てくれるとはな！　これは天が我々にくださった好機！」「そうだ、今こそ我々の神剣の力を見せる時ぞ！」

ジャック：やめろ───っ！　かなうわけがない───っ！（一同爆笑）

ＧＭ：窓から声をかけても、届くはずもなく。二〇人ほの剣士がいっせいに、神剣候補を引き抜いた。が、闇をまとった獣が「うるさいわっ！」とその尾でなぎ払はらえば……剣士たちが握る神剣はまるで薄氷の如く砕け、その使い手たちの上半身もはじけ散った。

リアル：剣は未完成でも放っておけない！　……〝獣〟の方に向かう！

ＧＭ：ＯＫ。マテルの剣を引き抜き、〝獣〟が暴れる現げん場ばへと駆かけつける。すると、〝獣〟はその動きを止め───キミを見据えた。「……ほう？　あの時の人間の子供か」

リアル：しゃ、しゃべった！　こいつしゃべれるの!?

ジャック：さっきのモノローグは、心の声だと思ってた！（笑）

ＧＭ：「我に手て傷きずを負わせたあの男の娘むすめよ。この傷きずが癒いえるまで、七年を費やしたぞ」

リアル：……え？

ＧＭ：それは七年前のこと。リアルの父は、例のピクニックの時に〝獣〟と交戦した。が、彼の剣は未完成ゆえに〝獣〟を殺すには至らなかったものの、致命傷に近い傷を与えたのだ。

リアル：それで回復するまでに七年もかかって……そして今、現われた。剣を構かまえて〝獣〟をにらみつける！　お前が、〝ハンマーヴィルの獣〟かっ！

ＧＭ：「───いかにも」と応え、恐れることなく悠ゆう然ぜんとキミに近づいてくる。

サイト：近づいてくる？　やっぱりあの剣じゃ、だめってことか！

ＧＭ：そのようだ。「……今の剣じゃダメージは与えられても殺せない！　リアル、逃げろっ！」建物の窓から顔を出し、その光景を見ていたマテルも叫ぶ。

リアル：でも、ここで逃げるわけには……。

ＧＭ：その時だ。「リアルさん、退がって！」ふいにリアルと〝獣〟の間に、割わって入る人物がいる。銀に輝く剣を悠然と構える男。白銀の鎧よろいをまとった好青年───ジョンだ。

ジャック：お、お前は……ジョンっ!!

ＧＭ：「ここは僕にまかせて！」そう言ってジョンは一度、剣をぱちりと鞘に収め……。

一同：え？

ＧＭ：「またひとり、生命を散らす馬ば鹿か者ものが来たか」獣は一瞬でジョンとの距きよ離りを詰つめ、その爪を振るう……！　が、両者が交錯した瞬間、すでにジョンの剣は振ふり切きられている。切せつ断だんされた獣の前脚が宙ちゆうを舞まい……やがて、地面に落ちた。見れば、既すでにジョンの剣はふたたび鞘さやに収められている。「……浅かった。心しん臓ぞうを斬り裂さくつもりだったのだが」どこか、余裕に満ちたジョンのつぶやきが漏もれる。

リアル：かっこい───っ！（一同爆笑）

エルリッタ：……フェニックスの作る剣もまがい物ではない、ということね。

ＧＭ：「ぬうぅ……」獣は周辺に闇をまき散らしながら唸り……その直後。きびすを返してうしろ足で大地を蹴って、跳躍。近くの建物の向こうへと───。

一同：逃げたっ!?

リアル：追いかける……いや、今は怪我した人たちに手当するのが先か。




　こうして、〝ハンマーヴィルの獣〟は忽こつ然ぜんと姿を消してしまった。

　荒あれ果はてた選定会の会場には、彼の爪にかかった犠ぎ牲せい者しやのおびただしい血けつ痕こんが残された。

　獣が去ってのち、神殿が街中を捜索したが〝獣〟を見つけることはできなかったという。




リアル：……ひどいことになったな。選定会はどうなる？　続きは？

ＧＭ：ああ。この殺さつ戮りく劇げきのあと、パリス同盟評議会の引ひき留とめもむなしく、多くのギルドが選定会を辞退することなった。鍛冶師たちは、ぼろぼろになった自分の剣を見て絶ぜつ望ぼうしたようだ。「あんなの勝てない」「無理だ……！」

リアル：…………。あたしたちは引き下がらない。

ＧＭ：うむ。二〇〇組以上の参加者がいたにも関わらず、残ったのはたったの四組だ。





・アイテムマスターズ



　リアルたちの新しん進しん気き鋭えいのギルド。鍛冶の天才児マテルの作る神剣を携えている。


・フェニックス



　ジョンのいるギルド。ジャックが元いたギルドである。実じつ力りよく派はのギルドで、今回の〝ハンマーヴィルの獣〟討伐にあたって、生せい息そく域いきの調査などで深く関かかわっている。


・フラガラッハ



　他大陸で冒険をこなしてきたギルド。フェニックスに匹ひつ敵てきする実力を持つという。


・エレメンタラーズの弟で子し



　それぞれ、地水火風の属ぞく性せいが備わった神剣を使う、四人の剣けん士したちのギルド。四人の老魔術師たちのギルド、〝エレメンタラーズ〟の弟子にあたる。




リアル：エレメンタラーズってどこかで聞いた気がします！（笑）

サイト：『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』に出てたね。……懐なつかしい（笑）。あの時はお茶ちや目めな四人の老魔術師で構こう成せいされたギルドだったけど。

ＧＭ：まあ、それはおいといて。……マテルは真しん剣けんな表ひよう情じようで押し黙ったまま、血に染まった街の惨状を見ている。肩を震わせ……ややあって、傍らのリアルの方向を向くこともせずに語りかける。「……リアル。絶対に〝獣〟を倒すよ。あたしたちの剣で」

リアル：うん。必ず。

ＧＭ：会場前の広場に、残った四組のギルドが並ぶ。それを見た評議会の幹部は、頼もしげにキミたちを眺ながめながら言う。「……よくぞ残ってくれた。諸君らが持つ剣こそが神剣と呼ぶにふさわしい。いや、お前たちそのものが神剣なのだ」

ジャック：かっこいいことをおっしゃる。

ＧＭ：「これより我々は態勢を整え、〝獣〟を狩るために動く。フェニックスの集めた情報により〝ハンマーヴィルの獣〟が生息する地ち域いきを我々は割わり出だしている」

ジャック：マテル母の聞いてきた話は本当だったんだな。

ＧＭ：「これよりそのエリアを、パリス同盟および近きん隣りん諸しよ国こくから派遣された兵士で包囲し、〝獣〟の逃にげ道みちをふさぐ。そして神剣持てし諸君らに〝獣〟を狩り出していただきたい」

サイト：兵士が獣の生息域を包囲して……。

ジャック：〝獣〟を倒せる可か能のう性せいを持つ我々が、決戦兵器として投入されるわけか。

サイト：それだけ兵士が動員できるなら、全員で一気に攻めちゃえば……？

エルリッタ：……〝獣〟は賢かしこい。軍隊を直接送り込めば身を隠かくしてしまう。

ＧＭ：そのとおりだ。さて、キミたちはここで〝ハンマーヴィルの獣〟を目もく視ししたことにより、エネミー識しき別べつをしてもいい。使う能力値は【知力】、難易度は16だ。

リアル：エルリッタさん！　お願いします！（笑）

エルリッタ：……（ダイスを振る）10が出たから、達成値は20。成功。

ＧＭ：すばらしい。では次のような情報がわかる。





名めい称しよう：ハンマーヴィルの獣



分類：動物　属性：火　物理防御力の方が高い


所持スキル：



《連続攻こう撃げき》《暗あん視し》《地形適てき応おう：森林》《マススラッシュ》《真の死》《武器耐たい性せい》

オリジナルエネミースキル：

《鋼こう鉄てつ切り裂く爪》　命中判定でクリティカルが出て、１点でもダメージが入ると攻撃対象の装備品をランダムで破は壊かいする。

《隠いん蔽ぺいスキル》　詳しよう細さい不明のスキルを持っているらしい。




ジャック：（情報を確かく認にんして）…………って、分類が動物!?　菊きく池ちさん、それはおかしいです!!（笑）　黒い影かげだか瘴しよう気きに包まれているのが、ただの動物ってことはないだろうっ!?

リアル：それよりもその……《鋼鉄切り裂く爪》……また武器破壊が……（笑）。

ジャック：そういえば、さっきのシーンでも〝獣〟が武器を壊してたな……（笑）。

エルリッタ：……でも、ウェポンイーターとちがって、ダメージを受けた場合にのみ効果が発動ね。《アフェクション》を使えば一回はかわせる。

サイト：ねえ、僕たちは〝天空の炎〟を探して、剣を完成させてから〝獣〟を倒しにいかないといけないんだよね？　他の３チームに先を越されない？　リアルの父親の時みたいに、まずダメージを与えて動けなくしてから、倒し直せば……。

リアル：殺せなければ、逃げられるかもしれない。そうしたらまた何年後かに被害が出る。

ＧＭ：「……うん、剣を先に完成させるぞっ。パパたちができなかったことを、あたしたちで実現するんだ」マテルが息巻く。

ジャック：父の思いを継つぐふたりの少女が、強力して邪じや悪あくな獣と戦う……。いいねえ、このシチュエーション！　嫌いじゃないぜ。

エルリッタ：……ふふ。私も花か粉ふん症しようの呪のろいを解くために、この絆きずなのご相しよう伴ばんにあずかろう。

一同：そこで落とすなあぁぁああぁあぁっ!?（笑）

ＧＭ：てな感じでこのシーンを終わろう！（笑）







◆Middle07◆備そなえる人々




　いざ〝ハンマーヴィルの獣〟が棲すむというエリアに乗のり込こまんとするアイテムマスターズ。

　しかし世の中には、「備えあれば憂うれい無し」との言葉もある。

　一行は、冒険のための準備に入ることになった。




ＧＭ：ここからは〝ハンマーヴィルの獣〟討伐の準備のフェイズだ！　情報収集をしたり、武器を用意したりしてほしい。さらには、探索地域で活動するためのルールの説明も行なう。

ジャック：情報収集って、どんな感じ？

ＧＭ：リアルの場合は、父と赴おもむいたピクニックでのよりくわしい過か去こを思い出すこと。他のみんなは、遺跡関係の情報をさらに調べ、リアルのサポートをする感じだ。

サイト：なるほど。

ＧＭ：なお、ここで入手できる情報はふたつある。ルールなんだが……全員で判定してもらって、ひとり成功するごとに１点手に入る。リアルだけ、一回成功すれば２点獲かく得とくできる。２点あれば情報ひとつ、４点あれば両方の情報が手に入るよ。

リアル：あたしが成功しないとダメか……がんばる！

ＧＭ：判定に使える能力値は【知力】【精神】【幸運】。難易度は10で判定してくれ。




　この情報収集判定で、リアルは【精神】で達成値12を出して見事に成功した。

　他の面々も、それぞれ成功し……５ポイントを獲得したのだった。




ＧＭ：あら、全員成功したか。ではまずはこの地図をもう一度見てほしい。




[image: ]




ＧＭ：これから向かうエリアの中には、幼かったリアルとマテルがピクニックに行った場所も含んでいる。リアルの父が〝天空の炎〟を探すことも目的にしていた地域だ。なお、この一マスが五キロ四方ほどある。

一同：広っ！（笑）

ＧＭ：判定に成功したので、まずこの情報を伝えよう。ピクニックに行った時、そこは湖と森が見える場所だったことをリアルはなんとなく思い出す。

リアル：（地図を見ながら）近くに森がある湖……。あれ、湖が二カ所ある。このどっちかがピクニックの場所、ってことね。

エルリッタ：……つまり、そのどちらかの近くに遺跡があり、〝炎〟もその付近にある。

サイト：もうひとつの情報は？

ＧＭ：このエリアには、遺跡がふたつあるらしい。そして、〝炎〟ではない方の遺跡には……古代の課金ガチャが安あん置ちされている。

一同：なにぃっ!?

ジャック：それは大事な情報だっ!?

ＧＭ：いや、ガチャそのものはクリアに必ひつ須すじゃないけどね？

リアル：いやいや！　心の中では必須だ！（笑）

サイト：ほら、たしか言ってたよね！　〝獣〟にダメージを与えられるのは、オリハルコン加工の武器か、呪詛付きの伝承武具だって！　つまりガチャは必要なんだよっ！

エルリッタ：……そう、我々はより効こう果か的てきな武器で戦わないといけない！

ＧＭ：お、おい。みんな目の色が変わって……今日一番のすてきな笑顔になってるぞ。

エルリッタ：……話を戻しましょう。（マップを見て）……このＡ～Ｄはなに？

ＧＭ：うむ。このＡ～Ｄの四カ所は探索を開始する場所だ。好きな場所を選んでくれ。

サイト：なるほど。ここから入って移動して……獣の巣や〝天空の炎〟を探さがすわけか。

ＧＭ：そういうこと。その他、旅人や隊商などと、移動中に遭そう遇ぐうする可か能のう性せいもある。

サイト：買い物ができたり、情報が手に入ったりしそうだね。

ＧＭ：そうそう。エリア内での移い動どう、その他のルールはこんな感じ。





探索ルール



　徒歩で移動する場合は一日一マス移動可能。馬を持っていれば一日二マスの移動が可能。

　南西の湖は船で横おう断だんできる。その場合移動できるのは一日二マス。

　移動したマスでイベントがある場合、そこで移動が終了となる場合がある。

　夜間も移動することが可能で、その場合は徒歩で二マス、馬で三マス進むことができる。しかし、夜間の移動をした翌よく日じつは、すべての判定がマイナス１Ｄされる。

　Ａ～Ｄのいずれかの地点から任意に選せん択たくしてエリア内に突とつ入にゆうする。他のギルドはＰＣが選んだ以外の地点から進入する。また、ギルドを分ぶん割かつして行動してもかまわない。

　一日移動するたびに２Ｄを振る。３以下が出るとランダムで決まるエネミーと遭遇し、11以上が出ると旅の占うらない師しと遭遇。有利なイベントが発生する。

　〝天空の炎〟を見つけ、マテルが武器を鍛える際さいは、一日を経過する。




リアル：……なるほど。まずは遺跡の〝天空の炎〟を確かく保ほして、マテルに剣を鍛えてもらうのが第一目標か。

サイト：ある程てい度ど成果が出たところで、村に立たち寄よるのもアリかな。ランダムで出てきた敵から得たドロップ品の換かん金きんとかもできると思うし。

ジャック：そして、ガチャに投入すると……っ！（笑）

ＧＭ：うむ。村に立ち寄るか、どこかで〝隊商〟と遭遇した場合、ドロップ品の換金処しよ理りができるね。また、村では、休息を取ったりなどのサブイベントがある。

エルリッタ：……他のギルドも動くんだよね？　私たちのターンが終わると、その日、他のギルドがどう動いたかも教えてもらえるの？

ＧＭ：そのとおり。夜のタイミングで連れん絡らくを取り合うこともできる。アニマルメッセンジャーを介かいしてのやりとりをするって設定だ。

ジャック：なるほど。ライバルの動向はある程度そこでつかめるんだな。

ＧＭ：ルールは以上かな。

ジャック：では、旅の準備を始めようか、ふふふ（と、『アイテムガイド２』を手に取る）。

エルリッタ：ああ、軍資金はあるし……武器と防具を作らないと。〝獣〟は〈火〉属性だし、リアルの武器だと相あい性しようが悪い。

ジャック：〈水〉属性の武器がほしいところだな。

ＧＭ：ああ、そのお金の使い方だけど……説明がある。さっきも話したが〝獣〟は呪詛付きの伝承武具か、オリハルコン加工の武器でしかダメージが与えられない。五〇〇Ｇを支払えば、選んだ武器をマテルが加工してくれる。ゲーム的な効果は「この武器による攻撃で、〝ハンマーヴィルの獣〟にダメージを与えられるようになる」ことだ。

サイト：なるほど。未完成の神剣ぐらいの力は手に入るのか（笑）。

リアル：あたし、Ｓ２ファインソードにはめてるクリスタルを両方取って、〈水〉のクリスタルをはめ込こんでおこう。

サイト：僕は、〝ハイスピードスカイ〟をオリハルコン加工にしたい。

リアル：じゃあ、あたしのファインソードに［精霊：水のクリスタル］の埋うめ込こみで三〇〇Ｇ使うね。それからサイトくんの武器をオリハルコン加工で五〇〇Ｇ……っと。

エルリッタ：……〈火〉〈水〉以外の属性をつけた武器も予備で持って行くべき。

リアル：ああ、たしかに。えー……『アイテムガイド２』貸してください～（笑）。




　───てなわけで、四人はさんざん騒いだのち、どうにか武具の改造や購入を終えた。

　リアルは、Ｓ２ファインソードに［精霊：水のクリスタル］をはめた他、［精霊：風のクリスタル］を入れたスロット１のブロードソードを購こう入にゆう。当然、これにはオリハルコン加工を施ほどこしている。

　その他、ジャック、サイトの武器のオリハルコン加工。移動のための乗用馬の購入、ポーション類の補ほ充じゆうなどをすませ───残ざん額がくは六七七〇Ｇとなった。




ジャック：これなら、最低一回はガチャを引ける！（笑）

ＧＭ：どんだけこだわるんだよ！（一同爆笑）　といったところで、シーンを終了するね。







◆Middle08◆獣けものの巣へ……




　ハンマーヴィルから出発した討とう伐ばつ隊は一路、ヴェンガルド峡きよう谷こく方ほう面めんへと進む。

　各国の軍隊もまた、先んじて同エリアに向けて出立───リアルたちが到着する頃には、その包囲網をほぼ完成させていた、




ＧＭ：では、〝ハンマーヴィルの獣〟探索ゲームを始めよう。一いつ瞬しゆんで終わるのか、それとも延えん々えんと、敵てき地ちを彷ほう徨こうすることになるのか───。

エルリッタ：〝獣〟が出て、一瞬に四ギルドが全ぜん滅めつして終わるとか。

ＧＭ：それはない。そうならないように〝獣〟が行動するスケジュールも組んである。

ジャック：あ、〝獣〟もこのエリアの中を動いているのか。面おも白しろい！（笑）

ＧＭ：さて、キミたちはハンマーヴィルから目的地へと出発した。パリス同どう盟めいに加え、近きん隣りん諸しよ国こくから派兵された軍は数日前に各国を出立、包囲網をほぼ作り上げているようだ。約30キロメートル四方の平原を囲むほどの軍って、考えてみればとんでもねーな。

サイト：自分で言うっ!?（笑）

ジャック：兵士たちの壁かべか……。

ＧＭ：うひひ。さて、どこから入る？　優ゆう先せん権けんはキミたちにある。

リアル：（しばし相談のあと）……Ｃから行くよ。

ＧＭ：……なるほど、北側の湖の近くか。では〝フェニックス〟はＢ、〝フラガラッハ〟がＡ、〝エレメンタラーズの弟で子し〟がＤから入ろうかな。四つのギルドはすでにそれぞれの進入箇か所しよに移い動どう済ずみだ。

サイト：同タイミングで、突とつ入にゆうする段だん取どりなんだね。

ＧＭ：そのとおり。やがて作戦開始の時間がやってくる。キミたちの近くにいる数千の兵士たちが見守る中、キミたちは神しん剣けんを携たずさえ、その地域に足を踏み入れた。兵士たちがいっせいに敬けい礼れいをして見送って───。

エルリッタ：……それ、すごい光景。

ジャック：ふふふ、すごくえらくなった気分だ。

リアル：では、行って来る！




●一日目

〝獣〟の生息地に踏ふみ込こんだ一行は騎乗したまま、道なき広い平原を進む。

　初日───右手に大きな湖が視界に入る。湖面に陽の光が反射して煌きらめく。湖こ畔はんに生えた木々の緑が風にそよいでいた。その景色は見ている者を穏やかな気持ちにさせる。

　もっとも、〝獣〟が周辺を徘はい徊かいさえしていなければ、だが───。




ＧＭ：では、一日目だ。どう動く？

ジャック：とりあえず、中央に向かって二マス進むか？

リアル：うん、他に手掛かりもないし、それでいい。

ＧＭ：では、〝アイテムマスターズ〟は南方向へ二マス動いた、と（地図上のコマを動かす）。イベントはないけど、エネミーと遭そう遇ぐうするかワンダリングのチェックしよう。せっかくだから、プレイヤーに振ってもらおう。

リアル：ええっ!?（笑）

エルリッタ：順番に振っていけばいいと思うよ。最初はリアルで。

リアル：３以下で遭遇だよね？（ダイスを振る）……４。

ジャック：セーフ！（笑）

ＧＭ：では、二マス目。

ジャック：ワンダリングのチェック……（ダイスを振る）６でセーフ！

ＧＭ：特になにも起こらなかった。周囲にイベントも発生せず、側そばに見える湖が綺き麗れいだな～、くらいののどかな行こう程ていだった。ちぇ。

リアル：じゃあ、今日はここで野や営えいをしない？

ジャック：そうだね。無理に夜の行軍をするような理由もないし。

エルリッタ：……では、キャンプの準備をしながら、リアルに聞く。このあたりピクニックに来た覚えは？　湖と森があるけど。

ＧＭ：リアルは難なん易い度ど８で【知力】で判はん定ていを。

リアル：それならなんとか……（ダイスを振る）10で、達成値ち13！

ＧＭ：たしかに湖と森が広がっているが、あの時の光景とは微び妙みようにちがう気がするな。

リアル：……なんとなく風景がちがう。

エルリッタ：正解はＡ方面？　ともあれ今日は何事もなかったということで、野営を。

ジャック：ＯＫ。あとは、他のギルドの動向を知りたい。

ＧＭ：では、移動の処理をする。一日目の〝フェニックス〟の行動は一マス前進。なお、ＮＰＣ側はワンダリングのチェックはしない。

エルリッタ：……ですよねー。

ＧＭ：続いて〝フラガラッハ〟は一気に前進！　村まで行こうとしてるようだ。

ジャック：ふむ、まずは情じよう報ほうを入手する気か。

ＧＭ：そのため、夜も行軍して村に向かうようだ。そして〝エレメンタラーズの弟子〟は、腰こしが痛いたいのか、一マス進むのみ。

サイト：若わかかったんじゃないのかよっ！　弟子の若者だろう、キミらはっ！（笑）

ＧＭ：そうだった！（笑）　では、各ギルド共移動したので夜になる。キミたちからはアニマルメッセンジャーを使って、なにか情報を発信する？

エルリッタ：……こっちはなにもなかったから、素直に「なにもなし」と発信すればいいか。

リアル：では「異い常じようなし」と発信する。

ＧＭ：了りよう解かい。なお、〝エレメンタラーズの弟子〟から連絡が入った。「今日は、よい日だ」

ジャック：え？

ＧＭ：いや、特になにもなかっただけ（笑）。そして〝フェニックス〟は「我われ、森林の中を捜そう索さく中。先日の地じ震しんの影えい響きようか、北方向に亀き裂れつを発見」（地図に書かき込こむ）

エルリッタ：亀裂はそこにあるのね。

ＧＭ：最後に〝フラガラッハ〟。「特になし」───てな感じで、本日の行程は終しゆう了りようだね。

ジャック：なるほど、これを繰り返すのか。だいたいわかった。

リアル：では、みんなで見み張はりを交代しつつ睡すい眠みんをとろう！

ジャック・エルリッタ・サイト：はーい。
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●二日目

　翌よく朝あさ、一行はさらに南へと進んだ場所で、数多くの馬車で構こう成せいされた隊商と遭遇した。

「おお、旅の方か！　ほしい物があれば、なんでも売るぜ？」にこやかに語る商人に、一同は〝ハンマーヴィルの獣〟の情報を聞いた。

　情じよう報ほう料りよう一〇〇〇Ｇを要求されたが、リアルらの必死の値ね切ぎり交こう渉しようにより、前金四〇〇Ｇで得た情報が有ゆう益えきだった場合、後金五〇〇Ｇを払はらうという形の契けい約やくが成立した。




エルリッタ：……なかなか手て強ごわい商人だな。

ＧＭ：「はは、こっちも商売でね。では、とっておきの情報を教えてやろう。目もく撃げき情報を調べた結果、〝獣〟は森の中で徘徊していることが多いらしい」

一同：おお。

ＧＭ：「それに加えて、森には抜ぬけ道みちがあるらしく、森から〝ハンマーヴィルの獣〟の棲み処へ繫つながる道がどこかにあるらしい」

リアル：〝ハンマーヴィルの獣〟の巣まで行く道が森の中に……。

ＧＭ：「ただ、魔ま法ほうのロックがかかっているらしく、パスワードが必要だそうだ」

ジャック：パスワード？　それはどこで手に入るんだ？

ＧＭ：「さあ？　そこまでは知らねえな。だが、もう二〇〇〇Ｇを出だすなら、思い出すかもしれないぜ？（にやにや）　俺おれたちはあと一週間、このマスで冒ぼう険けん者しや相手に商売をしている。気が向いたら来るといい」

リアル：（しばし考え）……わかった。必要があれば、またやって来て二〇〇〇Ｇを払うさ。

ＧＭ：「毎度～！」




　このような隊商とのイベントが発生したため、〝アイテムマスターズ〟の移動は一マス目で終了……また、エネミーとの遭遇も起きなかった。

　夜の情報交こう換かんでは以下のような情報が届とどいた。

　〝フェニックス〟「亀裂が数キロにもおよぶため、夜間も行軍し、森の外園部を探索する」

　〝フラガラッハ〟「村では有益な情報が手に入らなかった。次は湖の方へと向かう」

　〝エレメンタラーズの弟子〟「なにかありそうな湖の方へと向かってみる」

　〝アイテムマスターズ〟は今回は移動経路と「特に戦闘などは起こらなかった」との報ほう告こくを行っている。〝獣〟を倒たおすのは自分たちの使命と考えたリアルたちは、隊商の情報をあえて秘ひめることにしたのだ。
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●三日目

　南に進んだ一行は、村へと到達した。

　人里に入ったリアルたちは、周辺の情報収集を行ない、このエリア内にある遺い跡せきはふたつあり、ひとつは湖の小島に、もうひとつは森の南半分に存そん在ざいするという言い伝えを知る。

　考えた末、彼らは森の南半分にあるらしい遺跡に向かう方針を立てるに至った。

　そして、夜───この他のギルドの動向で大きな動きがふたつあった。

　ひとつは南東の湖に入った〝フラガラッハ〟の連絡が途と絶ぜつしたこと。

　もうひとつは〝エレメンタラーズの弟子〟がこれから進む北西にある湖で〝ガチャ〟らしきものが存在する情報を摑んだとの、興奮に沸わき立つメッセージを送ってきたことだった。




一同：おお……っ！（笑）

ジャック：〝フラガラッハ〟と〝エレメンタラーズ〟の温度差がスゴイっ！（笑）

サイト：〝エレメンタラーズの弟子〟の反応からすると、北西の湖にガチャ遺跡があるのか。

リアル：南東の湖で連絡が途絶した〝フラガラッハ〟が心配……。明日は、そっちの湖に救援に行く？　そのあとに遺跡がありそうな森南側にも行けるし……。

エルリッタ：（考え込んで）真っ当なロールプレイでいくならば、救出だが……。

ジャック：（考え込んで）ガチャの遺跡にも惹ひかれる……。

一同：……………………。

リアル：ガチャいいよねえ～…………（ふるふると首を振り）なしなしなしっ！　みんなで〝フラガラッハ〟を救出しよう！

一同：……お、おう！（笑）

ジャック：ざ、残念だが人命が優先だな。

ＧＭ：どんだけガチャに誘ゆう惑わくされてるんだよっ!?（一同爆ばく笑しよう）
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●四日目

　前日の状況を受け、〝アイテムマスターズ〟は村を出発……湖へと向かった。〝フラガラッハ〟を救出するべく行動を開始したのだ（なお、この地域を包囲している軍からも救助隊が出動している）。この日は大きな動きはなく、探索は粛々と進んでいく。

　夜の連絡では「森の奥おくに〝獣〟の棲み処へ行く道があるらしい」という情報を〝アイテムマスターズ〟が〝フェニックス〟に送った。

　また、北西の湖に入った〝エレメンタラーズの弟子〟が「ガチャを回して伝承武具を入手したものの、花粉症の呪いに見舞われた」という連絡をよこしている。




「花粉症仲間が増えた」───と、エルリッタだけが喜ぶ一日であった。
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●五日目

〝フラガラッハ〟が連絡を断った南東の湖の西側のエリアへ向け、リアルたちは進む。

　そして、問題の湖のエリアへと踏み込んだ一行であったが───。




ＧＭ：では、キミたちは湖に到とう着ちやくする。軍から派遣されていた救援部隊は先に到着していたが……ここで、悲しいお知らせが。

リアル：はい？

ＧＭ：湖畔にたどり着けば、最初に目に入るのは湖上に浮かぶ船が座ざ礁しようしている光景。これは湖を渡るためのものなんだが……おそらくはそこで戦闘をしたのだろう。救援部隊が敗走、今まさに逃にげようとしているね。

ジャック：ギャ───っ!?

ＧＭ：ここは、ＰＣを奇き襲しゆうするイベントだったんだが、〝フラガラッハ〟……続いては救援部隊が奇襲を受けてしまったようだ。

ジャック：そういうことか！　お前らの犠ぎ牲せいは無む駄だにはしないぞ！

ＧＭ：よく見れば座礁した船上に、二〇匹ほどの覆ふく面めんをしたエネミーが見える。まだ兵士が一部、取り残されており……彼らを助けるには、船に乗り込んで戦闘する必要がある。

リアル：もちろん、船に乗り込む！

ジャック：その覆面のエネミーに見覚えは？

ＧＭ：マテルを襲撃した奴らだ。ぶっちゃけると、ギルマンメイジとギルマンニンジャね。

リアル：あいつら！　あの時は、上から振ってきて痛かったんだからな！

ジャック：〝ギルマンタタキャー〟で刺さし身みにしてくれる……っ！

サイト：ハンマーで刺身って、難易度高すぎ。

ＧＭ：では、戦闘に入ろう！　船に乗り込んだキミたちは、ギルマンたちと対たい峙じした。

ジャック：許ゆるさんぞ！　〝フラガラッハ〟は、お前らに負ける奴らではなかったんだ！

エルリッタ：彼らと交流なかったけど（笑）。

ＧＭ：ちなみに〝フラガラッハ〟が奮闘したおかげで、ギルマンニンジャは本来は二体出てくるところが一体になっている。

サイト：ありがとう、〝フラガラッハ〟！（笑）




●第一ラウンド

リアル：あたし、新しく用意した［風のクリスタル］付きのブロードソード装そう備びでいく。

ＧＭ：了解。〈水〉属ぞく性せいのギルマンに、今のメインウェポンの〈水〉属性の剣けんをぶつけるのは得とく策さくではないからね。

リアル：いずれ、四属性の剣を全部そろえたい（笑）。

ＧＭ：というわけで、現在の【行動値】はこんなかんじだだ




▼行動値


サイト　　　　　　　16

ギルマンニンジャ　　13

エルリッタ　　　　　９

ギルマンメイジ　　　９

マテル　　　　　　　８

ジャック　　　　　　６

リアル　　　　　　　４
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ＧＭ：セットアッププロセス！　まずはサイトだ。

サイト：幻げん影えい術じゆつを使い、怪かい盗とうの実力を披ひ露ろうするよ！　ギルマンメイジに《ミラージュバインド》！　魔術判定……（ダイスを振る）成功！　メイジの【行動値】が……（ダイスを振る）４下がった。ワカメの幻影が敵を絡からめとる。

一同：なんでワカメっ!?

ＧＭ：「ばかな、ワカメが俺の身体を縛るだと!?」ギルマンメイジの【行動値】は５になって……あれ？　一番低くなったかと思ったら、さらに下がいた。

リアル：う、うるさい！（笑）

ジャック：《ストロングスタイル》を使っておく。

ＧＭ：他にセットアッププロセスでスキルを使う人はいないね？　では、イニシアチブプロセスだ。まずはサイトから。

ジャック：さあ、新人！　キミのマジックとやらを見せてもらおうじゃないか。

サイト：まかせといてよ！　ムーブアクションでギルマンニンジャにエンゲージ！　マイナーアクションで《フェイント》、敵の回かい避ひにマイナス１Ｄ。メジャーアクションは普通に白兵攻こう撃げき……命中は３Ｄ＋７！（ダイスを振る）……クリティカル！

ＧＭ：いきなりかよ!?　しかも、回避で振れるダイスが、３Ｄから２Ｄに減へってるし……（ダイスを振る）９で回避失敗。

リアル：そこに《ディストラント》。バッドステータスの［恐きよう怖ふ］が乗せる！

ＧＭ：「や、奴の鞭むちが一〇〇本に見える！　なんだこれは！　ワカメなのか!?」

サイト：〝しびれくらげ〟の幻影に怯おびえているようだね。《ピアシングストライク》でダメージを＋２Ｄして、４Ｄ＋16点……（ダイスを振る）31点の物理ダメージ！

ＧＭ：こっちの【物理防ぼう御ぎよ力】は13点。18点ダメージを受けたけど、ピンピンしてる。

サイト：［ノックバック］が効果強度２で入るから、【行動値】がマイナス10。

ＧＭ：ぎゃ───っ！　ギルマンニンジャの【行動値】が３になった!?　これはひどい！

リアル：あたしより遅おそくなった！（笑）

サイト：さらに、クリンナップには［毒］が入るよ。しかも……。

リアル：［恐怖］の効こう果かで、ニンジャはサイトを殴なぐろうとすると判定にマイナス２Ｄ！

ＧＭ：……バッドステータスのバーゲンセールやー。……キミら、えげつなくない？（笑）

リアル：（しみじみと）うん……なんて卑ひ劣れつなんだろうって思う（[image: ]でも満足げな笑顔）。

ＧＭ：…………。




　……結局は、この攻撃が戦闘の大勢を決める一撃となった。

　ＰＣ全員の行動順より下回ってしまったギルマンニンジャは、エルリッタの《サモン：リヴァイアサン》……もとい、秘剣リヴァイアサン、ジャックのギルマンタタキャー、リアルの《スマッシュ》《バッシュ》を立て続けに喰らうことになった。

　リアルの攻撃に対して回避でクリティカルを出すなど、ニンジャは奮闘を見せたが───ここを勝負所と思い定めたリアルは、シナリオ一回のスキル《タングル》を使用。この回避のクリティカルをきっちりと潰つぶしてしまった。

　……結果、ほぼ瀕ひん死しの重傷となったギルマンニンジャは、クリンナッププロセスの［毒］に加え、第二ラウンド早々のサイトの攻撃により戦闘不能となって倒れ伏した。

　哀れなのは、前衛が倒れたために〝アイテムマスターズ〟の強烈な攻撃陣に素すでさらされることになったギルマンメイジである。勝機を失ったと悟った彼は投降せざるをえなくなる。かくして、ＧＭの想定以上にあっさりと、この戦闘は幕を閉じてしまったのであった。

　余談だが、サイトは《スティール》をニンジャに対して使用、ちゃっかりドロップ品〝ギルマンの忍しのび装しよう束ぞく〟（一二〇〇Ｇ）をゲット……〝ガチャ〟資金を着実に増やしていた。




ジャック：……ドロップ品も余分にＧＥＴできて、意外とおいしい戦いだった。

ＧＭ：お、おのれ……（笑）。

エルリッタ：……ギルマンメイジを捕つかまえて尋じん問もん。なぜマテルを襲ったの。

ＧＭ：「それだけは言えない！　そういう契約なんだ！」口は割らないようだ。

リアル：……やっぱり雇やとわれてたのか。で、〝フラガラッハ〟のみんなは？

ＧＭ：「捕まえてふん縛じばって、船倉に転がしておいた」

ジャック：それでは、捕まっていた〝フラガラッハ〟のメンバーの縄なわを解いて、救出しよう。しかしギルマンごときに捕まるとは……。

ＧＭ：ＯＫ。彼らは相当な深ふか手でを負っているが、生命に別状はない。救出された彼らがキミたちに礼を述べる。「……かたじけない。だが、我々はギルマンに負けたのではない。突如現あらわれた一匹ぴきの〝獣〟が、我々を蹂じゆう躙りんしていったのだ」

サイト：うわ……〝ハンマーヴィルの獣〟も一いつ緒しよに現われたのか。

ＧＭ：「ああ、あんたらがここに来る直前、姿を消しちまったがな」ちなみに彼らの用意した神剣はすべて砕かれ、折られている。彼らはリタイアだね。

エルリッタ：……あの〝獣〟と契約を結んだの？　ギルマンメイジに聞きたい。

ＧＭ：フッフッフ。ギルマンメイジは、エルリッタの質問にただ首を横に振るだけだ。

リアル：ＧＭがなんか悪い顔している。

エルリッタ：……とにかく、ギルマンメイジを兵士たちに引ひき渡わたしてここは終わる。

ＧＭ：了解。では、キミたちはこの湖畔でひと晩ばん明かす、ということで！




　かくして、〝ハンマーヴィルの獣〟討伐に赴おもむいた四つのギルドのうちひとつが脱だつ落らくした。

　しかし未いまだ〝獣〟の巣の所しよ在ざいも〝天空の炎〟の位置も、つかめてはいない───。
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●六日目

　湖こ畔はんでギルマン軍団を倒したリアルたちは、森の南方へ向かう途中で旅人と遭遇した。

　実は詐欺師であった彼の噓を、リアルは《インサイト》で見破ることに成功。逆に、この近くに占い師婆さんが彷徨しているという情報を獲得する（以後。ワンダリングチェックで11以上で占い師と遭遇となる）。

　そしてこの日、悲劇に見舞われた新たなギルドが発生した。

　移動中の〝エレメンタラーズの弟子〟が〝獣〟に襲われ、リタイアしてしまったのだ。




ジャック：げえっ!?　〝エレメンタラーズの弟子〟も〝獣〟にやられたというのか！

エルリッタ：（地図を見ながら）……あれ？〝獣〟って一日に何マス動けるの……？

ＧＭ：騎乗状態のＰＣと同じく、通常で二マス。夜通しなら三マスだね。

ジャック：え？　でも、湖から三マスじゃ〝エレメンタラーズの弟子〟のいる場所まで届かないのでは……？

一同：…………。

サイト：《テレポート》したとか……。

ＧＭ：それはない（断言）。

エルリッタ：あの…………まさか〝獣〟は複数いるなんてオチは……。

ジャック：それはやめてっ!?（笑）

リアル：……考えても仕方ない。今は〝獣〟と戦っても殺せないんだし……エレメンタラーズさんは救助部隊に任せて、まずは近くの遺跡に行こう。

エルリッタ：……シビアな判はん断だん。でも、それがいいと思う。

ＧＭ：了解。では、六日目を終了しよう。
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●七日目

　リアルたちは、遺跡があると目される森の南なん端たん部ぶへと赴いた。

　果たして、彼らはその鬱うつ蒼そうとした森林の中に遺跡の門を発見。それと同時に。この時のワンダリングのチェックで11を出し、占い師の婆さんとの邂かい逅こうのイベントが発生した。

　占い師の婆さんは、質問に回答してくれたり、フェイトの回復など、望みを一回だけ叶えてくれるという。

　遺跡を探索するために移動を続けるか、占い師との邂逅イベントをこなすか───。

　この場でイベントをこなさないと、占い師の婆ばあさんと再度邂逅する保証はない。さらに、彼女にどうしても聞きたいことがあった一同は、遺跡を前に占い師と会話することを選ぶ。




ＧＭ：「……では、おぬしらの願いをひとつだけ聞いてやろう」

エルリッタ：パスワード教えて。

ＧＭ：パスワードかよっ!?（笑）　さっき出会った隊商のところで、金で買えるかもしれない情報だぞ！

一同：その金が惜おしいんだっ!?（笑）

ジャック：そう、ガチャのために……っ！（笑）　一回分のお金しかないんだよ！

ＧＭ：何回やるつもりだよっ！（笑）　「……で、では〝獣〟の巣に入るためのパスワードを教えてしんぜよう」

リアル：やった……っ！（笑）

ＧＭ：「パスワードは〝I can fly〟じゃ」

リアル：ありがとう、おばあさん（メモメモ）。

ＧＭ：ふいに占い婆は、怪け訝げんな表情で言った。「……おぬしらの顔には死し相そうが出ておる」

ジャック：死相？　わたしの顔に？

ＧＭ：「お前はもう死んでいる」

ジャック：ちくしょ────っ!?　そのとおりじゃねぇかあっ!!（一同爆笑）

サイト：だからなんなんだ……今のばーさんの会話の意味は……（笑）。

ＧＭ：というわけで占い婆さんは去って行った。ともあれ、これでＰＣ側は終了。続けて〝フェニックス〟の行動！　彼らはチームを分けて、深夜もなお突つき進すすんでいく！

一同：なんだってっ!?

ＧＭ：分隊は、ガチャがあると思おぼしき湖の方へと向かっているように見える。

サイト：冒険者というものは、ガチャの誘惑には勝てないんだね！（笑）

ＧＭ：否ひ定ていはしない（笑）。ともあれ、ＰＣ側がなにもなければ、七日目はこれにて終了！
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●八日目

　この日。ついにリアルたちは、森の中の遺跡へと到着した。古びた遺跡を守る巨きよ大だいな石の扉とびらは、固く閉とざされていた。

　しかしここで、ギルドの新メンバー、シーフのサイトが《ファインドトラップ》に成功。罠わなの発見に成功する。彼は罠の解かい除じよには失敗してしまったが、ジャックが運よく罠の解除に成功したため、事なきを得ている。

　遺跡の最さい奥おうの神殿らしき大きな部屋に入ると、そこにはうっすらと水が張はられていた。一番奥の祭さい壇だんには天てん井じようから光が差さし込こんでいる。

　その一ひと筋すじの光の先には、永えい遠えんに燃もえ続ける炎……




　───〝天空の炎〟がゆらめいていた。




一同：あった──────っ！（笑）

ＧＭ：よく見れば、祭壇の真上の天井には、レンズのような水すい晶しよう板ばんがはめ込まれている。それは、空に輝く星々の光を集めて祭壇の上に集中……炎を起こす仕組みになっていた。祭壇の下には油をくみ上げる装置でもあるんだろう。

エルリッタ：……なるほど、虫むし眼め鏡がねと同じ要領。こうして、幾万年前に発された光を炎と変えているのね。天空の炎とは、よく言ったもの。

ジャック：どうよ、マテル。これでなんとかなるか？

ＧＭ：文ぶん献けんと祭壇を交互に見比べて……「いける！」マテルは笑顔でうなずいた。

ジャック：よし！

ＧＭ：「……数万光年先の光が、こんな簡かん単たんに手に入るなんてなあ」彼女は感動しているようだ。そして携けい帯たいフイゴを背中から下ろし、祭壇の前でいろいろ組み立て始めた。

リアル：がんばって、マテル！




　そして、剣の作成に没ぼつ頭とうするマテル。

　こうなるとＰＣたちにできることはなく、彼らはしばしの休息を取った。

　一方〝フェニックス〟は本隊は森の某所で待機を続け、隊商と合流するためと思しき分隊を派遣していた。




リアル：隊商と交渉？　あ！　パスワード買おうとしてるんだ！

ジャック：しかしジョンたちの動き……始めからあの森の奥を目指すような動きだったな。なにか情報を摑んでいたのか？

エルリッタ：……嫌な予感がする。（少し考えて）ジョンに「遺跡にある〝天空の炎〟を使った剣じゃないと倒せないって伝える？　そうすれば、無む茶ちやはしないかもしれない。

リアル：なるほど。それはありかもしれない。

エルリッタ：ただ、今日の夜は「遺跡発見、調査中」って連絡を飛ばす。今日はこれだけ。こちらの剣が完成してから〝炎〟のことは伝える。

ＧＭ：ＯＫ。では次、九日目に入ろう。
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●九日目

ＧＭ：さて、九日目だが……ここで一日が経けい過かし、剣は完成する。見ればそれは、前と同じ剣とは思えない、不思議な光こう沢たくを発していて───。

リアル：これが父さんたちが作りたかった剣なんだ。すごいよマテル！

ＧＭ：「えへへ！」とマテルも嬉しそうだ。

ジャック：これで一日つぶれるから、我々はもう動けないな。

ＧＭ：うん、そうなるね。そのまま〝フェニックス〟の行動へと移ろう。送り出した分隊が隊商からパスワードを入手したのだろう。分隊はとって返して、本体と合流すべく、全速力で移動している。森の奥……本体のいる場所には、〝獣〟の巣へ扉があるのだろう。

ジャック：待て！　ヤバイ！　夜の通信で……「〝天空の炎〟を使わないと〝獣〟を倒す武器は作れない、早まるな」と昨日の情報を送る！

ＧＭ：すると、こう返事が返ってくる。「その情報は実に興きよう味み深ぶかい。ですが、そのような話に惑まどわされている場合ではないのです」

一同：は？

ＧＭ：……ここだけの話だが。森の奥では今、フェニックスのギルドマスターがジョンに言っている。「〝天空の炎〟？　その情報は〝アイテムマスターズ〟が我々を撹かく乱らんするために言っているだけだ。ジョンよ、我々の武器を信じろ。これで〝獣〟を殺すことはできると、私は確信している」

ジャック：や、やめろ、ジョン───っ！　早まるな───っ!!（一同爆笑）　このままではやばい！　ところで我々はガチャに行こうっ!!（一同大だい爆ばく笑しよう）

サイト：……そうだね！　ジョンたちがすぐ〝獣〟と戦いに行くなら、どっちみち間に合わないからね！（笑）

ジャック：くうっ！　ジョ────ン!!（笑）

ＧＭ：今、Ｏはたが満面の笑顔なわけだが（笑）。そんな汚れたキミに、ジョンから追加の連絡が入る。

ジャック：お？

ＧＭ：「……先輩、すみません。ハンマーヴィルを護まもる冒険者として退ひけない戦いなんです。もし我々になにかあった場合、あとのことはおまかせします」

リアル：ジョンにはジョンの信念があるってことね。

エルリッタ：ここまで言っている以上……ね。

ジャック：うおお───っ、ジョンはだまされてるんだ───っ!!　お前こそがこの世界の希望なんだ───っ!!（一同爆笑）　お前がこんなところで死んじゃいけないっ!!

サイト：ジャックさん、ジョンのことを好きすぎでしょ！（笑）

ＧＭ：といったあたりで、九日目は終了しよう（笑）。




●一〇日目

　〝アイテムマスターズ〟は、〝獣〟との決戦を前に、アイテムの補ほ充じゆうをするため（要するにガチャを回すため）北西の湖へと動き始めた。

　一応、考えもした。すぐにジョンのあとを追うべきか、あくまで有効な武器の補充のためにガチャを回しにいくべきか───。しかし、もうジョンたちの行動には追いつけない。

　ガチャに向かうのは、もはや神が示した道である……そう考えたのは当然であった。




ＧＭ：では〝フェニックス〟の進軍をミニマスターシーンとして描びよう写しやしよう。

リアル：やっぱり、突入しちゃう？

ＧＭ：うん。〝フェニックス〟はかなり大きなギルドだ。巣へと向かう巨大な門の前に今、三〇人ほどの騎士が生前と並んでいる。「……抜ばつ剣けん！」ジョンが号令を下すと、全員が一斉に剣を引き抜いて天に掲かかげた。それはすべて、同じオリハルコンの剣だ。

リアル：ひー、かっこいい───っ！（笑）

エルリッタ：……おー、オリハルコンの剣がたくさん。

ＧＭ：そして今、備そなえられた石版にパスワードを打うち込こむと……その巨大な石の門が軋きしんだ音を立ててゆっくりと開いていく。そして、ジョンの先導のもと……全員が闇やみの中に入っていった───……といったところで、一〇日目を終了しよう！




●一一～一四日目

　───探索も大おお詰づめとなった。

　〝アイテムマスターズ〟は、北西の湖の中にある遺跡に向かうべく、昼夜を通しての強行軍を採さい用よう、そこを目指して二日目には遺跡のある湖へと到達した。

　湖にあった小こ舟ぶねを漕こいで進み、蜃しん気き楼ろうにかすむ小島に上陸する。そここそが、伝承武具を入手できるガチャのある古代遺跡であった。




ＧＭ：さて、キミたちが上陸すると、そこに遺跡はあった。すでに扉は壊こわれて、自由に出入りできる。中には古代のガチャがあり、古い文字で「一回五〇〇〇Ｇ」と書いてあった。

リアル：お金、一回分ならある！

ＧＭ：なお、前回のダンジョンと同じように、ドロップ品の換かん金きん装そう置ちもある。「中古品引き取りマス」って書いてある。

エルリッタ：……ドロップ品を全部換金（笑）。

リアル：（計算して）そうすると九〇七〇Ｇになる！　あと一〇〇〇Ｇで、ガチャ二回！

ジャック：このレイジハンマーを売れば！（一同爆笑）

リアル：それは一番売っちゃダメなやつ！（笑）　他にもなにか売れるもの……（シートを眺ながめて）……ねえ、馬を売ったら一〇〇〇Ｇになるっ!!（一同爆笑）

サイト：落ち着いて！　馬を換金すると【移動力】が減るよ！（一同爆笑）

リアル：あ、そうか。危あぶない、危ない。




　明らかに全員の目の色が変わっていた。

　あーでもないこーでもないと相談の末……〝ギルマンタタキャー〟（七五〇Ｇ）と理力符ふ（〈火〉・二五〇Ｇ）を売り、彼らは強引にガチャもう一回分の資し金きんを捻ねん出しゆつしたのであった。

　まずは、リアル用に長剣で回すことが決められた。




リアル：じゃあ、ガチャを……回すっ！

ＧＭ：「おー、古代のガチャかー！」マテルもテンションが超上がっているようだ。では剣から振ってみようか。なお、「継けい承しよう」は［売買］で固定になる。攻こう撃げき力りよく＋２がつくね。

リアル：はーい！

サイト：おお、これはワクワクする（[image: ]初めて伝承武具を作る）。

リアル：えいっ！（ダイスを振る）63。…………［海洋武器］？

ジャック：サハギンの英えい雄ゆうが、ギルマンの魔ま術じゆつ師しから奪うばったという武器だな。

ＧＭ：効果は……［遊泳状じよう態たい］だと属性が〈水〉になって、物理攻撃、魔法攻撃問わず……ダメージに＋５がされるという代しろ物ものだ。

エルリッタ：……バイキングだったら強かったのに。残念。

ＧＭ：これ、呪詛が付くな。表を振ってみようか。

リアル：えい！（ダイスを振る）55！

ＧＭ：［絶ぜつ望ぼう］！　「装備者がファンブルすると、即そく座ざにフェイトを１点失う」

リアル：ええ───っ!?　それは悲惨すぎる！（笑）

エルリッタ：サハギン英雄の絶望ソード（笑）。

ＧＭ：定食屋のメニューみたいだな。さて、最後は「宿命表」を振ってもらおう。

リアル：（ダイスを振る）55！

ＧＭ：「破は滅めつ」だね。「未来に破滅が待っているかもしれない。あらがえるかはあなた次し第だい」……だそうだ。

エルリッタ：絶望で破滅って……フェイトを失って溺おぼれるという暗あん示じ（笑）。

リアル：ハズレだった───っ！（爆笑）　こんなの捨て……いや、マテルにあげよう！

ジャック：な、なんとひどい（笑）。

サイト：もう一回、長剣で引いてみたら？

リアル：え？　でもあたし、これで剣三本持ってるよ。

エルリッタ：……向こうは装備を破は壊かいしてくるから、トドメを刺す段階になるまで、本命の剣は使わない作戦は悪くない。

ＧＭ：……なるほど、これでいい武器が出るならその作戦はいいな。

ジャック：重量は大丈夫か？

リアル：ウェポンケースがあるから余よ裕ゆう！

ジャック：よし！　それじゃあ、もう五〇〇〇Ｇ支し払はらって、ガチャを回そう！

ＧＭ：了解（笑）。では、もう一度表を振っていこうか。最初の「継承」は［売買］となり……「伝承」をＤ66で決めよう。

リアル：よし……！（とダイスを握にぎりしめる）




　なお、もう一度気合いを入れて振った結果、以下のとおりとなった───。





・伝承：［粘ねん液えき武具］



　常つねに粘ねん性せいの物体に包まれており、白兵攻撃が命中した場合、対象の【移動力】にマイナス10する（最低１）。この効果は、対象が一度移動するか、シーンが終了するまで持続する。


・特徴：［流血］



　この武器は突然血を流す。特に使い手が傷つくわけではない。


・未来：［放ほう浪ろう］



　その武器は、使い手が一ひと所ところにとどまることを許さない。




リアル：なんだこれ───っ!?（一同爆笑）

エルリッタ：べとべとして、突然血を流し、一所にとどまらせてくれない武器！（笑）

サイト：呪詛がないのに、呪われてる武器にしか見えないっ!?（大爆笑）

ＧＭ：でも、この武器の攻撃を受ける敵は、かなり精神ダメージを喰らいそうだ（笑）。

ジャック：たしかに超コワい！　血染めのべとついた剣が迫ってくるとか！（笑）

リアル：この武器、イヤだ！（笑）　しかも、効果が地味だし……特定の状況なら超強いけど……これもハズれっぽいな～。

ジャック：一〇〇〇〇Ｇがゴミになった……ガチャってむなしい……（笑）。




　こうして……合計一〇〇〇〇Ｇを突つっ込こんで得たすばらしい武器を携たずさえ、〝アイテムマスターズ〟は絶ぜつ望ぼう的てきな気分のまま、遺跡をあとにした。その後、昼夜問わずの強行軍を慣行、二日で〝獣〟の巣へと通ずる門の前に到着したのだった。




ＧＭ：……キミたちが遺跡の前に駆かけつけると、そこには〝フェニックス〟の分隊の面々が不安そうな表情でジョンたちの帰りを待っていた。

ジャック：……お前たち、中に入ったジョンたちはどうなった？

ＧＭ：「は、入ってからもうずいぶん経たつのに、誰だれも帰ってこないんです。まさかとは思いますが───」不安げな表情で、彼らは回答する。

リアル：遅くなってすまない。大丈夫、あたしたちが捜して連れ戻してくる。

ＧＭ：「よろしくお願いします、どうかご無事で……！」

リアル：よし、行こう！　ジョンたちを助けて……　〝ハンマーヴィルの獣〟を倒すんだ！

一同：……おう！

ＧＭ：では、キミたちが遺跡の中へと足を踏ふみ入いれたところで、このシーンを終了、クライマックスフェイズに入る！







　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ




◆Climax01◆〝ハンマーヴィルの獣けもの〟との戦い




　遺い跡せきの門をくぐったリアルたちの前に広がっていたのは、その景色が歪ゆがんだ空間であった。

　視し界かいも時間の流れも正せい常じようではない空間を、それでも四人は前へと進んでいく。

　しばらく歩いた後に彼かの女じよたちが目まの当あたりにしたのは……。

　───地じ獄ごくそのもの光景だった。




ＧＭ：さて、クライマックスだ。キミたちが遺跡に足を踏ふみ入いれると、ユラリと空間が歪んでいた。だまし絵みたいな風景が広がっているね。

エルリッタ：エッシャーの絵みたいに？

ＧＭ：そんな感じ。次元の狭はざ間まが演えん出しゆつされていると思ってほしい。見たことのない拗ねじくれた木々が立たち並ならぶ湾わん曲きよくした通路があり、どうやらそこをジョンたちは進んでいったようだ。キミたちはそのまま進んでいくんだが、その途と上じようでグニャッとなにかを踏ふみつける。

ジャック：なに？

ＧＭ：人の手だ。

エルリッタ：え？

ＧＭ：そこには、三〇人ほどの〝フェニックス〟のメンバーたちが累るい々るいと倒たおれ伏している。

ジャック：おいおい、なんてこった！

リアル：ＧＭ、倒れている人は、まだ生きているの？

ＧＭ：かろうじて生きている。……瀕ひん死し状じよう態たいではあるが、急いで救助すれば望みはある。

リアル：彼らの突入からだいぶ時間がたっちゃったけど、なんとか間に合ったんだね。

ＧＭ：どうやらここは時空が歪んでいるようだ。この空間の中では、外とは時間の流れがちがうものと考えてほしい。そして、キミたちの前方からは、剣けん戟げきも聞こえてくる。

ジャック：きっとまだジョンが戦っているんだ！

リアル：よし。まずは音のする方へと行ってみよう！

ＧＭ：では、キミたちがさらに進むと、木々に囲まれた神しん殿でんのような遺跡の中心部に出る。キミたちはそこで、戦せん闘とう中のジョンと〝フェニックス〟のギルドマスターの姿すがたを見つけた。ジョンと対峙する〝ハンマーヴィルの獣〟の向こうには、狼おおかみのような獣が四〇体……モブにして四体がじっと座すわって戦況を眺めているね。

ジャック：ジョンたちの様子は？

ＧＭ：劣れつ勢せいは明らかだ。メンバーはジョンを残して壊かい滅めつ状態。ギルドマスターは「馬ば鹿かな！　こんなはずでは……っ!?」と叫さけんでいる。ジョンの「マスター!!　援えん護ごを！」という言葉にも、「こんなはずではなかったんだ……！」と、つぶやくばかりで連れん携けいもくそもない状態だ。

サイト：ギルドマスターは、なにをそんなに混こん乱らんしてるんだ？

エルリッタ：さて……明らかに勝てるつもりで来たようだったけど。

ＧＭ：「くそ……！」押されつつもひとり奮闘するジョンは、その剣で最後の……そして渾身の一撃を放つ。刃が、〝獣〟の顎あごから脳のう天てんまでを貫つらぬき通とおした。

ジャック：おお、やったか！

リアル：え!?　完成した神剣がないと倒せないんじゃなかったの!?

ＧＭ：ふっふっふ。〝獣〟はビクリと大きく痙けい攣れんして動きを止め、やがてその場に崩れ落ちた。ジョンは「や、やりましたよ、マスター！」と言うが、マスターは「いや……」と首を振ふる。

一同：え？

ＧＭ：ジョンに倒され、横たわっていた〝ハンマーヴィルの獣〟の死骸から、瘴気のごとき黒い影かげがふわりと浮き上がり、フラフラと揺ゆれながら森の奥おくへと消えていき───。

ジャック：おや？

ＧＭ：「ジョン。逃にげよう、こんな場所！」ギルドマスターが乱心したように言う。対して、ジョンが「なにを言ってるんですか。今、奴は倒したではありませんか……！」と言いかけた時。森の奥から動物の苦しげな咆ほう哮こうが聞こえ、強く邪悪な気配が生まれたことに気づいた。

リアル：あ……。

ＧＭ：ややあって……のそり。奥の森から、黒い瘴気を纏った新たな〝獣〟が姿を現わした

ジャック：新しいのが来た────っ!!

ＧＭ：レムレスのジャックにはわかる。この〝獣〟は、肉体はなく精せい神しん体のみの存そん在ざいだ。そしていろんなエネミーに乗のり移うつり、あちこちに出しゆつ没ぼつしているのだと。

ジャック：精神生命体か。なるほど、わたしや魔族みたいなものか。

ＧＭ：実は、キミたちが先行して突とつ入にゆうしていたら、一体目である虎とらに乗り移った〝獣〟と戦うことになったんだけど……ジョンたちが先に突入したからね。そのため虎はジョンに倒されたが、その結果〝獣〟の精神体が新たな肉体に乗り移った、という状じよう況きようだ。そして、その二体目の四足歩行の猛もう獣じゆうで……ぶっちゃけて言うと、ライオンだ。

サイト：虎からライオンに乗のり換かえたワケだね。

エルリッタ：狼っぽい動物が大量にいるし、乗り移る身体はたくさんあると。

ＧＭ：さて、ギルドマスターは「話がちがう！　いつまでも死ねないお前に、真の死を与あたえる代わりに、〝ハンマーヴィルの獣〟を倒したという栄えい誉よを我われ々われにもたらすと！　そういう話だっただろう!?」と言い出だす。ジョンは状況が飲み込めず怪け訝げんな顔だ。

リアル：……なるほど、ギルドマスターが黒くろ幕まくだったのね。

サイト：ギルマンを雇やとって邪じや魔まなマテルを消そうとしたのもこいつってわけだ。

ジャック：ジョンはなにも知らされてなかったか。

ＧＭ：そのとおり。ギルドマスターはマテルの技術がほしくはあった。しかし、始めから〝獣〟を倒せることは確定していたゆえ、そこまで執着はしていなかったんだな。ただ、マテルの剣によって、フェニックスより先に〝獣〟を倒されても困る。だから……。

リアル：だから、誘拐した。剣造りを邪魔しようと。

ＧＭ：そうだ。さらに〝獣〟が街中で突とつ然ぜん消えたのも、《テレポート》などを使ったわけでもなく、ギルドマスターが密ひそかにかくまっていたんだな。

エルリッタ：……きっと、軍隊や討とう伐ばつ隊の情じよう報ほうも流していたのもこの男。人間側に裏うら切ぎり者ものがいたのでは、翻ほん弄ろうもされるか。

ＧＭ：そのとおり。そのうえでギルドマスターは「ちがう！　いや、そうなんだが……今はそんなことを言っている場合じゃないだろう!?　私は、だまされたのだ！」とわめきだす。……のだが、〝獣〟が「うるさい」と一言。ギルドマスターとジョンをバシッと張はり倒たおす。

ジャック：あぺ（[image: ]ギルドマスターになった）。

リアル：あー。

ＧＭ：これでふたりとも戦闘不ふ能のう。なおジョンの剣も叩たたき折られている。

ジャック：倒れたジョンに言う。ジョン、こいつを倒して、すぐ助けてやるからな！

ＧＭ：「先輩、おまかせします。あなたなら───できる」

リアル：本当に慕われてるんだね。

ジャック：ああ。こいつは、いい奴なんだ……。

ＧＭ：さて、〝獣〟は、キミたちを見ると、「おお、お前たちも、我わが復ふつ活かつの糧かてになるためにやってきたか。とても嬉うれしいぞ」と語りかけてくる。

エルリッタ：敵てきを倒せば倒すほど、〝獣〟にとっては復活の力になるってこと？

ＧＭ：そう。〝獣〟が人を殺して食っていたのは、明めい確かくな目的があったんだ。人を食くらって魂を奪うばい、魂を貯ためる。そして魂が一定数貯まると、この神殿に封ふうじられた、魔族〝ハンマーヴィルの獣〟の本体が復活するという仕組みになっているんだ。

リアル：なるほど。

ＧＭ：なお、現げん在ざい〝獣〟はライオンを乗っ取っているんだが、邪じや悪あくな〝獣〟の影えい響きようによって、通つう常じようのライオンとはスキルなどが変化している。

リアル：手て強ごわくなったのかな？　でも、マテルが鍛きたえてくれた神しん剣けんなら、〝ハンマーヴィルの獣〟の精神体にとどめをさせるんだよね。

ＧＭ：そのとおり。その剣は、この〝獣〟に真の死を与える効こう果かを得ているんだ。ここでマテルは、リアルに対して「あたしの剣を信じて！」と声をかけた。

リアル：ありがとう、マテル！　あなたの剣であいつを倒す。ふたりで一いつ緒しよに戦うよ！




　リアルは親友が鍛えた神剣を携たずさえて宣言した。

　リアルの想いに応えるかのように、神剣は神々しい輝きを放つ。

　その煌きらめきをいまいましげに見み据すえた〝ハンマーヴィルの獣〟は、つぶやく───。



















ＧＭ：「……なるほど。少しばかり厄やつ介かいな武ぶ器きをもっているようだな。だが、お前たちの魂を食らえば、ちょうど一〇〇〇体に届とどく。そうすれば、我が肉体の復活もたやすかろう」

ジャック：そんな展てん開かいはごめんだな。ジョンのためにも貴き様さまを倒す！

エルリッタ：呪のろいを解とくためにも！

サイト：ギルドマスターやマリアさんの仇かたきを討たせてもらうよ！

ＧＭ：獣〟が「貴様らの魂、食ろうてやろうとしよう」と〝キミたちの方へ一歩近づき、咆哮を上げる。すると、その声に従したがうように、ウルフたちが四〇匹ひきほど、ザッと立ちあがる。

サイト：増ぞう援えんか。

ＧＭ：うん。〝ハンマーヴィルの獣〟が持っている《司し令れい塔とう》の演出だ。さらに、ウルフは《ウルフパック》という、シーンに登場しているモブの数だけ、ボーナスがもらえるというスキルを持っている。そして、セットアッププロセスで増援を呼よぶので、注意してほしい。

サイト：厄介だね。

ＧＭ：戦闘配置を説明するよ。まず、マテルを含ふくめたＰＣで１エンゲージ。そこから５メートル離はなれた位置に、ウルフ四体が、二体ずつエンゲージしている。さらに５メートル奥に、〝獣〟がいる。どちらかのウルフを倒せば、〝獣〟の元へ突とつ破ぱできるよ。

リアル：わかりました。じゃあ、最初は、〝イビルセイヴァー〟を構えます。神剣はとどめを刺す時に。

ジャック：わたしはここで〝馬上からメイジを絶対殺すマン〟を使うべく【幸運】判はん定てい。フェイト１点を使い（ダイスを振る）……判定成功！　よかった。武器はここにある！（笑）

ＧＭ：考えてみれば、とんでもない呪じゆ詛そだな（笑）。では、戦闘ラウンドに突入だ。




●第一ラウンド


行動値

ハンマーヴィルの獣（ライオン）　　19

サイト　　　　　　　　　　　　　　16

エルリッタ　　　　　　　　　　　　10

マテル　　　　　　　　　　　　　　８

ウルフＡ～Ｄ　　　　　　　　　　　６

ジャック　　　　　　　　　　　　　６

リアル　　　　　　　　　　　　　　４



[image: ]




ＧＭ：では、第一ラウンドのセットアッププロセスをはじめよう。まずは〝ハンマーヴィルの獣〟から。〝獣〟は《司令塔》を使用。以後ウルフたちの判定に＋４される。

サイト：判定に＋４は強いなっ!?　えっと、《ミラージュバインド》。ライオンを対象にする。魔ま術じゆつ判定……成功。なので、〝獣〟の行動値を２Ｄ下げられる！

エルリッタ：フェイトを１点使ってほしい！　私わたしは《アニマルパクト》でシーン全体攻こう撃げきできる。先手をとれれば、〝獣〟になにかされるまえにウルフたちを消せるかもしれない。

サイト：なるほど！　では、フェイトを１点使用。（ダイスを振る）……【行動値】を11点下げたよ。ライオンの周りに、〝獣〟の犠ぎ牲せい者しやたちの幻げん影えいが浮うかび、絡からみつく！

ＧＭ：「ぐわっ！　なんだこれは」幻影に引っかかったので、ライオンの【行動値】がマテルと同じ８になってしまった。マテルはＰＣ相当ということで、〝獣〟より先に行動だな。

エルリッタ：……ともかく、これで先手をとれる。

ＧＭ：ウルフは《召しよう喚かん》で増援を呼ぶ。すると新たに四つの群れが出しゆつ現げん、合計で八体になった。

エルリッタ：八体!?　まずい……ますます《アニマルパクト》が重要になった。

ジャック：わたしは《ストロングスタイル》を使用。このラウンドのダメージに＋４Ｄする。

リアル：ライオンに《プロボック》。（ダイスを振る）……うわ、低っ。達成値12。

ＧＭ：こちらは６以上か。（ダイスを振る）うん、出た。抵てい抗こう成功。

リアル：《プロボック》が効きかなかったか、残念！




●セットアッププロセス終しゆう了りよう時の行動値


サイト　　　　　　　　　　　　　　16

エルリッタ　　　　　　　　　　　　10

マテル　　　　　　　　　　　　　　８

ハンマーヴィルの獣（ライオン）　　８

ウルフＡ～Ｈ　　　　　　　　　　　６

ジャック　　　　　　　　　　　　　６

リアル　　　　　　　　　　　　　　４



[image: ]




ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。まずは、行動値が一番高いサイトから。

サイト：待機！

ＧＭ：次は、エルリッタだな。

エルリッタ：……まず、ムーブアクションで、ウルフＡＢＥＦのエンゲージに移い動どう。

ＧＭ：移動？　……ああ、〝スニージンガー〟の効果で、ウルフが回かい避ひで振るダイスの数を減へらして、こっちのクリティカルを潰つぶすのか。

エルリッタ：うん。マイナーアクションが、《アニマルパクト》。メジャーアクションが《サモン・リヴァイアサン》。「獣たちよ、異い世せ界かいより来きたる魔族などに従うことなかれ！　〝水泳ぐ魚の王〟リヴァイアサンの命令を聞くがいい！　……秘ひ剣けんリヴァイアサン！」フェイトを１点使用。（ダイスを振る）クリティカル！

ジャック：しかも、６が３個こ出ている！

ＧＭ：これは、こっちもクリティカルをしないと回避できない。まず、ウルフＡＢＥＦは１Ｄしか振れなくて、クリティカルしないから、回避失敗。続いて、ウルフＣＤＧＨ。出目は……（ダイスを振る）Ｃが８、Ｄが６、Ｇが５、Ｈが５。ウルフは全員回避失敗！

ジャック：あとは、〝ハンマーヴィルの獣〟のみ。

ＧＭ：〝獣〟の回避は、２Ｄ＋10。（ダイスを振る）クリティカルは出なかった。回避失敗！

エルリッタ：……《マジックフォージ》。（ダイスを振る）54点の〈無〉属ぞく性せい、魔ま法ほうダメージ。ダメージが通ると、［スリップ］と［放心］がつく。

ＧＭ：ウルフは〈火〉属性で、【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】は３点、【ＨＰ】は37。ウルフは全部倒れた！

ジャック：よし！　一斉に吹ふっ飛とばされたぞ！

エルリッタ：アリオは「見たか、狙いどおり！」と言うが、エルリッタ自身は「よ、よかった」って胸むねをなで下ろした（笑）。

ＧＭ：生き残った〝ハンマーヴィルの獣〟は［スリップ］と［放心］を受けた。

ジャック：《バッドステータス無む効こう》を持ってないのか!?

ＧＭ：ふっ。こちらを心配するには及ばないよ。《逆ぎやく上じようの獣》というオリジナルエネミースキルで、バッドステータスを受けている間、ダメージのダイスロールに３Ｄのボーナスだ。

一同：なにぃ─────っ!?




《逆上の獣》は、バッドステータスを多用するアイテムマスターズの戦術を逆手にとったオリジナルエネミースキルである。このスキルの特性上、《バッドステータス無効》を同時に使用することはできない。そのため、一方的にＧＭが有利というデータではないのだ。




サイト：……なるほど。バッドステータスを与えると強くなるのか……。僕たちと相性悪いけど……そこでバッドステータスを与えるのを躊ちゆう躇ちよすると、こっちの持ち味が死ぬからね。

ジャック：どのみち、もうバッドステータス与えちゃったし……。

リアル：だね。あたしたちらしく戦うよ。バッドステータスをガンガン与えよう！（笑）

ＧＭ：ヤなギルドだな!?（笑）　というわけで、《逆上の獣》を使った〝ハンマーヴィルの獣〟は怒いかりのオーラを纏う。次は行動値８……。




　さて、マテルの行動である。その内容を決定するためリアルが行動表を振った。

　結果は、11の「攻撃用のブラックスミスのスキルを使って攻撃」となった。

　しかし、残る敵は〝ハンマーヴィルの獣〟のみ。さすがにマテルのみを前進させるわけにもいかず、リアルはフェイトを使用して結果をずらす。選ばれたのは10の「ほめる」という無難な行動。これにより、ジャックはマテルからのポーションで【ＭＰ】を11点回復した。

　次の〝獣〟は［スリップ］により移動不可だったため、ＰＣが突っ込んでくるのを待ちかまえるべく待機を宣言。続くジャックは、全力移動で〝獣〟にエンゲージしたものの、フェイト１点をつかった渾こん身しんの《ペネトレイトブロウ》を〝獣〟に紙かみ一ひと重えでかわされてしまう。




ジャック：バカなぁあああぁあっ!?　命中の達成値19を同じ数値で避よけるだとぉっ!?　そんな絶ぜつ妙みように残念な展開…………噓だと言ってよ、菊池さん!?

ＧＭ：残念、これが現実です！（一同爆笑）　次は、リアル。

リアル：ムーブアクションで、〝獣〟のエンゲージに移動。マイナーアクションで〝イビルセイヴァー〟の力を使ってダメージを＋３Ｄ、メジャーアクションで《バッシュ》。《ボルテクスアタック》も使うよ！

ＧＭ：ぐはっ、いきなり全開かっ!?

リアル：フェイトを１点使用。これで、４Ｄ振れる。（ダイスを振る）26。

ＧＭ：こちらは２Ｄ＋10。（ダイスを振る）出目７だから、回避失敗。

リアル：《ピアシングペイン》で、貫かん通つうダメージにする！　ダメージは、10Ｄ振れる。お前は、お父様とお母様の仇！

ＧＭ：そのリアルの決意と、〝イビルセイヴァー〟の中で高まる魔力を感じ……「なんだ、その剣は！　七年前のあの剣とは、確実にちがう！」と、〝獣〟は驚く。

リアル：今回は色々準備してきたんだ！　お前には、もう誰も殺させない！（ダイスを振る）[image: ]点の貫通ダメージ！

ジャック：[image: ]点の貫通ダメージ!?　すげ───っ！　リアルさんのカッコイイ一撃を喰らって〝ハンマーヴィルの獣〟はもう死んだ───でいいんじゃないかな？

ＧＭ：まだ死なないよ（笑）！　でも、瀕死に近い……（笑）。リアルの振るう剣は、〝獣〟の胸むな元もとへいとも簡かん単たんに突つき刺ささる！

ＧＭ：次は〝獣〟。ムーブアクションで［スリップ］を解除、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションは《バッシュ》でリアルを狙ねらう。なお、《バッシュ》は５レベルだ。

ジャック：わかりやすいスキル構こう成せいだな。ただ、ダメージはかなり来る。

ＧＭ：まず、命中判定。［放心］を受けているから、３Ｄ＋11……（ダイスを振る）21だ。ライオンは剣で貫つらぬかれたまま、リアルを殴なぐり返かえす。

リアル：クリティカルでないと回避できない。（ダイスを振る）９。12で回避失敗。〝イビルセイヴァー〟で受け止める！

ＧＭ：ダメージは、３Ｄ＋44に、《バッシュ》で５Ｄ、《逆上の獣》で３Ｄ乗るから……11Ｄ＋44。（ダイスを振る）28……低っ!?　72点の物理ダメージ。

リアル：あたし……〝イビルセイヴァー〟の効果で25点、【物理防御力】で29点軽けい減げんするんだよね。これならジャックの《プロテクション》でなんとかなるかも……。

エルリッタ：いいんじゃない？　いざとなったら《ガーディアン》を使うし。

ジャック：よし、今こそ、５Ｄになったわたしの《プロテクション》の真価を発揮する時。どりゃあああああっ……（ダイスを振る）……でたっ、20点軽減。

リアル：じゃあ、ダメージは０！　受けきった！

ＧＭ：なんだと!?

サイト：次は僕の番。ムーブアクションとマイナーアクションを使って、全力移動して、〝獣〟にエンゲージする。メジャーアクションで白兵攻撃。この際《ポイズンイメージ》を使用して、しびれくらげの与える［ノックバック］と［毒］の効果強度を＋１する。フェイトを１点使用して、命中判定が４Ｄ＋７。（ダイスを振る）……20。

ＧＭ：回避は２Ｄ＋10だから……（ダイスを振る）出目は４。14で回避失敗。

サイト：ダメージロールの前に《ピアシングストライク》を使用。ダメージが４Ｄ＋16。（ダイスを振る）25点の物理ダメージ。

ＧＭ：ライオンの【物理防御力】は23だから、ダメージは２点抜ぬけた。

サイト：ダメージが抜ければＯＫ！　《アサシンⅠ》使用。［毒（４）］、［ノックバック（４）］が乗るよ。ま、［ノックバック］はこのラウンドで効果が切れるから、関係ないけどね。

エルリッタ：だが、［毒（４）］はすごく強い。

サイト：クリンナッププロセスに、20点ダメージがいくからね。

ＧＭ：うげ…………それは……。（データを見つめ）……これからクリンナッププロセスですが、哀しいお知らせです。

一同：？

ＧＭ：〝ハンマーヴィルの獣〟が［毒（４）］で20点ダメージを受けた。〝獣〟が乗っ取ったライオンの【ＨＰ】が[image: ]。累るい積せきダメージが[image: ]点だから、ここで〝ハンマーヴィルの獣〟が乗っ取ったライオンの肉体が崩ほう壊かいする！

一同：毒で死んだ───っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：「バカな!!　この〝ハンマーヴィルの獣〟が、こんな毒なんぞで!?」

ジャック：こっちも想定外だよ!?（笑）

ＧＭ：なんたる屈くつ辱じよく！　ＰＣをひとりでも倒せば、能力が強化される仕掛けだったのにに！

サイト：犠牲者の魂を力に変へん換かんする能のう力りよくがあったんだね。危ないとこだった……。

ＧＭ：「……やむをえん。不完全ながらも我が身体を呼よび出だすしかなかろう」




　リアルたちの目の前で、突とつ如じよライオンの身体がバリッと真っ二つに裂さけた。

　その骸むくろの裂け目から、ぬるり……と姿を現あらわしたのは、黒き瘴気を纏う一体の魔族だった。




ＧＭ：〝ハンマーヴィルの獣〟の肉体は、神殿で封ふう印いんされていたんだけど……今まで得ていた力で、ライオンの体内に転てん移いし、その肉を苗なえ床どこにして不完全ながらも復活した。

ジャック：不完全？

エルリッタ：……十分に人間の魂を喰らっていない状態で無む理り矢や理り復活したのか。

ＧＭ：そう。見た目は、ミノタウロスの上半身に、馬の身体をくっつけたような、謎なぞの形をしているね。ケンタウロスの魔ま族ぞく版ばん、とでもいった外見だ。そして……。




　復活したばかりの〝ハンマーヴィルの獣〟は、その身を構成するふたつの身体の結合部を中心に腐敗を始めていた。放たれる悪臭に一同は表情を歪める。




リアル：〝獣〟の真の姿は二体の魔物がくっついた魔族で、その融合がうまくいっていないというわけね。───なんて醜みにくい姿。

ジャック：しかしこいつは魔族！　《クルーセフィクション》が効くぜ───っ！（笑）」

エルリッタ：この魔物、ライオンの身体から出てきたけど、ライオンとは別のエネミー？

ＧＭ：うん、別の個こ体たいだ。だから、データも別で、バッドステータスなども消える。では、これにて第一ラウンドは終了だ。




●第二ラウンド


【行動値】

サイト　　　　　　　　16

ハンマーヴィルの獣　　13

エルリッタ　　　　　　10

マテル　　　　　　　　８

ジャック　　　　　　　６

リアル　　　　　　　　４



[image: ]




　決戦の第二ラウンドが始まった。まずは、セットアッププロセス。ここではジャックが《ストロングスタイル》を使用したのみに終わった。




ＧＭ：では、イニシアチブプロセス。まずは、サイトから。

サイト：ムーブアクションなし、マイナーアクションで《フェイント》で回避にマイナス１Ｄ。メジャーアクションは普ふ通つうに攻撃。（ダイスを振る）命中は22。

ＧＭ：じゃあ、〝獣〟の回避は２Ｄ＋８。（ダイスを振る）ファンブル!?　回避失敗。

サイト：なら、ダメージロール前に《ピアシングストライク》。《ポイズンイメージ》でバッドステータスの効果強度を３にする。そして《ファントムペイン》で［毒］を［スタン］に変へん更こう……これを受けると回避にマイナス１Ｄのペナルティがつくよ。

ＧＭ：それはまずい……っ！　ほんとえげつねえなっ!?




　このサイトの攻撃は〝獣〟に命中したものの、ダメージ自体はたいしたことはなかった。もとより、サイトの狙いは［スタン］で敵の回避を妨害すること。それを嫌ったＧＭは《バッドステータス無効》を使用。このバッドステータスを消し去ってしまったのである。




サイト：残念！　本体は《バッドステータス無効》を持っていたか。

ＧＭ：そのかわり【ＨＰ】がさらに25点削けずれた。地味に痛い……。が、やっと順番が回ってきたぞ。〝獣〟は、剣を二本抜ばつ刀とうし、近くにいるリアルたちに向かって、剣風のように振るう。これは、ディブロウという魔族のスキルで、《マススラッシュ》という範はん囲い攻撃だ。

ジャック：範囲攻撃が来たか。

ＧＭ：ムーブアクションはなし、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションが《マススラッシュ》だ。なお、クリティカルすると《マーダースキル》が乗るので注意してくれ。

リアル：これは怖こわい……。




　黒い瘴気をまとった魔獣が双そう刀とうを嵐のように振り回し、リアルたちのいる空間を薙なぐ。

　不完全な復活とは思えぬほどの剣けん圧あつが、彼かの魔獣の間合いに位置する三人を襲う。




ＧＭ：命中は、５Ｄ＋６。（ダイスを振る）クリティカル！　ちなみに誰か戦闘不能になると能力が強化されるのはこの肉体になってもかわらないから。

サイト：と言われても、クリティカル以外回避できない。（ダイスを振る）失敗。

ジャック：（ダイスを振る）回避失敗。

リアル：（ダイスを振る）回避失敗。

ジャック：神剣を護りつつ、戦闘不能も出せない……。なら、リアルさんは【ＨＰ】の少ないサイトを《カバーリング》して。そのうえで、１点でもダメージがリアルさんに入りそうだったら、僕が《アフェクション》を飛ばすから。

リアル：了解！　サイトを《カバーリング》する！

サイト：助かるよ！

ＧＭ：ダメージは、８Ｄ＋52で……（ダイスを振る）28。80点の物理ダメージ。１点でもダメージが入ると《鋼鉄斬り裂く爪》の効果で、装備品のどれかを破は壊かいするよ。

リアル：あたしは《カバーリング》しているから、ダメージが２倍……。ヤバいんで《アフェクション》がほしい！（笑）

ジャック：ＯＫ！　まず、リアルに《アフェクション》。これで、リアルへのダメージは０。

リアル：ありがとう！

エルリッタ：……ジャックもやばそう。彼に《ガーディアン》を使用。ダメージを25点消す。

ジャック：助かった！　おかげで29点ダメージを受けたけれど、まだ立っているぞ！

ＧＭ：では、ジャックの武具が１個壊こわれる。１Ｄの出目が１なら頭部防ぼう具ぐ、２で胴部、３で補ほ助じよ防具、４で装そう飾しよく品ひん、５で右手武器、６で左手武器だ。（ダイスを振る）１。頭部防具だ。

ジャック：霞かすみの鉢はち金がねが壊された！　うおぉおぉおぉっ！　［Ｓ１武具］だったのにぃぃぃ！　せっかく侍じ祭さいのクリスタルはめてたのに！　貴様───っ！　もう、もう許さんぞぉっ!!

リアル：お、落ち着いてジャック。気持ちはわかるけど（笑）。

ジャック：落ち着け？　気持ちはわかる？　じゃあ、リアルさん……神剣が破壊されたら？

リアル：───絶対許さん！

一同：ですよね───っ!!（笑）

ＧＭ：あっはっは。なお、バラしてしまうが、〝獣〟は《二回行動》を持っているので、気をつけた方がいいよ。

ジャック：早く倒さないといけないな。

エルリッタ：次は私の番……ムーブアクションで、〝獣〟にエンゲージ。「お前、近くで見るとずいぶん病んだ肉体をしているな……すぐ寿命がきそうだぞ」とアリオが言う。

ＧＭ：「復活したてで、組織が安定していないだけだ！　貴様の肉を喰らって癒いやすまで」

エルリッタ：そうか。「だが、お前にそのための時間はない……──」とアリオが言う。




　エルリッタは、秘剣ファーヴニルの一撃を放った。《サモン・ファーヴニル》に切り札の《リゼントメント》を加えた攻撃だ。放たれた波は濤とうが〝獣〟を激しく打ち据すえる。




ＧＭ：ダメージは73点受けた。［放心］は《バッドステータス無効》で打ち消す。

エルリッタ：合計で83点分ダメージを与えた計算か。悪くない。

ＧＭ：十分痛いよ。累積ダメージが[image: ]点になった！　次は、マテルの番。

リアル：行動表を振るよ（ダイスを振る）……11。マテル、また攻撃する気だ！（笑）

エルリッタ：……では、フェイトがまだ３点あるから、表の出目を８まで落とそうか？　これならマテルにはリアルに対して、《ウェポンコーディネイト》を使ってくれる。





《ウェポンコーディネイト》



　武器を使用者に合わせて、最適化するブラックスミスのスキル。これが施された武器はＳＬ×４ダメージ上昇する。また、この効果はシーン終了まで持続する。




リアル：（データを確認して）……あたしのダメージを＋20できるよ!?

エルリッタ：そう。リアルが与えるダメージが大きい方がいい。向こうは《二回行動》を持ってるらしいから、さっさと倒さないと、ギルド全ぜん滅めつの憂うき目めにあいかねない。

リアル：了解。じゃあ、マテルに神剣を《ウェポンコーディネイト》をしてもらう！

ＧＭ：では、マテルはリアルの神剣に《ウェポンコーディネイト》を使用。彼女はリアルの神剣のグリップを神業的なスピードで調整してそれを渡すと「リアル、親の仇、取ってきな！」と、告げるんだ。

サイト：早っ!?　Ｆ１のピットクルーかよ!?（笑）

リアル：じゃあ、マテルの剣を握って……あ、なんかすごく持ちやすい！　ぶんぶんと神剣を振って、具体的に20ダメージぶんぐらい威力が上がった気がする（一同爆笑）。

ジャック：次はわたしか。〝獣〟め、今度こそ、息の根を止めてやる！　ムーブアクションはなし。マイナーアクションで《クルーセフィクション》、メジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》。フェイトを１点使用して、（ダイスを振る）命中は25。

ＧＭ：（ダイスを振る）出目10だから、回避は失敗。

ジャック：《エナジーフロウ》で【ＭＰ】を５点消費。（ダイスを振る）……43点の物理ダメージ。防御力無む視しだ。

ＧＭ：了解。累るい計けいダメージが[image: ]点に。〝獣〟は、ぜぇぜぇと肩で息をしている。次はリアル。




　さしもの強力な〝ハンマーヴィルの獣〟も、復活のしたてでは分が悪いようであった。

　特に、その肉体にとって天敵───オリハルコンでコーティングされた武具によって攻撃され続けたため、〝獣〟の身体には深刻なダメージが蓄積していった。

　それでも〝獣〟は本能的に悟っていた。

　これらの武器では、自分を真に葬ることはできない───と。




　しかし………。




リアル：ここでお前にとどめを刺す！　と〝ハンマーヴィルの獣〟に向かって言ったあと、フリーアクションで武器を捨すてる！

ＧＭ：おお、武器を落として、新しい剣を抜くのか！

リアル：うん。ムーブアクションでファインソード───マテルが鍛えた神剣を装そう備びする。

ジャック：ここで決めるつもりですね。

リアル：うん。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《バッシュ》。フェイトを１点使用して、（ダイスを振る）……命中は…………クリティカル！

エルリッタ：いい流れだ！

ＧＭ：〝獣〟の回避……（ダイスを振る）出目は11で、回避失敗！

リアル：念のため《ディストラント》を使って［恐きよう怖ふ］のバッドステータスを乗せるね。……ダメージは（ダイスを振る）……66点の〈水〉属性の魔法ダメージ。［恐怖］つき。

ＧＭ：む。61点ダメージを受けた。［恐怖］は、《バッドステータス無効》で打ち消すから……累計ダメージが[image: ]点。

リアル：これで、どうだ!?




　リアルが、あらん限りの力で振るった剣は、〝ハンマーヴィルの獣〟の肉体に深々と突き刺さっていた。

　だが、〝獣〟の目は、ギラリと光り憎々しげに、リアルを睨みつける。

　ダメだったのか………と彼女が思った時───……




ＧＭ：……一瞬、リアルを怨念のこもった目で睨んでのちに、〝ハンマーヴィルの獣〟はその場に倒れ伏し、その肉体が崩壊していく───。「お、おのれ……この私が、人間風情の造った武器なんぞで……」そんな最後の言葉を口から漏らし……〝ハンマーヴィルの獣〟は絶命した。〝獣〟が死亡したので、戦闘は終了だ！

一同：やった───っ!!







　　　　ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ




◆Ending01◆過か去こから未来へ……




〝ハンマーヴィルの獣〟は倒れた。

　死し闘とうを制せいし、極きよく限げんまで高まっていたリアルの鼓こ動どうが徐じよ々じよに穏おだやかになっていく。

　過去からの因いん縁ねんはここに断たち切きられたのだ。

　両親の仇を討うち果はたした彼女の胸には、言葉にならない感かん慨がいが去来した。




ＧＭ：というわけで、キミたちはハンマーヴィルの獣の討伐に成功した。〝ハンマーヴィルの獣〟の本体ともいうべき黒い瘴気は霧む散さんし……中途半端な復活による、その半ば腐っていた身体も今は力なく横たわっているのみだ。

リアル：やったよ！　お父様、お母様。

ＧＭ：「すごかったぞ、リアル！」と、マテルもリアルに駆かけ寄よって祝福してくれるね。

リアル：ううん。マテルの剣がなければ、あたしは勝てなかった。ありがとう！

ＧＭ：「そっか！　あたしも嬉しいぞ！　父ちゃんの技術も、それを受け継いだあたしの剣が〝獣〟を倒したことで証しよう明めいされたし」にかっと彼女は笑った。

サイト：僕もリーダーや、マリアさんたちに顔向けができるよ。

エルリッタ：……これで私も、呪いが解ける日がまた少し近づいた。

ＧＭ：そうだね（笑）〝ハンマーヴィルの獣〟の意い識しきが霧散したのに呼こ応おうするように、キミの短剣より禍まが々まがしい瘴気が立ち登り、それはふっと虚こ空くうに消えていく。すると少しだけ、キミの鼻はスッキリとて……（笑）。

エルリッタ：……これもリアルと絆きずなを結べたおかげ。感かん謝しやする。

ジャック：ええ話じゃあっ!!　……あ、わたしはジョンたち〝フェニックス〟のメンバーたちを助けよう。

エルリッタ：……〝フェニックス〟のリーダーは悪事を働いたこともあり、拘こう束そくの必要はあるけど……怪け我が人にんの手当は急がないと。

ＧＭ：「……さすがは先せん輩ぱいですね。お見事な戦いでした」ジャックに助け起こされたジョンは、純じゆん粋すいに称しよう賛さんの言葉を述のべる。そして「せっかく忠ちゆう告こくをもらったのにすみませんでした」

ジャック：……お前はどこまでもまっすぐな奴だな。ひ、ひがんでたわたしがバカみたいじゃないか！（笑）

ＧＭ：「……は、すみません」ジョンが、困ったような笑顔でそう答えた。

サイト：ジョン、ほんとにいい人だったんだね。

ＧＭ：……てな感じで、キミたちはこの場を撤てつ収しゆうすることになった。それでは、簡単にこの事じ件けんの顚てん末まつを説明しよう。

一同：はーい。




　　　　＊　＊　＊




　この後、凱がい旋せんを果たした〝アイテムマスターズ〟は一いち躍やくハンマーヴィルの英えい雄ゆうとなり、パリス同どう盟めいからも〝邪悪な獣を討伐したギルド〟として、その栄誉を称たたえられることとなった。

　〝フェニックス〟のギルドマスターは、〝獣〟とつながっていたこともあり、懲ちよう罰ばつ会かい議ぎにかけられ、ギルドも一いつ旦たんは解かい散さん。しかし、ジョンがギルドマスターとなって、新生〝フェニックス〟を立ち上げようと活動中だ。

　マテルは〝ハンマーヴィルの獣〟を討伐した神剣を鍛えた者として、町の若わか手て鍛か冶じ師しの中でも実力ナンバー１の存在と認にん知ちされ、多くの注文が殺さつ到とうしているという。

　そしてリアルは……




　ひとり父と母の墓はかの前に立っていた───。




リアル：あたしはお墓はか参まいりに行って、仇あだ討うちの報ほう告こくをするよ。お父様、お母様、〝ハンマーヴィルの獣〟は討伐したよ……って。

ＧＭ：もちろん返事はないが、ふいに優やさしい風がリアルの髪かみをゆらす。それはまるで、キミの父が大きな手で頭をなでてくれたようにも思えて……。

リアル：今回の冒ぼう険けんで昔のことを思い出したよ。ピクニックに連れて行ってもらった森や湖で冒険して。マテルも一緒で、大変だったけど……楽しかったな……。

ＧＭ：リアルは今後も仲間たちとの冒険を続ける感じで？

リアル：うん、仇討ちって目的はなくなったけど……みんなと一緒に、あっちこっちに行きたい。せっかく出会った仲間だしね。

ＧＭ：「そうだ、それでいい。私以上の剣士にお前ならなれるさ、リアル───」ふと、父がそんな言葉をかけてくれた……そんな気がした。

リアル：……お父様？

ジャック：では、そこで遠くから声をかけよう。……リアルさーん！　そろそろ冒険に出かける時間だよ～！

リアル：あ、もうそんな時間？　じゃあ、行ってくるね！　お父様、お母様───。そしてみんなのいる場所に向かって駆かけ出だす……！




　リアルが走り出した先に、四人の仲間の姿があった。




ジャック：というわけでギルドマスター様！　今度の冒険では、ぜひわたしめに新たなハンマーを！　そのためにもガチャを！　ガチャを……っ！（笑）

サイト：いや、お金を貯めて僕のしびれくらげをさらに強化してほしいんだけど！

エルリッタ：わ……私も新しい伝承武器がほしい、かな。

ＧＭ：キミがそんなことをつぶやくと、近くの木にとまっていたアリオがあきれたように言う。「……また呪われてもしらないぞ、エルリッタ」

リアル：マテルは、なにか希望ある？　今回の功労者だしね、やりたいこととかある？

ＧＭ：「おお、リアル！　話のわかる奴だ！　あたしは、伝承武具を研究したいぞ。スロット武具とちがって妙な効果がてんこもりだしな！」

リアル：わかった。あたしも新しい武器がほしいし、どんどんダンジョンに潜もぐって………………どんどんガチャを引こうっ！（笑）

ジャック：リアルさんが超ちようやる気きだっ！

エルリッタ：……つくづく物ぶつ欲よくにとりつかれたパーティね。

リアル：だってあたしたち、〝アイテムマスターズ〟だし！（一同爆笑）

ＧＭ：その言葉を聞いて、マテルが思い出したように言う。「……そういえば、この世界のどこかに不思議なダンジョンがあるって聞いた。そこに行こう！　なんでもそこは、ボス狩りダンジョンなんだとか」

リアル：ボス狩りダンジョンっ!?

ＧＭ：……そう、この世界には〝ネームドエネミー〟と呼ばれるエネミーたちがいる。その名称からわかるとおり、名前付きのモンスターだ。

リアル：つまり、そのネームドエネミーしかいないダンジョンってこと？

ＧＭ：「さっしがいいな！　その不思議なダンジョンでは、世界に一匹しかいないはずのネームドエネミーが何回もポップするらしいぞ」

一同：ポップっ!?

ジャック：ああ、聞いたことがある。〝エル・ドラードの不思議なランダムダンジョン〟って名前らしい。特殊なダンジョンゆえ、入るのに入場料がかかるが……初回無料だとか。

一同：初回無料っ!?

ＧＭ：「ネームドエネミーは、エクストラドロップというものすごく特殊で、強力なアイテムを落とすらしいぞ。ほしくないか？」

リアル：ほしい！（笑）　そのダンジョン、どこにあるの？

ＧＭ：えー、「アイテムガイド２」の中に掲載されてます（笑）。みんな、まだ時間ある？　あればちょっと潜ってみる？　一～二時間もあれば最初のボスくらい倒せるかも。

リアル：時間はある、あります！　では、我が〝アイテムマスターズ〟の次の冒険は、そのダンジョンに潜って……エクストラドロップを持ち帰ろう！（笑）

一同：おお……！（笑）

ＧＭ：わはは（笑）。（「アイテムガイド２」を開いて）えー……では、キミたちが墓地からハンマーヴィルへと戻る途中のことだ。その道すがら……気がつけば五人は、深い霧の中に迷い込んで───……。



















　かくして、強力アイテムを求め、それを駆く使しして戦うギルド〝アイテムマスターズ〟の冒険は幕まくを閉とじ、そして今、新たな幕開けの時が訪れた。

　彼女たちの旅は終わらない。

　これからも、持てる情じよう熱ねつのすべてをかけて、新たな探たん求きゆうに挑いどみ続けるだろう。

　その先に、人の心を魅み了りようするアイテムがあるかぎり───。








『アリアンロッド ２Ｅ リプレイ・アイテムマスターズ　刀鍛冶ブラックスミスの用よう心じん棒ぼう』




第二話「ハンマーヴィルの獣」




─ＦＩＮ─









　　　　超ちようあとがき




　というわけで、あとがきのお時間がやってまいりました。

　今回は、アイテムをテーマにおいたヘンテコなリプレイなわけですが……今回は「アイテムガイド２」を補ほ助じよするリプレイゆえ、ちょっとマニアックな解かい説せつをしてみます。




「アイテムガイド２」の導どう入にゆうにより、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』におけるキャラクターデータのビルドは、かなりかゆいところに手が届とどくものとなりました。当然、これを使いこなすことで、以前より強力なキャラクターを作成することも可能です。

　本リプレイの主人公リアル・エリーゼを例にとって解説しましょう。

　リアルはウォーリアのスキル構成に、シャーマンスキルをタッチすることでコンボと言える戦せん闘とう法ほうを可能にしたキャラクターです。本文でもちらりと解説しましたが、セットアッププロセスでウォーリアの《プロボック》を攻こう撃げき対象にかけ、メインプロセスの攻撃でシャーマンの《ディストラント》を使うことで成立します。つまり《プロボック》でバッドステータス［逆上］（リアル以外に対する攻撃の命中判定にマイナス２Ｄ）を、そして《ディストラント》によって［恐怖］（リアルに対する攻撃の命中判定にマイナス２Ｄ）を与えることで、彼女に対しても、それ以外の仲間に対しても命中判定にペナルティを与えるというものです。これは、範はん囲い攻撃でリアルを巻き込んださいも発動するため、事実上、エネミーの範囲攻撃を封じてしまうというＧＭ泣かせのコンボです。特に、戦闘時にエネミーが単体で登場している時（第一話のクリスタルゴーレム戦など）は、ＧＭ側がほぼ詰つみと言えましょう。

　この戦い方は非常に強力なのですが、いくつか欠点があります。

　そのひとつが【ＭＰ】の消費。純ウォーリアとしての戦闘力を維い持じするための《スマッシュ》（コスト５）と《バッシュ》（コスト４）に加え、《プロボック》（コスト４）と《ディストラント》（コスト６）……合計で19です。彼女の【ＭＰ】は48しかありません。これではフルに行動すると、２ラウンドしか保もたない計算になりますね。しかもマイナーアクションが《スマッシュ》で埋うまるため、ポーションで【ＭＰ】を回復することもできません。

　そこで彼女は［戦士のクリスタル］を剣に埋め込み、ウォーリアスキルのコスト軽けい減げんを図はかり、総コストを16に抑おさえました。これならば補給なしで３ラウンド動ける計算になります。《プロボック》と《ディストラント》をうまく抑えながら戦えば、もっと保つでしょう。わずかコストを１点軽減するだけのクリスタルも、スキルの組み方やコスト計算をしっかり考えれば、大おお幅はばな戦闘力と継けい戦せん能力の増加に繫つながるという好例です。

　キャラクター作成時、ざっくりコストの計算をしてみてちょうど３ラウンド戦えるという数値がわかった時、「美しい……」と感じると同時に思ったことはひとつ───。

「駒こま尾おさん、ゲーマーだなあ……（笑）」

　……でした。そのゲーマーの本ほん領りようは、コスト以外にも発はつ揮きされています。前ぜん述じゆつしたとおり、リアルはウォーリアのスキルを一部削けずって、コンボを組み込んでいます。しかし、それで純じゆんウォーリアに比べて火力が落ちているかというと、実はそんなことはありません。余よ分ぶんにお金がかかることが前ぜん提ていではありますが、キャラ作成時から彼女は自分の武器にスロットをふたつ空けています。結果的に、このスロットには［火のクリスタル］を挿さして、攻撃を魔ま法ほうダメージ化しているわけですが……「アリアンロッド」におけるエネミーは多くの場合、【物理防ぼう御ぎよ力りよく】より【魔法防御力】の方が低い傾けい向こうにあります。つまり、削ったウォーリアルのスキル（おそらくは《スラッシュブロウ》）の分、攻撃を魔法ダメージ化することで減った打点をカバーしているわけですね。特に【物理防御力】が馬鹿みたいに高く、【魔法防御力】が０というゴーレム系に対しては、《スラッシュブロウ》を取しゆ得とくするよりはるかに効果的なダメージを与えられます。当然、純ウォーリアがこの武器を持てばさらなる高こう火か力りよくが期待できますが、前述したコンボを使えるリアルは、それに勝まさるとも劣おとらない戦闘力を保持していると言えましょう。ですがこれは、Ｓ武具を使ったビルドのほんの一例。「アイテムガイド２」をお持ちなら、ぜひとも自分なりの使い方を研究してみてください！

　そしてもしあなたがＧＭであれば、だまされたと思って、本リプレイの第一話で行ったような情報項目の組み立て方とエネミーの配置をしてみることをお勧すすめします。その時は、テーブルの脇に「アイテムガイド２」を置いてみてください。プレイヤーたちはきっと、次々と出された情報に基もとづいて予備の武器を作り始めるはずです（笑）。それは、いつもと変わらないシナリオに、新しい楽しさを与えるものとなるでしょう。

　そして今回のセッションでもいろいろネタを生み出してくれた伝でん承しよう武ぶ具ぐ。

　こちらは、シナリオの中にぽんと課か金きんガチャを放り込んでみればあら不思議、それだけでセッションが盛り上がるものと言えます。他にもエルリッタのようにキャラ立ての一いつ環かんとして利用したり、リアルが手にした〝イビルセイヴァー〟のように戦闘の切り札にしてみたりと、これまたさまざまな局面でセッションを盛り上げるカンフル材となります。

　もちろん、シナリオ……特にキャンペーン型のシナリオにおけるキーアイテムにするのも有用です。ずいぶんと昔のリプレイで、しかも自分の書いたもので恐きよう縮しゆくですが『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズにおいて主人公ノエルが使っていた魔剣カラドボルグのように、です。物語を持ち、主人公と共に成長し続ける武具───これは、あなたが奏かなでる物語に彩いろどりを与え……もしくは中ちゆう核かくに据すえることのできるものとなるでしょう。

　本書で提てい示じした内容は、あくまで「アイテムガイド２」を導入するための例れい示じ。あなたがこれから紡つむぐであろう素晴らしい物語のきっかけになることを祈いのっています。
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